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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ




　ゼルニア王国の一日は、だいたい午前七時くらいから始まる。

　なぜかと言えば、その時間にはテレビが放映されているからである。

　勇者テレビが始まる時間は不定期だが、毎日決まった時間に必ず放映される番組も存在する。朝の七時がそれに相当するのだ。だから国民もそれを観みてから仕事に出かけるスタイルに変わっていた。

　城下町から離はなれた郊こう外がいにあるフウトの家もそれは同じで、七時のテレビを観ながら朝食を摂とるのが日課になっていた。

　現役勇者であり、「伝説の勇者」の息子むすこであっても特別な暮らしではない。家族と一いつ緒しよに食しよく卓たくを囲み、パンとスープを食べる。そうしてずっと過ごしてきた。

『魔ま導どう観測機関からの報告によりますと、ゼルニア城下町に強い雨雲が接近しており、到とう達たつは深夜になるとの見込みです。大雨が予想されますので、国民の皆みな様さまは充じゆう分ぶんに注意してください。それでは次のニュースです、国王陛下の謁えつ見けんの時間が変へん更こうになりまして──』

　オリーブお姉さんのハキハキとしてよく通る声を聞きながら、フウトはスープにスプーンを浸ひたす。朝の訓練で適度に疲つかれた身体からだに、塩分が染しみ渡わたるようだ。

　非常に充じゆう実じつした朝──の、はずだったのだが。

「兄さん」

　スープで摂せつ取しゆした温かさを全すべて奪うばい取るような、冷たい声。

「どうしたフミ」

「よくそんな平然と食事ができるね」

「んん？」

　はて、妹は何を怒おこっているのだろうか。兄に対して冷れい徹てつとも呼べるほど厳しいのは昔からだが、ここまで蔑さげすんだ目で見られるほどの失態は見せていないはずだ。

「昨日の勇者テレビの後、パートナーの人とまたケンカしたんでしょ？　それで家一いつ軒けん壊こわしたらしいじゃない。うちで弁べん償しようしなきゃいけないわけ？」

「えっ!?」

「勘かん弁べんしてよね。勇者の給料だって、家を建てられるほど高くはないんでしょ？」

「待てフミ。なんでお前がそれを知ってるんだ？」

　その件は勇者テレビが終わった後の話だ。カメラ妖よう精せいは撤てつ収しゆうしており、その様子が放映された事実はない。まさか現場にいたのか。いや、だったらその場で𠮟しかる。彼女はそういう妹だ。

「そうだよフウトくん。勇者になっても暴あばれん坊ぼうじゃ困るよ」

　フミに加勢するのは、義理の姉。少し年の離れた兄と結けつ婚こんした彼女は、家のほとんどの事をやってくれている。妹と同様、頭が上がらない相手だ。

「裏山の森で動物を狩かりすぎて、猟りよう師しさんも困ってるって言うじゃない。こないだなんか訓練中に森のヌシを殺しそうになったとか」

「待ってください！　ファラさんもどうして知ってるんですか!?」

　立ち上がり、食卓を睥へい睨げいするフウト。

　刺さすような視線の妹と、困った顔の義あ姉ね。

　いったい誰だれが彼女たちにバラしたというのだ。いや、そこまで致ち命めい的てきな秘密ではないものの、テレビに露ろ出しゆつしていない情報まで知っているのは変だ。

　そして先ほどからパンを咀そ嚼しやくしながらテレビを観ている母。ようやくパンを飲み込むと、フウトに向き直って、

「そうそう、アンタこないだお城で──」

「母さんもか！　なんなんだ一体!?」

「別に知ってるのは私たちだけじゃないわよ」

　ねぇ、と同意を求めると、妹も義姉も頷うなずく。

　どういう事なのか、とフウトが問う前に、妹が何かを取り出す。

　それは一冊の雑誌。

　ゼルニア王国の話題が詰つまった、『週刊ゼルニア』と書いてあった。
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　ゼルニア王国で最大の行政施し設せつ、ゼルニア城。

　かつては王族のみが居住を許された場所だったが、時代が進むと共に大規模な増築と拡張を続け、国民のニーズに合わせた様々な部署が生まれた。その結果、王ですら城に住めなくなり、離れの屋や敷しきで寝ね泊とまりしている現状。

　現在のゼルニア城は文官と騎き士したちが国民のために毎日のように走り回っている、いわば国の心臓のような場所になった。だからこそゼルニア王国は今日も平和を保っていられるのである。

　その平和の一いつ端たんを担になうゼルニア城勇者課で、ひとりの勇者がふくれっ面つらをしていた。

　言うまでもなくフウトである。

　週に二回ある定例会の後、会議室で雑談をするのが恒こう例れいになっているのだが、フウトは先ほどから眉まゆを寄せたまま黙だまっている。

「どうした少年！　元気はあるが、覇は気きがないぞ！」

　そんなフウトの肩かたを叩たたくのは、ナンバーワン勇者であるダイナミック・スーパー・ディンゴ。金のために勇者をやっていると公言している彼は、その貪どん欲よくさに反して気前も愛あい想そも良い。

　が、今のフウトにはそんな気さくな彼に付き合う気にもなれなかった。

　なにしろテーブルの上に、フウトの怒いかりの発ほつ端たんがある。まずはこれをどうにかしなければ落ち着かない。

「おっ、今週の『週刊ゼルニア』と『週刊エブリタイムゼルニア』か。まだ読んでなかったな。少年、これ借りてもいいかな？」

「……っ！」

　手を伸のばしたディンゴを睨にらみ付けるフウト。

「お、おいおい。まだ読んでなかったのかい？　そんな怒らなくても」

「ディンゴさん！　あなたも被ひ害がい者しやなんですよ!?」

「ん？」

　あまりにも唐とう突とつなフウトの発言に、ディンゴだけでなく周りの勇者たちも注目してしまう。が、それにも気づかずフウトは続ける。

「今週の『週刊ゼルニア』には、僕だけじゃなくディンゴさんのプライベートまで書かれてるんですよ！　また新しい女性と付き合ってるとか！」

「ああ、そうかそうか。あの時のアイツ、記者だったのか」

　あごひげを撫なでながら頷くディンゴ。

　どうやら彼はまったく動じていない様子。

「つか、フウトは記事書かれるの初めてか？」

　尋たずねたのは、隣となりのテーブルで茶を飲んでいる勇者バーナード。テレビの前では美形の魔導士ともてはやされるが、普ふ段だんの彼は自然体で気のいい友人である。

「……初めてだ」

　しかもあんな風に書かれるなんて。

　特に気になったのは「週刊ゼルニア」の記事だった。

　森で修しゆ行ぎようをしていただけなのに、まるで生態系を乱したかのように言われ、猟師たちも迷めい惑わくしている、などといった嘘うそっぱちの記事だ。普段は猟師の代わりに害がい獣じゆうを狩ったり、逆に猟師が獣じゆう肉にくをくれたりしている間あいだ柄がらだというのに。

「しかもこんな写真まで撮とられてる……」

　フウトが開いたページには、森で剣けんを振ふり回している自分の姿が掲けい載さいされているではないか。おそらく朝の訓練の様子を撮さつ影えいされたものらしいが、それこそ動物しかいない場所で、よくフウトの姿を捉とらえられたものだ。

　勇者フウトが森の生態系を乱す──そんな見出しと共に写真が貼はられたら、フウトが読者でも信じてしまいそうだ。

「俺も初めての時はショックだったよ。複数の女と付き合ってる、とかデタラメ書かれてさー、本気にした女性ファンに刺されそうになったもんな」

「実際はひとりも付き合ってないんだからねー」

　そのバーナードの隣でグリーンティーを淹いれているのは、東方のニンジャ勇者ギョクレン。バーナードと幼なじみである彼女は、真実を知っているからこそ茶化す事ができるのだ。何も知らない国民が雑誌を読んだら騙だまされるだろう。

「私も全く同じ事書かれたわよぉ。男をとっかえひっかえ、遊びまくってるオンナって見出しでね」

　笑いながら語っているのは、シスター・エリュシオン。今日は会議だけなので普通の格好だ。しかしいざ戦場に出れば、修道服にボンデージ衣い装しようという過激なお姉さんに変へん貌ぼうするのだ。

「ま、本当は孤こ児じ院いんの子供と遊んでただけなんだけどね」

　そう、雑誌記者は普通の事でも大げさな見出しを書いて読者を煽あおるのだ。それがどれだけ勇者の名めい誉よを傷つける事になるのか、考えた事はあるのか。

「まったく、こんな嘘ばかりの雑誌が世の中に出回っているなんて！」

　雑誌をテーブルに叩きつけ、フウトは憤ふん慨がいする。

　自分だけではない、全ての勇者が格好の餌え食じきではないか。

「おいおい少年、そこまで怒る事もないだろう」

　ディンゴが諫いさめるが、フウトの怒りは止まらない。

「僕は失望しているんです！　本来、雑誌とは国民に真実を伝えるためのものでしょう！　こんな嘘っぱちの記事ばかり書いてお金を儲もうけようだなんて、読者に恥はずかしいと思わないのか！」

　仮にも情報を発信する立場なのだから、せめて情報の正誤だけでも確かく認にんすべきだろう。勇者のプライバシーを暴あばき立て、なおかつ嘘の記事まで書いて全国民に伝える商売だなんて、犯罪としか思えない。

　フウトが怒りに燃えている間、他ほかの勇者も声をかけられないでいる。

　一応、正論ではあるのだ。

　しかしその正論をぶった切る一言が。

「えー、嘘でも面おも白しろければいいじゃん」

　呟つぶやいたのは、フウトの隣にいた少女。

　長い髪かみをダラリとテーブルに垂らしつつ、あごもくっつけながら雑誌を読みふけっている、だらしない女だ。

「この記事とか、フウトまるで山ひとつ丸ごと壊こわしかねないような書き方してるねー。アハハハ、そんなわけないって。誰も信じないよこんなの」

「フィオーレ！　君は事の重大さがわかってるのか!?」

　笑うパートナーに、フウトは矛ほこ先さきを移す。

「僕たちの人気にも関かかわるんだぞ！」

「だいじょぶだいじょぶ。こんなの平気だって。人気も下がらないよ」

　ヘラヘラと締しまりのない笑え顔がおを見せるフィオーレ。

　根こん拠きよのない自信も、だらしのない姿勢も毎度のことだ。それがフウトをより苛いら立だたせるのだが、彼女もそれを承知で遊んでいるふしがある。

「君は平気でも、僕が平気じゃないんだよ！」

　フウトがここまで憤慨するのには、もちろん正義感以外の理由があった。

　勇者──モンスターを退治して国民に安心を与あたえる職業。

　その名誉を得るためには、相応の強さが求められる。肉体的、魔ま術じゆつ的な強さもそうだが、勇者として必要不可欠なものが「特殊技能パツシブスキル」、通つう称しよう「スキル」と呼ばれる力だ。
















　フウトのスキルは、誰だれかの希望を力に変えるもの。

　ズバリ人気が密接に関わってくる能力なのだ。

　そこで雑誌にある事ない事書かれて人気が下がった日には、モンスターから国民を守れなくなってしまう。

　自分の失態なら、まだ仕方ない。

　しかし売り上げのために誇こ張ちようして書かれた記事によってパワーが下がろうものなら、れっきとした営業妨ぼう害がいである。

「そんなに目くじら立てる事ないじゃん」

「立てる事あるだろ！　人気に関わるんだぞ！」

「そーやってさぁ、人気がないのを雑誌に転てん嫁かするのは良くないと思うなぁ」

　そして何よりつらいのは、このパートナー。

　やる気以外は完かん璧ぺきなこのフィオーレという女のせいで、余計な評判まで立つ始末。史上初のコンビ勇者という事で、何から何まで一いつ緒しよにされてしまう。当然、人気もだ。相方がヘマをすれば、それはもう片方のミスという事になる。

　どれだけフウトががんばっても、フィオーレの短たん慮りよのせいで台無しになってしまうのだから、そりゃケンカもする。今朝、妹のフミにも指し摘てきされたが、これだけは事実なので否定できなかった。

「根拠のない転嫁かどうか、これを見れば分かる！」

　フウトがページをめくると、今度はフィオーレの記事が載のっていた。

　そこには両手にポップコーンの袋ふくろを抱かかえたフィオーレが嬉うれしそうな笑顔で歩いている姿。しかもカメラ目線だ。

「あ、綺き麗れいに撮れてるねー」

「毎日毎日、どっかで買い食いしているダメ生徒会長って書かれてるだろう！」

　悲しい事に、この記事は真実である。

　仕事をしない生徒会長で名が知られるのは、学園内だけにして欲しかった。

「ここのポップコーン、甘くておいしいんだよ。あ、ちゃんとお店の名前も書かれてる。お店の売り上げに貢こう献けんできるね」

「売り上げもいいけど、僕の人気にも貢献してくれよ！」

　今いま更さら言っても仕方ないのだが、フィオーレの私生活は本当にスキが多い。だらしがないというだけでなく、放ほうっておけば悪い人間に騙されやしないか心配なのだ。ゴシップ雑誌に目をつけられでもしたら、私生活の裏の裏まで暴かれそうだ。

「別に私の記事は嘘うそじゃないもんね。書かれても困らないし。フツーにポップコーン食べてるだけなのに、人気が下がるわけないじゃん」

「だから僕が困るんだって言ってるだろ！　こんな存在価値のない雑誌に肩かた入いれするなんて、どうかしてるぞ！」

「いや、それは聞き捨てならないね」

　フウトとフィオーレの毎日恒こう例れいのケンカに口を出すのは、テーブルの向かいに座っていたセシル。「人間工こう房ぼう」の異名で知られている十三歳の天才職人は、普ふ段だんとは違ちがって真ま面じ目めな視線をフウトに投げかける。

「雑誌の悪い面ばかり見ているけど、フィオーレの言う通り、広告としての役割だってあるんだ。ボクたち職人は雑誌広告がなかったら売り上げが激減しちゃう」

「それは……その通りだけど」

　セシルが勇者をやっている理由は、人気を得ることで職人連合の売り上げを伸のばすためだ。商売と広告は切っても切れない仲だし、それは雑誌やテレビという媒ばい体たいで活用しない手はない。

「でも、広告とでまかせの記事とは別問題だろう？」

「まーね。でも、それも読者の目を惹ひくためだし、しょうがないよ」

　冷めた視線のセシル。「天才少年」という触ふれ込みだが、実は誰にも言えない秘密がある事を、フウトは知っている。

　なるほど、商売という観点から言うならセシルは雑誌の肩を持つわけか。共感はできないが納なつ得とくはできる。

「そーだそーだセシルくん、君いい事言うねー」

　しかしフィオーレは別だ。

「君は別に広告を載せているわけじゃないだろうが」

「うー……」

　言い返せないのか、口を尖とがらせて黙だまり込むフィオーレ。考えなしに人に賛同するからこういう目に遭あうのだ。

「ふん。だったらフウトは雑誌なんて見てないで、国営の新聞だけ読んでればいいじゃん。あんなのニュースばかりでつまんないし」

「なんでそんなに新聞を悪く言うんだ？　新聞は面白いぞ。いろんな国や地方の出来事が分かるし、何より国が発行しているから信しん頼らいがおける」

　そう言ってフウトが見るのは、会議室の隅すみで茶を飲んでいた騎き士しアナスタシア。

　冷静沈ちん着ちやくな剣けん士しである彼女は、国──つまりゼルニア王国そのものがスポンサーであり、国営の勇者とも呼べる。さらに新聞を発行しているのは彼女が所属する騎士団の報道部であり、アナスタシア本人もテレビでニュースを読み上げる仕事をしている。

「……どうも」

　小さく会え釈しやくするアナスタシア。

　そして、こう続ける。

「騎士団の報道部は、国直属の機関です。つまり嘘を書けば国王の名に傷がつきます。常に正しいニュースを届ける事が、騎士団報道部の名めい誉よなのです」

「素す晴ばらしい！」

　うって変わって笑顔になるフウト。

「国営の新聞はニュースだけでなく、学習に必要なコラムやテレビ番組の時間も正確に教えてくれる。それに何と言っても嘘がない！　国の大多数の人間が新聞を読んでいるのも、信頼と実績があるからだ」

「しかし、国民からは堅かたくて読みにくいというクレームも来ています」

　少し否定するアナスタシアだが、

「裏を返せば実直で真面目という事だ。やっぱり僕には国営新聞が性しように合っている。アナスタシア、君のニュースもいつも楽しみに観みているよ！」

「あ、ありがとうございます」

　下を向きつつ、小さく微笑ほほえむアナスタシア。

「フンだ。つまらない新聞ばっか読んでたら、つまらない人間になるんだもんね」

　低い声で唸うなるように漏もらすフィオーレ。

「君はそんな嘘っぱちが面おも白しろいとでも言うのか？」

「嘘だからつまらないってわけでもないでしょー？　それを言ったら、小説だって嘘っぱちでしょ？」

「小説は誰も傷つかないだろう！　こういうゴシップ記事は、僕の人気が下がるのが問題なんだよ！」

「下がるだけじゃないもん！　ちゃんとした勇者の記事もあるし！」

　開いた雑誌をパンと叩たたいて抗こう議ぎするフィオーレ。が、そのページに載っている写真は勇者とは全然関係ない町の風景だった。

「あ、違った、これは爆ばく発はつ事件のページだ、えっと、バーナードがやってるドラマのページがさっき……」

「爆発事件？」

　バーナードのドラマより、そちらの方が気になった。

「なんだそれ？」

「え？　ほら、こないだから城下町で続いてる爆発事件だよ。深夜にドカーンって音がして、物が壊こわされるんだって。知らない？」

「……知らない」

　どうして知らないのか、フウト自身も分からない。

　なぜならフウトは毎日新聞を読んでおり、大たい抵ていの事件は知っている。という事は、その爆発事件は新聞に載っておらず、アナスタシアがニュースでも読まなかったのだ。

　城下町で連日のように爆発が起きていると聞けば、普通は大事件だ。なのに騎士団報道部は何をしているのか。

「……デマではないのですか？」

　アナスタシアが問うと、

「そんな事ないよー。ほら、ちゃんと写真もあるし」

　フィオーレが広げたページには、確かに爆発の跡あとのような風景が載っている。倉庫のような場所で、資材が粉々に砕くだけ散っている。

　デマにしては手が込こみすぎている。

「『週刊ゼルニア』がいち早く調べた……って言う可能性は……いや、ないか」

　フィオーレは「こないだから」と言った。つまり昨日今日起きた事件ではないのだ。

　なのに新聞では扱あつかわず、雑誌のみの事件とは。

「あ、他ほかにもね、『黒い変な生き物の正体を探さぐる』って記事があるんだけど、こっちも新聞には載ってない？」

　フィオーレに問われて、フウトもアナスタシアもかぶりを振ふる。

「新聞にゃ載ってないのか。俺は新聞も雑誌も読むけど、気がつかなかったぜ」

　バーナードも頭を掻かく。

　他の勇者たちも不思議そうにしている。

「ま、単なるデマの可能性が高いな。『週刊ゼルニア』はそういうトバシ記事を書く事で有名だからな。ハッハッハ！」

　豪ごう快かいに笑うディンゴ。彼もそういう記事にこっぴどくやられているからか、雑誌の内容などまるで信じていないようだ。

　実際フウトの記事も半分以上はデマだったのだから、今回もその類たぐいだろう。

「あっ、良かったみんなまだいた！　ちょっと新しいグッズの試作品をチェックして欲しかったのよ！」

　箱に山盛りのグッズを持って、オリーブお姉さんが会議室に入ってきたので、会話は中断された。もともとフウトが愚ぐ痴ちっていただけなので、本人すら深く考えてはいなかったのだが──

　後々になって考えてみれば、この雑誌が事件の始まりだったのである。
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　グッズの点検が終わり、帰ろうとした矢先の事である。

　城を出て、ファティマ学園に報告に行かねばとフウトが思い直した時だった。

「おいっ！　おとなしくしろ！」

　正門の前で誰だれかが騒さわいでいる。

　よく見るまでもなく、門番が誰かを取り押さえているようだ。ここゼルニア城は最高の行政機関なので、そこを警備する兵士たちは常に命がけである。

　が、今日はなんだか様子が変だ。

「はーなーしーてー！　何もしませんよー！」

「嘘をつけ！　抵てい抗こうするな！」

　門番が二人がかりで押さえつけているのは、まだ小さな少女ではないか。いや、もしかしたら背が低いだけかもしれないが、まだ若い女の子に門番が本気になって拘こう束そくしようとしているのは、よほどの事ではないか。

「あっ！」

　そう思った瞬しゆん間かん、少女の姿が消えた。

　身を低くしたと思ったら、門番の手をすり抜ぬけていなくなってしまう。

「フウトくん！　頼たのむ！」

　門番に言われて、フウトは手を伸ばす。

　その指先を見えない何かがかすめていった。

「ひゃんっ！」

　そしてフウトの背後で悲鳴。

「何、この子？」

　振り返ると、フィオーレが少女を捕つかまえていた。襟えりをしっかり持っているせいで、少女の首が絞しまっている。

　門番に頼まれてから、一秒にも満たない時間だ。

　数十メートル離はなれた正門からここまで移動してきた少女を、改めて見る。

「スキル持ちか！」

　今さら気づくフウト。

　少女の高速移動はスキルによるものだ。魔ま法ほうにも似たようなものがあるが、詠えい唱しようしている様子はなかった。

　そしてフウトの動体視力では、視し認にんするのがギリギリだった。もしもフィオーレがいなかったら、城への侵しん入にゆうを許していただろう。

　フウトのスキルは人気に左右されるが、フィオーレはそんな制約はない。常に最強のパワーを持っているので、なんとしてでも超こえなくてはならない壁かべだ。

　が、今は助かった。

「ありがとうフィオーレ。助かった」

「ううん。もしかしたら、助かったのはこの子かもよー」

　手を離し、少女を落とすフィオーレ。

「関係者以外の人が無断で城に入ったら厳げん罰ばつだもんね。下手すりゃ死し刑けいになったかもしれないし」

　なるほど、死刑になるのを未然に防いだという考え方もできる。

　だがそれはこの少女の目的次し第だいだ。

　やむにやまれぬ事情があるならともかく、スキルを使って門番から逃にげたとあっては疑いの目を向けられても言い訳できまい。

「うぅぅ……やっぱり勇者はすごいですね……」

　咳せき込みながら肩かたを落とす少女。まだ立ち上がれないでいる。

　ひどいくせっ毛の少女。全体的に幼く見えるが、まだ中等部くらいだろうか。だとすると妹のフミと同じくらいの年ねん齢れいという事になる。そんな少女が城に不法侵入して何をしようと言うのか。

　白いシャツに短いズボンが活発なイメージを与あたえるが、今の彼女はフィオーレに捕まったせいで萎しおれた花のようにうなだれていた。

「ありがとうフウトくん、フィオーレちゃん！」

　すぐに門番二人が走ってきた。

「さぁ、おとなしくしろ！」

「ふぇぇ……すみません……！」

　門番が少女を強引に立ち上がらせる。

　いくら彼女が悪いとはいえ、年とし端はもいかない少女への態度とは思えない。

「待ってください、彼女、何をしたんですか？」

　フウトが門番を止めようとするが、

「彼女、雑誌記者なんだよ。城に写真機を持ち込もうとしたんだ」

「なるほど。では連行してください」

　即そく座ざに納なつ得とくするフウト。

「待ってよフウト！　可哀かわい想そうじゃない！　死刑になってもいいの!?」

　そんなフウトと門番を止めるフィオーレ。

「うっかりならともかく、雑誌記者が写真機を持って入ったら意図的な犯罪だろうが！」

「そうなの？」

　フウトの力説に首をかしげるフィオーレ。

「城内は撮さつ影えい禁止、取材禁止だ！　国家機密を取り扱ってる場所だぞ！　他国のスパイが堂々と秘密を持っていったらマズいだろ！　雑誌記者が知らないとは言わせないぞ！」

　もちろん勇者課は別だ。むしろ勇者は国のスポークスマンなので、公開できる国の情報は勇者が伝えているようなものである。

「あなた、スパイなの？」

　フィオーレが少女に問うと、

「と、とんでもないです！　私はただの記者ですってば！」

　フウトとフィオーレが目配せすると、門番も理解したのか、少女の拘束を解いた。この状態で逃げても無む駄だだと分かったのか、少女は肩を落として息を吐はく。

「あ、ありがとうございます」

「勘かん違ちがいするな。君を助けたわけじゃない。事情を訊きくためだ」

「フウト！　なんでそんなに偉えらそうなの！」

　居い丈たけ高だかな態度のフウトと、それを咎とがめるフィオーレ。なんだかいつもと立場が逆転しているようだが、それはフウトの記者嫌ぎらいから来るものだ。

　そんな二人の手に、いつの間にか名めい刺しが握にぎられていた。

　またしても目にも止まらぬ早はや業わざ。

　スキル──のようだが、詳くわしい事は分からない。

　とりあえず渡わたされた名刺を読む。

「ピーパラッチ・タイムス社文芸部、ペシェ……雑誌記者ってのは本当なのか」

「えへへへ、『週刊ゼルニア』の記事とか書かせてもらってます」

　くせっ毛の頭を掻いて笑うペシェという記者。

「でも、若いよね？　年下？」

「はいっ、十五歳ですっ！」

　フィオーレの問いに、ペシェは待ってましたとばかりに答える。

「学校の中等部を出てすぐに入社しました！　社長がこのスキルを買ってくれたんです！」

「君もスキル持ちなのか？」

「はい！　私は誰よりも速く走る事ができます！　その気になれば、ゼルニア王国の端はしから端まで、一日で走破できますよ！」

　ゼルニア王国を一日で横断するには馬でも不可能だ。スピード重視のモンスターならギリギリ成功するかどうか。

　確かに有効活用すれば素す晴ばらしいスキルだ。

　ただ、雑誌記者よりずっと相応ふさわしい職業があるのではないかと考えてしまうフウト。

「で、君はそのスキルを使って城に侵入して、何をしようとしたんだ？」

「そりゃもちろん、取材ですっ！」

　ペシェが見せたのは、首から提さげた写真機。

　宝石に風景を記き憶おくさせ、別の媒ばい体たいに投とう影えいする事ができる魔ま導どう具ぐだ。この技術を応用して生まれたのがカメラ妖よう精せいである。カメラ妖精と違い、この写真機は誰でも使う事はできるが、宝石と魔導機の細工が難しいため、非常に高価だと聞いている。

「何を考えているんだ君は！」

　そんなペシェに、フウトは当然のように説教した。

「一歩間違えばスパイと思われて死刑になってもおかしくなかったんだぞ！　職務とはいえ他人の領域に踏ふみ込んで、秘密を暴あばくような真ま似ねをするんじゃない！」

「で、でもっ！」

　怒おこるフウトに対たい抗こうして、ペシェも負けじと声を上げる。

「暴かなきゃいけない秘密もあるんですっ！　国民の皆みなさんに真実を知ってもらうためには必要な事なんです！」

「そんな馬ば鹿かな！　人のプライバシーに他者が踏み込んでいいものか！」

「良い悪いの問題じゃないんです！　真実に近づくためには構ってられません！」

　なんという開き直り。

　真実のためなら犯罪行こう為いも厭いとわないこのペシェという娘むすめの主張は、フウトの正義感に真っ向からぶつかっている。

　これが雑誌記者の本音なのだ。

　他者の領域に土足で踏み込み、我が物顔で権利を主張する。

「君は──！」

　フウトがさらに説教しようと口を開いた時だった。

「すごいねぇ！」

　フィオーレが嬉うれしそうにペシェを抱だきしめた。

「フィオーレ!?」

「ちょっ、あの、フィオーレさん？」

　唐とう突とつな行動に、フウトもペシェも門番たちも困こん惑わくする。そんな彼らの気持ちをよそに、フィオーレはペシェに何度も頬ほおをこすりつける。

「その年で自分の職業に誇ほこりを持ってるんだよ！　死刑になってでも真実を追つい求きゆうするなんて、私にはとてもできないよー」

　勇者にあるまじき発言だが、問題はそこではない。

「フィオーレ！　君はその子をかばうのか!?」

「えー、でもすごいじゃん。十五歳だよ？　それで立派に働いてるんだよ？」

「そりゃ働いてない君から見たら立派だろうよ！」

　職業意識という観点から見れば、むしろフウト並に真ま面じ目めな少女と言える。しかしペシェの行動理念はまったく賛成できないものだ。

「というわけで門番さん！　今回だけでも見み逃のがしてあげてくれませんか？」

「しかしこれはれっきとした犯罪なんだが……」

　深々と頭を下げるフィオーレに、門番も困惑。

「勇者の名にかけて、次からこんな事が起きないようにさせます！」

　強い口調のフィオーレに、門番たちの態度が変わった。

　勇者という名前は、ある程度の権力を持つ。こういう場面で使われた場合、勇者と勇者課が責任を負うと言ったも同然だ。もちろん彼女の態度は演技だろうが。

「ふむ……まぁ、いいだろう。言ったからにはよろしく頼たのむよ」

「ありがとうございます！　よかったね！」

「は、はいっ！　ありがとうございます！」

　フィオーレと一いつ緒しよになってお辞じ儀ぎするペシェ。

　その横で、フウトはずっと苦にが虫むしを噛かみ潰つぶしたような顔をしていた。

　どうしてフウトの気に入らない性格の人間は、互たがいに共感するのか。神様か何かがフウトに嫌いやがらせをしているようにしか感じられないのだ。

　だからといってペシェが死刑になるのも寝ね覚ざめが悪いので、それ以上何も言えない。

　そのせいで、逮たい捕ほ覚かく悟ごでペシェが城に侵入して、いったい何を取材しようとしていたのか尋たずねるのを完全に忘れてしまっていた。
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　ピーパラッチ・タイムス社のペシェ。

　フウトがその記者の名前を思い出したのは、数日後の事だった。

「出演……ですか？」

「はいっ」

　フウトの質問に笑え顔がおで答えるのは、ファティマ学園の学園長。

　相変わらず幼い女の子の姿で、全身を使って感情を表現する姿は可愛かわいらしい。実年齢を感じさせない若々しさである。

　学園長室に呼ばれるのは毎度の事で、そこで何かをさせられるのも恒こう例れい行事だ。大たい抵ていはフィオーレの不始末の後始末をさせられるのだが、今回は勝手が違うようだ。

「午後から放映するテレビに出演して欲しいとの要よう請せいですっ」

「またインタビューですか？　あれ、でも午後は──」

　ゼルニア王国の放映予定を思い出すが、今日の午後はニュースの日だ。アナスタシアが騎き士し団のニュースを読み上げており、理知的ながら優やさしい声に魅み了りようされる男女が「国の情勢を知る」という言い訳を用いてテレビにかぶりつく時間だ。

「そうです、騎士団のニュースの時間です。それに出演して欲しいと頼まれたんです。アナスタシア直々の依い頼らいだそうですよ」

「えっ、アナスタシアが？」

　よく分からない依頼だ。

　どうしてアナスタシアがフウトたちをニュースに出演させるのか。インタビューでもないのに、ニュースに出演する理由がまったく思いつかない。

　断る理由はないのだが、謎なぞが多い依頼だ。

「テレビに露ろ出しゆつできる機会があるのは、いいことですよ！」

　嬉しそうな学園長を見ていると、こちらも楽しい気分になってくる。

「この際ですからファティマ学園の事、いっぱいアピールしてくださいね！」

「わかりました！」

　元気よく返事をするフウト。

「フィオーレも分かりましたか？」

「んー……？」

　面めん倒どうくさそうにソファから起き上がるフィオーレ。相変わらずパジャマのままだし、口の周りはクリームのようなものでベタベタになっている。話を聞いていたとは思えないのだが、

「あ、私今回はパス」

「どうしてです？」

「約束があるんだよ」

「約束ってあなた、これは勇者としての仕事ですよ？」

　学園長の声が低くなる。しかしフィオーレはまったく動じずに答えた。

「こっちも仕事だもんねー」

　はて、テレビ出演以外の仕事とは何だろうか。

　フウトと学園長が顔を見合わせていると、

「これから雑誌の取材に行ってくるのです」

「雑誌ぃ？」

　なぜか得意げなフィオーレに対し、フウトの中の疑ぎ惑わくが黒い感情となって蘇よみがえる。

「おい、まさかあのペシェって記者か？」

「そうそう。こないだ助けてあげたお礼に、独どく占せんインタビューしてくれるんだって。スゴイでしょ？」

「なんでよりによって、あの雑誌社なんだよ！」

　フウトのデマを書いた雑誌の会社に自分から行くなんて。

「別にそこまで嫌きらう事ないじゃん。勇者の人気アップにも繋つながるよ？」

「どこがだ！　あの雑誌のデマのせいで僕らの人気が下がったようなものじゃないか！」

「それはたまたまだってば。真面目に記事を書いてる人もいるんだよ」

「それはそうだけど──」

　百の真実を並べようが、たった一つの嘘うそによって全すべてが上書きされてしまう事例もある。フウトとて正義を信条とする男だが、世の中の悪意に対して鈍どん感かんではない。むしろそういう悪の手から国民を守るのも勇者の仕事だと思っている。

　そして、この場合、誰だれかを律して全て解決するようなものではない。

　だからフィオーレがそんな雑誌社と仲良くしているのは、気分が悪い。

　フィオーレ自身を嫌っているわけではない。

　むしろ心配なのだ。悪意に関してはフィオーレの方が鈍にぶい。ペシェとかいう記者に騙だまされて、変なインタビューなどされなければ良いのだが。

「ほらほら、ケンカをしないでください」

　手を叩たたく学園長。

「まったく、あなた達はいつもケンカばかりして。こないだもそれを雑誌のネタにされたじゃないですか」

　学園長の言葉に、一言も言い返せないフウト。

「いいですか。フウトくんもフィオーレも、これ以上のスキャンダルは御ご法はつ度とですからね。これ以上人気が落ちたら、本当に取り返せないですよ？」

　フウトとフィオーレは、黙だまって頷うなずくしかなかった。

　小さくため息をついて、フウトはまた続ける。

「フィオーレ。僕も言い過ぎたのは認める。雑誌に対する感情はこの際置いておく。しかし僕たちはコンビなんだから、二人でテレビに出ないとマズいだろう？」

「けど、私だってペシェと約束しちゃったんだよ。約束を破るような真似はフウトだって嫌いでしょ？」

「それはそうだけど──」

「あら？　待ってくださいフウトくん」

　書状を見て、学園長が制止した。

「なんか、城に呼ばれてるのはフウトくんひとりだけ……みたいなんですけど」

「僕だけ？」

　フウトとフィオーレがテレビに出る時は、絶対に二人同時でなければならなかった。少なくとも勇者テレビの際は二人で行動しないとポイントが入らない仕組みになっている。

　国民からもコンビで認にん識しきされているし、だからこそ二人合わせて「七人目」などといった異名までつけられているのだ。

「どういう事でしょうか？」

「さぁ……行ってみない事には分かりませんねぇ」

「私の事、忘れられてるとか？」

　フウトも学園長も、フィオーレまで頭に疑ぎ問もん符ふを浮うかべている。

　結局、答えが分からぬまま、フウトは単独で城に行くことになったのである。
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　勇者であるから、当然テレビに出演する事には慣れている。

　しかしフウトは舞ぶ台たい袖そでで緊きん張ちようを隠かくせなかった。

　すでに本番は始まっており、あとは自分の出番を待つだけ。

　それなのにいつもと勝手が違ちがうだけで、まるで別の事をしている気分になる。

「それでは次のニュースです。今朝午前五時ごろ、ゼルニア城下町の城じよう壁へき付近で馬車の事故がありました。これにより御ぎよ者しやが一名けがを負い、付近の病院に搬はん送そうされています。城壁の外に出る際には、安全確認を──」

　勇者課にはいくつものスタジオと呼ばれる施し設せつが存在し、そこで撮さつ影えいを行う。カメラ妖よう精せいが室内を飛び回り、舞台の中央にいる勇者たちを撮影する。

　カメラ妖精は精せい緻ちに操作されており、一定の区画のみを撮影する。そのため出演している人間以外はカメラ妖精の視界の外、つまり舞台袖で待機しなければならない。

　フウトは今、そのもっとも近い場所でアナスタシアを見ていた。

　緊張の原因は、彼女だ。

　剣けんを振ふるう姿でも、プライベートのドジな姿でもない。

　よく通る声で原げん稿こうを読み上げるアナスタシアは、まるで託たく宣せんを告げる巫み女このようだ。凜りんとしていて、それでいて花のように美しい。まっすぐにカメラ妖精を見る視線は、強い意志が感じられる。

　テレビ越ごしでは感じられない、勇者の姿。

　戦っている時とは違う、勇者のもうひとつの顔だ。

　国民に安心を──そのモットーはモンスターを倒たおすだけではなく、あらゆる場面で不安を与あたえぬよう、責務をしっかり果たす意味が込こめられている。

　アナスタシアはニュースを読み、事件を国民に伝える事でその役割をこなしている。

　尊敬できる、勇者の顔だ。

　魅み力りよく的な歌も踊おどりもなく、ただニュースを読み上げているだけなのに、こんなに美しく見えるなんて。

　フウトもいずれ、あの域まで行かないといけない。

　モンスターを倒すことしか知らないフウトだが、やがて自分の番組を持つようになった時、彼女のように振る舞まえるか。

　そう思い至った時、脳のう裏りによぎるのはフィオーレの笑え顔がお。彼女ならこういう芸当は難なくこなせそうだ。

「──それでは、本日のニュースは以上です」

　原稿をテーブルに置き、一礼するアナスタシア。

　この後、フウトが呼ばれるのだが、

「……やっぱり、読まなかったな」

　今日アナスタシアが読み上げたニュースは、酒場での傷害事件と魔ま法ほう塔とうの点検のおしらせ、それから馬車の事故のみだった。

　フィオーレが言っていた、爆ばく発はつ事件とやらはまったく読まれない。ついでに黒い謎の生物とやらも。

　深く考えるまでもなく、やはりデマなのだろう。あの雑誌は八割が嘘でできているという噂うわさもあるくらいなのだから。

「ではこの後は予定を変へん更こうして、先ほど報道しました傷害事件の続きです」

　アナスタシアの声こわ色いろが変わった。そろそろ出番が来る。フウトも気を引き締しめ、彼女の台詞せりふを聞き逃のがさないようにする。

「最近、城下町での治安が悪くなっており、特に女性を狙ねらった犯罪が増えています。また男性でも、帯たい剣けんした人間に襲おそわれたらひとたまりもありません」

　アナスタシアの言葉に、舞台袖から頷くフウト。

「そこで今日は、勇者をお招きして簡単な護身術をご紹しよう介かいしたいと思います。勇者フウトさん、よろしくお願いします」

「は、はいっ！」

　声が裏返った。

　が、やり直しはできない。フウトは顔を赤らめながら舞台袖からステージに出る。無数の照明とカメラ妖精と魔ま導どう士しに囲まれ、段取りを忘れそうになった。

　ここからはフウトの仕事だ。

　先ほどアナスタシアが説明した通り、防犯について一いつ緒しよに説明する。

　言われてみれば的確な人選かもしれない。「伝説の勇者」である父にあらゆる武器の使い方を教わったフウトなら、その防ぼう御ぎよ方法も心得ている。これはフィオーレがいくらやる気を出しても不可能な仕事だ。

「よろしくお願いします、フウトさん」

「よろしく、アナスタシア」

　アナスタシアの真ま面じ目めな顔を見ていると、周囲の存在を忘れる。彼女が美しいのもあるが、やはり仕事に対して真しん剣けんに取り組んでいる姿に心奪うばわれてしまうのだ。

　おかげで挨あい拶さつを終える頃ころには、すっかり緊張が解けていた。

「では、まず男性に襲われた場合の対処ですが──普ふ通つう、どのように襲ってくるものなのでしょうか？」

「うーん、僕は強ごう盗とうなんてした事がないから分からないけど、普通は複数でやるものじゃないかな」

「では、もし複数で襲われたら？」

「逃にげるしかないでしょう。大声をあげて」

　武器を持った複数の敵に対する方法なんて、それくらいしかない。スキルを持った勇者ならともかく、一いつ般ぱん人にできる事といったらそれくらいだ。

　問題は、そうでない場合の対処。

「で、単独犯の場合なんですが、これが少し厄やつ介かいでして」

　フウトはあらかじめ用意してもらった木ぼつ剣けんを手にする。

「いくら武器を持っていたとしても、単独での犯行は不安なものです。やるなら確実に相手を攻こう撃げきしたい。そうなったら、まず闇やみに潜ひそんで不意打ちをしますよね」

「なるほど」

　アナスタシアも頷く。

　そこでフウトは目配せをして、アナスタシアに後ろを向いてもらった。

「人気のない暗くら闇やみで背後から襲われたら、熟練の兵士でもやられる可能性が高いです」

「では、どうするべきでしょう？」

「はい。まず人気のない場所を歩く時は、足音に注意します。いつでも逃げられるように構えておいて、いざ襲われたら──」

　ここでフウトは軽くアナスタシアに近づく。

　当たらないように木剣を振り上げて、軽く下ろした。

「っ！」

　刹せつ那な、強きよう烈れつな殺気と小さな風がフウトの下から通り過ぎた。

　訓練の賜たま物ものでも、スキルを使った回かい避ひでもない。

　ただ生存本能のみで顔を引いたフウトの目と鼻の先を細い剣がすり抜ぬけ、手にした木剣を一刀両断していた。

　予備動作はない。アナスタシアの右手が閃ひらめいた時には、全すべて終わっていた。

　静まりかえるスタジオ。

　ステージに転がる木剣をじっと見つめていたアナスタシア。

「それでフウトさん、この次はどうするんですか？」

「どうにもできないよ！　普通の犯罪者だったらそれで死んでるよ！」

「では、これで正しいのですね」

「正しくない！　なんで襲われる側の君が剣を持ってるんだよ！」

「騎き士しですから」

「この場合、騎士は関係ないっ！　ニュースに剣は必要ないだろう！」

　アナスタシアのスキル「悲恋劇デイス・エバー」は剣で触ふれたもの全てを両断する。固い岩がん盤ばんだろうと流れる水だろうと関係ない。

　騎士に相応ふさわしいスキルだとは思うが、それをニュースの時間に発動させなければならない事態が来るわけないだろうに。

「いいかアナスタシア。君は襲われる側なんだ。武器は持たないでくれ。でないと視し聴ちよう者に教えられない」

「……なるほど、分かりました」

　ようやく理解したのか、手にした細剣を鞘さやに収め、原稿と一緒にテーブルに置く。剣に重きを置いている騎士なのに、剣そのものの扱あつかいは雑だ。

「じゃあ、もう一回いくぞ」

「いつでもどうぞ」

　アナスタシアはこちらを向き、右手を構えている。

　──スキあらば、テーブルに置いた剣を取りに行くつもりだ。

「えっと、その、アナスタシア」

「……また何かやってしまいましたか」

「武器を持たずに犯罪者から身を守る前提なんだけど」

「……しかし武器がなければやられてしまいます。相手が武器を持っているのに、こちらが素す手でなのはフェアじゃありません」

「フェアじゃないから犯罪者なんだよ！　相手は騎士道も何もない、金を奪おうとしてる強盗って設定だろう！」

　説教をしていると、なんだか懐なつかしい気持ちになる。

　が、フィオーレに怒ど鳴なっているのとは違ちがう気持ちだ。無表情に見えて、少しシュンとしているアナスタシアを見ていると、こちらが悪い気がしてくる。

　その後もアナスタシアの天然ボケに付き合わされ、スタッフの魔導士も笑い声が隠かくせなくなった頃、放送時間が終わった。

　結局、この日の教訓としては「武器を持った男に襲われたら、武器を探して反撃しろ」という危険極きわまりないアドバイスのみだった。

　また、武器を持った女性に襲われた場合の対処方法がよく分かるニュースだったと、後日フウトが評価されていた。改めて、なぜ勇者であるフウトが呼ばれたのかよく理解できた時間であった。







　がんばったご褒ほう美びは、意外な形でやってきた。

「ほーい、おつかれさまー！」

　ゼルニア城を出てすぐの城門通り。主に城勤めの兵士や文官が仕事帰りに一いつ杯ぱいひっかけるのに最適な場所であり、客層が客層であるため治安も良い。たまに権力をチラつかせて店に迷めい惑わくをかける兵士がいるが、そういう輩やからはもっと強大な権力に叩たたき潰つぶされるのが通例なのだ。

　その城門通りにある、一いつ軒けんの酒場で打ち上げが行われた。

「かんぱーい！」

　日が落ち、夜が始まろうとする時刻。

　十を超こえるグラスやジョッキが打ち鳴らされ、楽しい宴えん会かいが始まった。

　広いテーブルを囲んでいるのは、全て女性。全員薄うす着ぎなため、袖そでから引き締まった筋肉が見え隠れしている。声も強くて大きく、周りの客がびっくりしていた。

　彼女たちはゼルニア王国八大騎士団のひとつ、アン・フラン騎士団。

　その全てが女性で構成されている、花形騎士団である。

「ささ、フウトくんもどうぞ！　お酒飲める？」

「あ、いいえ、お酒はやめときます」

　隣となりに座った女性に勧すすめられた酒をやんわりと断る。ゼルニア王国の法律的には飲んでも問題ない年ねん齢れいだが、酒が入ると剣けんが鈍にぶるので飲酒はできるだけ避さけている。

「じゃあご飯はどう？　ほらほら、食べなさい」

　と、今度は肉を皿に盛られた。ショートカットで筋肉もついた男まさりな騎士だが、笑うと八や重え歯ばが見える可愛かわいい女性だ。

「ほらアイリ、フウトくん困ってるじゃん」

「あー、ごめんアム。いつものノリで」

「ごめんねぇ、フウトくん」

　アムと呼ばれた反対側の騎士が笑いながら謝る。こちらは長い髪かみで化け粧しようもしっかりしている美しい騎士だ。他ほかの騎士も全員美しく、騎士団の中でもひときわ目立つ理由が分かる。

「いやーフウトくん、今日の放送楽しかったよ！　いつもフィオーレちゃんと漫まん才ざいしてるけど、相方替かわっても面おも白しろさは変わんないね！」

「別に漫才してたわけじゃないんですけど」

　アイリと呼ばれた騎士に笑われ、不ふ機き嫌げんそうに食事をするフウト。

「ほらもっと食べな！　そんなんじゃイケメンになれないよ！」

　アイリとアム、両側の騎士から山盛りの肉や野菜が皿に載のせられる。拒きよ否ひしようにも怒ど濤とうの勢いで料理を勧められるため、タイミングが掴つかめない。それでいて彼女たちはフウトに勧めた量より食べている。

　よく食べる騎士たちを見ていると、なんだかフィオーレを思い出す。

　彼女は今いま頃ごろ何をしているのだろうか。あのペシェとかいう記者と一緒に何か食べているのだろうか。

「食が進んでないなぁフウトくん。フィオーレちゃんの事考えてたの？　やっぱり付き合ってんの？」

「どっちも違います。あんな女、どこで何をしていようが関係ないです」

「ンフフフ、その割には仲がよさそうだけどなぁ」

　──どこがだ。

　すでに女性騎士たちは赤ら顔で、訳も分からず笑いながら大量の飯をかき込んでいる。しかし騎士の性さがなのか、下品さは感じられない。テーブルも汚よごさないし、食べ方も綺き麗れいだ。とても好感が持てる。

「ほらフウトくん、食べな食べな」

「あなた方、本当によく食べますね！」

　ゼルニア王国にフィオーレ以上の大食い女子がこんなにたくさんいるなんて思わなかった。食費だけで給料の大半が飛んでいるのではないか。

「大食いは初代団長アン・フランからの伝統なの。いっぱい食べなきゃ立派な身体からだ作れないし、騎士として戦えないからね！」

　大食い騎士が作った、大食い女子のみが集まる騎士団というわけか。

　ふと横を見ると、テーブルの端はしでアナスタシアがハンバーグを食べている。しかし他の女性騎士とは違い、ソースで前まえ掛かけが汚れまくっている。スキルの関係上、ナイフが使えないのでフォークのみで肉を切っているせいか。

　そんな彼女は、ずっと口の中をモゴモゴさせていた。何か歯に挟はさまったのか。

「あっ！　アナスタシア、それ食べ物じゃない！」

　気づいた騎士がアナスタシアの背中を叩くと、なんと口の中から木の小皿が出てきたではないか。

「……すみません。お肉だと思っていました」

「どんだけドジなの!?　ほら、ソースで口の周りも汚して。拭ふいたげるからこっち向きなさい」

　大勢の女性騎士に囲まれて、アナスタシアは申し訳なさそうな顔をしている。

　この中では一番年下だろうか。それで団長をやっているのだから、大変だろう。

「あの、アナスタシアなんですけど」

「ん？」

　さっきから肉を勧めるアムという女性騎士に、フウトは尋たずねた。

「本当に団長が務まってるんですか？」

「あははは、痛いところ突つくね」

　アムは笑いつつ、

「でもアナスタシアが団長だから、うちの騎士団が回ってるんだ。ドジなところも全部ひっくるめて、私たちのリーダーなんだ。あの子のフォローをするために、全員がまとまるんだよ」

「……なるほど」

　欠点すらも可愛いのか、この騎士団にとっては。

　まるで娘むすめや妹のように可愛がられているアナスタシア。団長としての資質は、もちろんドジな所だけではないが。

「しかしアナスタシアの剣は強いですね。僕も剣は学んできましたが、彼女ほど速い剣を見た事がない」

「……いえ、フウトさんもなかなかでした。太た刀ち筋すじが独特で素敵です」

　アナスタシアから褒ほめられてしまった。

「剣は、誰だれに教わったんだ？」

「騎士長からです。ゼルニア王国に伝わる騎士剣術です」

「基本の動作なのか──それにしては速すぎるな」

「基本だからこそ、最適化された動作で斬きれるのです。効率と美しさを兼かね備えたゼルニア騎士剣術は世界に誇ほこれる技術ですよ」

「そうだな。僕も負けていられない」

　勇者として、剣士として、アナスタシアとフウトは似ている部分が多い。

　だからこそ自分に足りないものが分かるし、超えたい壁かべが明確に見えてくる。

　アナスタシアの仕事に対する真しん摯しな姿勢も共感できる。

　あの真ま面じ目めさの半分でもフィオーレにあれば、と思う。

「はいはいはいはいフウトくん、ウチのアナスタシアにコナかけないでくれますかー」

「フィオーレちゃんがいるでしょ？　アナスタシアに手ぇ出したら許さないからね」

　途と端たんにアナスタシアの背後に立ちふさがる複数の女性騎き士したち。

「そんな事しませんってば！　僕はただ仕事仲間として──！」

　立ち上がろうとするが、周囲の視線を感じてやめた。からかい半分だが、本気でアナスタシアを想おもっている気持ちも感じられる。

「ま、フウトくんならまだマシだけどね」

　アナスタシアの背後に立っていた背の高い女性騎士が肩かたをすくめる。

「どういう事ですか？」

「最近さ、城の外でアナスタシアに近づくファンが多いんだよね。見かけたら声をかけるのは別にいいけど、住所聞き出そうとしたり、家までついてこようとしたりする男が本当に後を絶たないの」

　そういうファンは少なからず存在すると聞いた。

　ただフウトの周りでは悪質なファンはいなかった。町で会えば普ふ通つうに応おう援えんされるし、プレゼントも健全なものばかり。フィオーレは少し特とく殊しゆというか、勇者になる前から固定ファンがおり、鉄の掟おきてのようなものが存在するらしい。

　どちらも悪質なファンに困った事がないので、アン・フラン騎士団の悩なやみが新しん鮮せんだったのだ。

　さすがアナスタシアと言うべきか。勇者の経験が長ければ、こういう問題とも直面せざるを得ない。

「あ、でも雑誌記者には僕も辟へき易えきしてます」

「うーん、記者に関しては、ウチはあんまり困ってないなぁ。だって城の中は取材禁止だから、入って来られないし」

　つい先日城に入ろうとした記者がいたが、あれは特別なのだろう。

「騎士なんだから、逮たい捕ほはできないんですか？」

「それがねぇ、ファンが話しかけるだけじゃ罪にはならないからねー。暴力をふるったりすれば話は別だけど、夜中にアナスタシアにつきまとう奴やつとかを何の罪状で捕つかまえればいいのか、みんな悩んでるの」

「なるほど……」

　騎士だからこそ、無実の罪で人を裁けないのか。

　かたっぱしから捕まえていたら、今度は騎士団そのものの評判が悪くなる。これでは意味がない。

「ま、今日のところはフウトくんに任せた！」

　肩を叩たたかれ、一いつ瞬しゆん何の事か分からなかった。

「アナスタシアをしっかり家まで送ってやんな！　途と中ちゆう、そのつきまとい野や郎ろうが現れたら、今日のニュースみたいにビシッとやっちゃってよ！」

「あのニュースは僕がやられたんですが……」

　かといって、こんな話を聞かされてアナスタシアを見放すわけにもいかない。

　ファンと名乗りながら勇者に迷めい惑わくをかけている輩やからには腹が立つが、まずはアナスタシアが安全に帰宅する方が先だ。いつかつきまとい野郎がアナスタシアの目の前に現れた時、犯人の安否が心配なのだ。

「でも、分かりました。アナスタシアはきっちり送ってみせます！」

　どんと胸を叩いて宣言するフウト。

「これ以上安心できる人材はいないねー」

「いやいや、どうかなー。フウトくんだって男だよ」

「何もしませんよ！」

　笑っている女性騎士たちにフウトが反論すると、含ふくみ笑いが大だい爆ばく笑しように変わった。

「よし、じゃあフウトくんが手ェ出すか、誰か賭かける人！」

「いるわけないじゃん。賭けにならないよ」

「それもそっか！」

　大笑いする女性騎士たちの中で、ムスッとするフウト。彼女たちの笑いの中心で、アナスタシアだけが何も分かっていない表情で食後のデザートを食べていた。







　そして宴うたげも終わり、いざアナスタシアを送る段階になって。

「…………」

　城門通りを南へ抜ぬけて、住宅街へ通じる道を歩く。人通りの多い路地を曲がり、静かな道をふたりで歩くフウトとアナスタシア。

　家と家に挟まれた路地は、家屋から漏もれる灯あかりのみが頼たよりだ。これ以上遅おそい時間に帰宅すると、真まっ暗くら闇やみになる。犯罪者が出しゆつ没ぼつするのも理解できるというもの。

「送っていただかなくても平気だったんですが……すみません」

「君の強さは僕も知っているけど、騎士団のみんなの強い希望でね」

　暗い道を並んで歩きつつ、フウトは周囲を警けい戒かいする。普段なら何も思わず通り過ぎる道だが、いざ誰かを守るとなると細かい場所も気をつけなければならない。

「その、つきまとい野郎は今でも君を狙ねらっているのか？」

「はい。私は別に気にしていないのですが、騎士団のみなさんが心配するのです」

「みんなアナスタシアの事、可愛かわいがってたもんな」

「それ以上に、私はみなさんが好きなんです」

　俯うつむくアナスタシア。

　一丸となって彼女を世話しているアン・フラン騎士団に対し、誠実な彼女が何も感じていないはずがない。

　感謝や反省、それに言葉では言い表せないほどの気持ちがあるだろう。

　本当に仲のよい騎士団だ。きっと良いチームワークなのだろう。

「ですから騎士団の不安の種は取っておきたいです」

「けど、今は周りに誰もいないな」

　スキルを発動させなくても、悪意を持った人間が近くにいるかどうかは分かる。

　耳を澄すませてもネズミなどの小動物の足音くらいしか聞こえない。つきまとい野郎が息を殺して潜ひそんでいる気配もない。

「もしいるとしたら、気配や姿を消せる達人だな。ギョクレンみたいな」

「かなりの使い手ですか」

「そんな強い人間が、わざわざアナスタシアにつきまとうかなぁ……？」

　今日はフウトがいるから出没しないのだろうか。

　それならそれで防犯に役立ったと言える。

「ところでアナスタシアの家は？」

「ここです」

　ふたりの前にそびえ立つ二階建ての大きな建物。騎士団の寮りようだった。

「近いな！　店出てから三十分も経たってないじゃないか！」

「ちなみにアン・フラン騎士団のみなさんも住んでいます」

「僕まったく必要ないな！」

　ようやく騎士団のみんなに担かつがれたのだと気づく。

　が、不思議と怒おこる気にはなれなかった。アナスタシアたちが困っているのは事実だろうし、そういうファンがいる前提で道を歩いたのは初めてだったから。

「本当に、今日は何から何までご迷惑をおかけしました」
















　寮の前で一礼するアナスタシア。

「いや、勉強になったよ。今度また、剣けん術じゆつについて話そう。今度は僕が『伝説の勇者』直伝の剣を教えるよ」

「はい。楽しみにしています」

　頭を上げたアナスタシアは、ほんの少しだけ笑っていた。

　あまり見る事のできない彼女の笑え顔がおに、フウトの心臓が少しだけ跳はねる。

　やはり彼女は美しい。

　その美しさを独ひとり占じめしたいというファンの気持ちが、少しだけ分かった日だった。




　　　　＊




　それから二日後。

　ファティマ学園に登校したフウトを待っていたのは、友人の意味ありげな笑みだった。

「よぉフウト。お前なかなかやるなぁ」

「……？」

　正門から教室まで変な視線は感じていた。

　馬ば鹿かにするような、軽けい蔑べつするような、奇き妙みような視線だ。

　しかし堂々と声をかけてきたのはクラスメイトだけだった。

「いやー、朴ぼく念ねん仁じんだと思ってたけど、フウトがねぇ」

「ちょっと待て。何の話だ」

「何のって、お前、今学園中でもちきりだぞ？」

「だから何の話だよ！」

　いい加減怒いかりが沸わいてきたフウトがクラスメイトに詰つめ寄った時、

『生徒の呼び出しです！　フウト・ソーンくん！　今すぐ学園長室に来なさいっ！』

　幼い声の呼び出しがかかったので、急いで学園長室へ向かう。

　中に入ると、学園長が仁に王おう立ちしていた。

「あ、あの、学園長……？」

「どういう事ですかっ！」

　いきなりの罵ば声せい。

「どういう事か、こっちが訊ききたいですよ！　何があったんですか！　朝から僕は訳も分からず変な目で見られてるんです！」

「知らないとは言わせませんっ！」

　学園長の小さな手が、ソファにあった雑誌を持ち上げる。

　それは「週刊ゼルニア」の今週号。

　学園長がページをめくると、フウトの血の気が引いた。

　眼を凝こらさなくても分かる。見開いたページには、大きな写真が載のっていた。

　フウトとアナスタシアが夜道を並んで歩いている。

　大きな大きな見出しで「熱愛発覚!?　勇者フウトと勇者アナスタシアが深夜の密会！　お泊とまりデート!?」と書かれてあった。







　第二章　勇者の食べ歩き




「たのもぉーっ！」

　ゼルニア王国城下町西、職人通りに面した三階建ての建造物。民家ではない事は、入り口の広さと建物の大きさで分かる。二階の窓付近には「ピーパラッチ・タイムス社」と書かれた大きな看板があった。

　そのドアを大きな声と共に開いたのは、ファティマ学園の学園長。

　彼女の背後を歩くフウトは、その剣けん幕まくに少し驚おどろいていた。

「責任者を出してくださいっ！」

　受付前で大声をあげる幼女に、雑誌社の社員たちも息を飲む。

　が、腰こしに手をあてて口を尖とがらせている学園長は、誰だれがどう見ても可愛い女の子。あまり怖こわくない。むしろ怒っている姿が余計にキュートに見える。

「おやぁ？　こんな所に小さい女の子が」

　そこへ通りがかった編集者らしき男。大量の紙を手に階段を下りてきて、まず学園長を見てケラケラと笑った。

「お嬢じようちゃん、ここはオトナの仕事場だよ？　子供が来る場所じゃないよぉ？」

「私は大人です！　ファティマ学園を取り仕切っている者です！」

「あははははは！　冗じよう談だんがうまいねぇ！　そんなに言うんだったら証しよう拠こを──」

　編集者の声が途と中ちゆうで消えた。

　ついでに姿も消えた。

　学園長が編集者をひと睨にらみしただけで、彼の姿がカエルに変わってしまったのだ。

「ちょっ、学園長！」

「私は身分を明かしました。その上で無礼な真ま似ねをするのですから、無礼には無礼で返したまでです」

　まさか学園長がここまで怒るとは思っていなかった。

　フウトのスキャンダルが発覚して、一番怒ったのは彼女だ。このようなデマを雑誌に載せて人気を下げさせようとした雑誌社に本気で怒ってくれている。

　裏を返せば、それだけフウトの事を信しん頼らいしてくれているのだ。絶対にスキャンダルになるような女性関係はないと。

　そんな彼女の信頼に応こたえきれなかった迂う闊かつな自分を、今になって恥はじた。

「失礼しました、フロウレン様」

　また階段から誰かが下りてきた。今度は女性だ。四十代くらいだろうか、背が高くて姿勢が正しい、騎き士しのような佇たたずまいの彼女は、学園長の前で深々と一礼した。

「あら、編集長さん。お久しぶりです」

「その節は大変お世話になりました。部下の無礼をお許しください」

　顔を上げて微笑ほほえむ編集長。

「すぐに社長へお取り次ぎいたします。こちらへどうぞ」

　と、二階へ上がっていく。

　編集長と呼んでいたが、彼女が最高責任者ではないのか。

「あの方が作っている雑誌の取材を受けた事があるんですよ」

　その後を追いつつ、学園長が簡単に説明してくれた。

「何の雑誌ですか？」

「美容雑誌です」

　つい内容を想像してしまった。学園長の身体からだは確かに世の女性がうらやむほど健康的だが、だからといって魔ま法ほうで若返る美容法は万人にお勧すすめできるものではない。

　そしてこのピーパラッチ・タイムス社、二階と三階が編集部らしい。だから一階にはほとんど人がいなかったのだ。

　珍めずらしい会社だと思ったが、そもそもゼルニア王国で認められている会社自体が少ないので、たとえば会社が多い商業国家などでは普ふ通つうなのかもしれない。

「さ、こちらです」

　そして二階に上がると、数多くの机が並んでいた。そこで多くの編集者が執しつ筆ぴつ作業をしている。直接ペンで紙に書く者もいれば、撮さつ影えいしてきた写真機の画像を紙に投とう影えいする光が見えたり、書いた文字を印刷用のフォントに直す魔ま導どう士しが呪じゆ文もんを唱えていたり。

　雑誌に限らず、本に関かかわる仕事をフウトは初めて見た。勇者でなければ来なかったであろう場所だ。

　魔法による活版印刷の技術も、二十五年前の魔王事件で生み出されたものだ。テレビほどの情報量はないが、命令伝達などで大いに役立ったという。

　それを利用して生み出されたものが、ゴシップ雑誌とは。

　軽い失望感を覚えつつ学園長についていくと、見覚えのある顔と出くわした。

「あれっ、フウト」

　編集部のソファに座っているのは、フィオーレだった。

　優ゆう雅がにお茶菓が子しを食べているその姿は、乱雑な編集部とよくマッチしている。

「なんで君がこんな所にいるんだ？」

「私は取材だってば」

「はいっ！　フィオーレさんのインタビューの続きですっ！」

　ソファの陰かげからひょっこり出てきたペシェ。彼女たちはいつの間にこんなに仲良くなったのだろうか。

「むしろフウトこそ、どうしてここにいるの？　雑誌嫌ぎらいなんでしょ？　それに、おばーちゃんも？」

　その様子から察するに、今週号の話を知らないようだ。

「これですっ」

　フウトに代わって学園長が見せてくれた「週刊ゼルニア」の記事。フウトがアナスタシアと仲良く歩いている姿がありありと写し出されている。何もやましい事はしていないのに、こうして暴あばかれると存在しないはずの罪悪感がわいてくる。

「ふーん。アナスタシアと歩いてるだけで事件になるんだ」

「そうだよ、だから困ってるんだ」

「……私と一いつ緒しよに歩いても誰も何も思わないのに、なんかずるい」

　少しつまらなそうにぼやくフィオーレ。彼女が何が不満なのか、フウトには分からなかった。

「ちょ、ちょっと見せてください」

　逆に意外な反応のペシェ。

　学園長が雑誌を渡わたすと、食い入るように眺ながめている。

「君のとこの雑誌だろうに」

「すみません、忙いそがしくて他ほかの人の記事までチェックしてなかったんです」

　雑誌から顔を上げずに答えるペシェ。

「てことは、この記事は君が書いたんじゃないのか」

「当然ですっ！」

　逆にペシェに怒おこられてしまった。

「フウトさんはともかく、アナスタシアさんまで撮影してるなんて──」

「アナスタシア？」

「騎士団の撮影は厳禁なんです！　私だって捕つかまったじゃないですか！」

　それはフウトも知っている。城内での一いつ切さいの取材は禁止だと。

「それは城の外でもダメなのか？」

「はい。暗あん黙もくの了りよう解かいがありまして、騎士団関係のネタは基本的に扱あつかえないんです。こっちも城下町に本部を構えてやってますからね。お上には逆らえないですよ」

　言われてみればアナスタシアの記事は読んだ事がない。前に会議室で不満をぶちまけた時、他の勇者は雑誌に書かれた経験を話していたが、彼女だけは何も言わなかった。

「てことは、それを記事にしたらヤバい事になっちゃうねー」

　他ひ人と事ごとのように呟つぶやくフィオーレだが、実際その通りなのだろう。

　国家権力に挑ちよう戦せんするような記事がどのような結末を招くか、フウトだって分かる。

「ちょっとこの記事書いた人に訊きいてみましょう」

　雑誌を持ったまま編集部を歩くペシェ。有う無むを言わさぬ雰ふん囲い気きの中、フウトは彼女の後をついていく。学園長やフィオーレもついてきた。

「先せん輩ぱい！　この記事、どういう事なんですか!?」

　隅すみっこの机に座ってパンを食べていた編集者に、ペシェが雑誌を見せた。無精ひげともみあげが繋つながっているが、頭頂はハゲているおじさん編集者だ。

「あー、この記事か。訊かれると思ったよ。ペシェはこないだ城で捕まったもんな」

「そうですっ！　私はダメだったのに、なんで先輩が!?」

「いやー、それが俺もビックリだよ」

　先輩も軽く驚いた表情。

「昨日の朝に届いたネタでさ。騎士団のスキャンダルなんて滅めつ多たにないから、こりゃラッキーと思ってさ」

「届いた？　どういう事です？」

　ペシェを押しのけて先輩の前に出るフウト。

「え……勇者フウト？」

　その顔を見て、先輩の顔が青ざめる。

「あ、あの、その、この記事は、ええと」

「その件については後でたっぷり訊かせてもらいますが、今は僕の質問に答えてください。届いた、ってどういう事ですか？」

「そ、そのまんまですよ。撮影した写真機が届いたんです。よくあるんですよ、情報屋が金欲ほしさに」

「これはどの情報屋が？」

「それが……匿とく名めいなんです」

「匿名？」

　情報屋とやらが名前を隠かくすメリットはない。

　だとしたら、誰がなんのために？

「いやね、さすがにヤバいネタなんで、ちゃんと上の人間が騎士団にお伺うかがいをたてたんですよ？　騎士団関係のネタは、それが良い印象の記事でもちゃんと事前に確かく認にんをとるようにしてるんです」

　そのへんは徹てつ底ていしているようだ。他国に情報が漏もれないように、騎士団報道部はがんばっているのだから。

「だけど騎士団にも無視されたんですよ。変でしょ？」

　そこまで重なると、この編集者だけが悪いとは言えなくなる。

「ま、スルーされたとあっちゃ、記事にしていいネタなんだと思いましてね。勇者アナスタシアのネタってのも珍しいから、つい書いちゃいました。ご迷めい惑わくをおかけしました」

　奇き妙みようだと言われたアナスタシア関連の事情は分かった。

　だからといってフウトや学園長の怒いかりが解けるわけではないのだが、ペシェの疑問は解消されたようだ。

　と、フウトは思っていたのだが、

「なんて事してくれたんですかぁっ！」

　以前に増して激げき怒どするペシェ。

「え？　え？」

　先輩も、フウトたちも目を丸くしている。

「今回の件で、絶対に騎士団怒ってますよ！　アナスタシアのスキャンダルなんて書いたら確実に文句言われます！」

「まぁ……そうかもなぁ。その時はスルーしても、後から文句のひとつも出てくるかもしれないなぁ」

　あまり大事だと思っていない先輩。どうやらこういうクレームは慣れっこらしく、動じていないようだ。

「それじゃ困るんですっ！」

　先輩に詰つめ寄るペシェ。今にも殴なぐろうとしている勢いだ。

「落ち着くんだペシェ」

「そうですよ」

　フウトが肩かたを押さえると、入れ替かわりに学園長が出てきた。

「みなさんはあちらで休んでいてください。私はこの編集者さんとお話がありますので」

　にっこりと笑う学園長。

　何をするのか訊かなくても分かる。

「その、学園長──」

「心配いりませんよ。明日あしたになれば元通りになりますから」

　やはり予想は的中したようだ。







　遠くの方でカエルの鳴き声を聞きながら、フウトたちは先ほどフィオーレが休んでいたソファまで戻もどってきた。まずお茶菓子を手にしてから座るフィオーレを尻しり目めに、ペシェを座らせて落ち着かせる。

「すみません、フウトさん」

「いや。こっちの用事はだいたい済んだからいいんだ」

「ええと、はい、私も気をつけます……！」

　社長を含ふくむ雑誌社の重役が学園長に頭を下げているのを見て、フウトもこれからの振ふる舞まいに気をつけようと固く誓ちかった。見た目は幼女でも、学園を経営するほどの大魔導士だという事をついつい忘れてしまう。

「けど、私が恐おそれてるのは、学園長さんより騎き士し団ですっ」

「そうだ。なんで君はそんなに怒ったんだ？」

「騎士団に警けい戒かいされると、取材ができないんです！」

　自前のメモ帳を取り出し、堂々と宣言するペシェ。

「ズバリ、フウトさんには教えます。でないと話が進みませんから。あ、でも他言無用にお願いしますね」

　そう言われて、まずフウトは近くにいるフィオーレを見る。いやいくらグータラでも軽口ではなかったはずだ。やる気がないだけで、性しよう根ねは良いのだ。

「こないだ『週刊ゼルニア』にも少し書いたんですけど、最近城下町で爆ばく発はつ事件や謎なぞの生物などの事件がちょくちょく起きてるんです」

「ああ、その記事なら僕も読んだ」

　結局、騎士団からの発表は何もなかったわけだが。

「デマじゃないのか？」

「デマじゃありません！　私が自分で現場を調べたんです！」

　そう言われると信じざるを得ない。デマばかりの「週刊ゼルニア」で読んだだけでは分からないが、こうして記者から直接聞けばまだ信しん憑ぴよう性せいがある。

「倉庫を壊こわされた人もいれば、家か畜ちくを殺された人もいるんです。なのに犯人も捕まらないで──まぁ、証しよう拠こが何もないのも理由に入りますけど」

「で、それと騎士団とどういう関係があるんだ？」

「私は騎士団が事件に関係しているか、もしくは犯人が騎士である可能性が高いと思っています」

「そんな馬ば鹿かな！」

　ありえない。ゼルニア騎士団は国民の平和を守る団体だ。

「騎士団がそんな事するわけないだろ！」

「んー、でも、そうかも」

　ソファでくつろいでいたフィオーレが頷うなずいている。

「ニュースとか新聞でも伝えられないのって、騎士団が隠してるって考えれば納なつ得とくできるなー。騎士団のお偉えらいさんの犯行じゃないの？」

「適当な事言うなよフィオーレ。騎士団だぞ？　騎士道精神に満ちた人たちが、そんな事をして何になる？」

「毎度の事だけど、フウトは頭が固いねぇ」

　フィオーレだけでなく、ペシェにまでため息をつかれてしまった。

「あのねフウト。騎士道精神ってのは、騎士の決まりみたいなもんでしょ？　それがなかったら暴れ出すから、精神論で縛しばり付けてるの。そーゆーのがなかったら、中身は私たちと同じだよ」

「……それは、そうかもしれない」

　珍めずらしくフィオーレが良い事を言った。

　犯罪者を取り締しまる側の人間だって、同じ人間。悪さに手を染めたり、それを隠いん蔽ぺいしようとしても不思議ではなかった。

「で、その騎士団だけど」

「はい……少なくとも騎士団報道部に働きかけてニュースをもみ消す事ができる人が関かかわってると思うんです。それが誰だれなのか知りたかったんですけど、今度の件で余計にガードが堅かたくなっちゃって」

「なるほど」

　事件を追う雑誌記者としては、かなり動きが制限されてしまうだろう。下手に動けばペシェのみならず、このピーパラッチ・タイムス社自体が危ない。

「うーん」

　ソファの上で唸うなるフィオーレ。

「なんだ君はさっきから」

「いや、ずっと考えてたんだけどさぁ」

　お茶菓が子しをもうひとつ頬ほお張ばりながら、フィオーレはこう尋たずねた。

「もしも騎士団に犯人がいたとしてさ？　なんで爆発なんてさせたの？　どうやって爆発させたの？」

「……言われてみれば、そうだな」

　爆発なんて、よほどの事がない限り起きない。

　騎士団内で危険物を取り扱あつかう事もあるだろうが、爆発といえば魔ま法ほうやモンスターの類たぐいが関わるものだ。

　それに黒い謎の生物とやら。

　普ふ通つうに考えればモンスターだと思うのだが、モンスターが現れたら大問題だし、そもそもモンスターをわざわざ「謎の黒い生物」とは言わない。

「なんだか、僕も気になってきた」

「でしょ!?」

　身を乗り出してフウトに顔を近づけるペシェ。

「そういう人に真実を伝えるために、『週刊ゼルニア』があるんですっ！」

「いきなり胡う散さん臭くさくなったな！　真実とかけ離はなれた記事ばかりのくせに！」

「たまには真実もあるんですっ！　今回もそうです！」

　騎士団が清せい濁だく併あわせ持つように、雑誌もそうだと言いたいわけか。だがフウトが実際に迷惑を被こうむったのは雑誌の方であり、いくら否定されてもその事実は消えない。

　とはいえ──

　犯人探しに付き合う気はないが、国民が被ひ害がいに遭あっている事件があるなら、勇者として何とかしたいと思うのは当然の気持ちだ。

　ただ、騎士団と聞くと、どうしてもアナスタシアの顔を思い出してしまう。

　彼女やアン・フラン騎士団の事を思うと、やはり騎士団に悪い人間などいないのではないか、と考えてしまう単純なフウトだった。
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　ピーパラッチ・タイムス社では学園長がひたすら社長に頭を下げさせて終わったが、今度はフウトが頭を下げる番だった。

「申し訳ない！」

　ゼルニア城の廊ろう下かで、フウトはほぼ直角になろうかという勢いで謝罪した。大理石の床ゆかに声が反はん響きようして、遠くから戻ってくる。

「あの、フウトさん。いきなりどうしたんですか？」

　謝られたアナスタシアは戸と惑まどいつつ、フウトの肩に触ふれる。

「なんかさぁ、今回の件で迷惑かけたから謝りたいんだってさ」

　もう片方の肩にフィオーレが触れた。

　頭を下げているフウトには見えないが、フィオーレがどんな顔をしているのかだいたい想像がつく。

「当然だ。僕が家まで送らなければ、アナスタシアが写真機に撮さつ影えいされる事もなかったし、雑誌に出回る事もなかった。僕の失態だ」

　人気商売において、それがどれほどの痛手になるか良く分かっている。なにしろフウトはそれが肉体的にも感じられるのだから。

「い、いえ、とんでもないです。本当に頭を上げてください」

　さらに戸惑うアナスタシアに、ようやくフウトが頭を上げた。本当に困った表情のアナスタシアを見て、少し後こう悔かいする。

「私は気にしていませんし、フウトさんが悪いわけではありません」

「だってさ。よかったねフウト」

　なぜか上から目線のフィオーレに慰なぐさめられてしまった。

　フウトの心からの謝罪が伝わったのなら良いが、女性に迷めい惑わくをかけるというのは予想以上に嫌いやなものだ。

　などと考えていると、

「いいや、それでは困るな」

　床を叩たたく足音に振り向く。

　城内用の礼服を着て帯たい剣けんしている初老の男性がいた。

「あ……失礼しました。お久しぶりです」

　フウトは彼にも頭を下げた。

「誰？」

　そんなフウトの耳元で囁ささやくフィオーレ。

「君はあの人を知らないのか？　騎士長のオーガストさんだぞ？」

「騎士長……って、騎士の中で一番偉い人？」

「そうだよ、ゼルニア王国の中でも五本の指に入るくらい偉い人だよ！」

　顔を近づけて小声で話していると、

「うおっほん」

　大きな咳せき払ばらいに、フウトは居住まいを正す。すでにアナスタシアは廊下の脇わきに直立不動で立っていた。騎士の儀ぎ礼れいなのだろう。

「フウトくん。今回の件は騎士団としても見過ごせないな」

「……はい」

「勇者は国民の理解を得るために働くのが仕事だ。その事実を低てい俗ぞくな雑誌の餌え食じきにしてもらっては困るのだよ」

　低い声で𠮟しかられるフウト。彼の言っている事はフウトも同意できる。

「ニュースの打ち上げは構わぬが、ハメを外しすぎてはいかん。騎士たるもの、酒しゆ宴えんの席でも礼節を保つのが慣ならわしだ。君も父上から騎士道については聞いているだろう」

　別にフウトの父は騎士でもなんでもないのだが、騎士道については聞かされた。「伝説の勇者」は様々な業種の人間と付き合いがあるのだ。

「お前もだ、アナスタシア」

　騎士長オーガストの矛ほこ先さきはアナスタシアにも向かう。

「騎士でありながらゴシップのネタになるとは、恥はずかしいとは思わないのか」

「……申し訳ありません」

「勇者である以前に、アン・フラン騎士団の団長という自覚が足りぬのではないか？　いかなる場合でも敵がつけいる隙すきを作ってはならぬと教えたはずだ。そんな体ていたらくでは、騎士でいる資格などないぞ！」

「騎士長、私は──」

「ちょっと待ってよおじさん！」

　アナスタシアとオーガストの間に滑すべり込むようにして入ってきたフィオーレ。

「おじ……！」

「さっきから黙だまって聞いてりゃ、まるでフウトとアナスタシアだけが悪いみたいに言ってさぁ！　そうじゃないじゃん」

「な、なんだ君は!?」

「私は勇者！　そんでもってフウトとアナスタシアの友達！」

　堂々と騎士長の前に立ちはだかるフィオーレに、さすがのオーガストもたじろいでいる。自分にこういう態度をとる若者が珍しいのだろう。

「悪いのは撮とっちゃいけない写真を撮って、勝手に雑誌社に送った人でしょ。フウトはただアナスタシアを家まで送っただけだよ。夜道で女性を送らないのが騎士道なの？」

「私はそのような事を言っているのではない！　雑誌社に写真を撮られるような失態を咎とがめているのだ！」

「だったら咎めるべきは雑誌社でしょ。撮っちゃいけない騎士団の写真を撮った人を探して、ソイツを𠮟るのが先決じゃないの？」

「おいフィオーレ！」

　思わずフィオーレの肩かたを掴つかむフウト。

「何、フウト？」

「いや……その」

　止めるべきだと思ったが、止める理由がなかった。

　彼女の言葉は正論だし、むしろ助けてもらって礼を言うべきなのだ。

「いいから黙っていろ、商人の娘むすめが騎士の行動に口を挟はさむんじゃない！」

「むっ……！」

　オーガストに怒ど鳴なられて、顔をしかめるフィオーレ。なんだ君はと言っておきながら、フィオーレの素す性じようも知っているのか。

「商人の娘だろうが、そんなの関係ないでしょ！　騎士だったら騎士の言う事しかきいちゃいけないわけ!?」

「黙れ！　私はそのような事を言っているのではない！」

　普段やる気のないフィオーレが、親の話を出された途と端たんに熱くなるとは。

　そういえば、フウトはまだフィオーレの事を良く知らない。あまり調べようとも思わなかったし、訊きく機会もなかった。本人もあまり話さないのだ。

「フィオーレ」

　とりあえず、フウトは彼女の肩に手を置いて前に出た。

「オーガスト騎士長。フィオーレの無礼は僕が代わりに謝ります」

「なんだと、君は──」

「ただし」

　鋭するどい目で、フウトはオーガストを見上げた。

「年とし端はもいかない女の子に、職業の貴き賤せんを持ちだしてまで恫どう喝かつするのが騎士として、騎士の上に立つ者としてあるべき姿なのか、もう一度お考えいただきたい」

「……っ！」

　性格だから、仕方ない。

　曲がった事は、たとえ誰だれであろうと許さない。だから勇者になったのだ。

「フウト……」

　背中に感じるフィオーレの視線より、今は騎士長の射殺すような視線をどうにかしなければならなかった。

　が、彼はフウトの背後に視線を移した。後ろから複数の足音が近づいてくるのだ。

「待ってください騎士長！」

　走ってきたのは、アン・フラン騎士団の女性騎士たちだった。具足の音を響ひびかせて、オーガストに詰つめ寄る。

　先頭に立っているのは、昨日フウトの隣となりにいたアムという騎士だ。

「副団長か。何をしに来た？」

「アナスタシアとフウトくんを責めないでください！　今回の件は私たちに責任があります！　私たちもアナスタシアを送れば良かったんです！」

「すみませんでした！」

　アムの号令で、一いつ斉せいに頭を下げる女性騎士たち。さすがは統制のとれた騎士、謝罪まで一糸乱れぬタイミングである。

「みんな──」

　戸惑うアナスタシア。

　が、より動どう揺ようしているのはオーガストだ。複数の騎士や勇者に責め立てられ、いつものペースでいられないようだ。

　騎士長オーガストは呼吸を整えるために大きく息を吸い、そして吐はく。

「ええい、お前たち！　少し静かにしなさい！　ここをどこだと思っとる！」

　学校の先生のような怒鳴り方に、一同は一いつ瞬しゆんで黙り込む。アン・フラン騎士団もつい頭を上げてしまった。

「……うむ、確かに責任の所在については置いておいた方が良さそうだ」

　渋しぶい顔でフィオーレの意見を認めるオーガスト。

「それから、フィオーレといったな。先ほどの失言は謝罪する」

「……ふん」

　鼻を鳴らしてオーガストから目をそらすフィオーレ。

「だが問題はこれからだぞ、アナスタシア」

「はい、分かっています」

「問題ですか？」

　フウトが尋たずねると、

「そうだ。今回の雑誌の記事のせいか、またアナスタシアに悪い虫がとりついたようなのだ。それをどうにかせねば」

「悪い虫……つきまとい犯、ですか？」

　フウトの問いに、騎士たち全員が頷うなずく。

「アナスタシアのファンなのか知らないけど、最近またアナスタシアに嫌がらせをする人が出てきたの。今日なんか城に入られたみたいで」

「城に!?」

　女性騎士の発言に驚おどろくフウト。

「雑誌記者は門番さんが止めてくれるからいいけど、行政窓口に用がある人や業者なんかは止めようがないからねぇ。その中にアナスタシアの私物を盗ぬすんだ人がいるのかも」

「私物を盗んだ!?　そんな事まで……！」

　どうやら雑誌の影えい響きようは予想していたよりも大きいようだ。

「はい……最近、常に誰かが見ているような気がします……殺気のような恐おそろしい気も感じますし、でも、それとは違ちがうような感じも……」

　普段は気き丈じようなアナスタシアも、困こん惑わくの表情を隠かくせない。

　モンスターとは違い、相手は人間だ。単純に斬きれば終わるわけではない。

　あの記事を見て、アナスタシアがフウトと付き合っていると勘かん違ちがいした読者もいるだろう。その怒いかりが暴走して、アナスタシアの私物を盗もうと考えさせたのか。

「だとしたら、フウトも危ないかもね」

　気楽に言うフィオーレだが、アナスタシアのつきまとい犯が怒りをフウトに向けても不思議ではない。そうなったらフィオーレだけは巻き込まないようにしないと。

　さらにペシェに頼たのまれた爆ばく発はつ事件と謎なぞの生物の件もある。

　それらが全すべて城内関係者、あるいは騎士団に関かかわりがあるとしたら。

「どうやら、ゼルニア城は予想以上に危険な場所なのかもしれないな──」

　誰にも聞こえないように、フウトは呟つぶやく。

　世の中、モンスター以外にも驚きよう異いは山ほどあるものだ。







「なるほど、爆発事件……」

　場所を変え、ゼルニア城のテラスでアナスタシアと話す事にした。騎士長オーガストは言いたい事を言って去ってしまったので、雑誌社の話もできる。

　あり得ないとは思うが、オーガストが爆発事件などと関わりがあるかもしれないからだ。

「そのペシェという記者の話が本当だとしたら、騎士団が何らかの不正を行っているというのですか？」

「分からない。逆に騎士団に対して不正をはたらこうとしている人間の仕し業わざかもしれない。ただ城内に何らかのヒントがあると踏ふんでいるようだ」

「ふむ……」

　小さなイスに座っているアナスタシアは、視線をそらして考える。

　フウトもテラスから外を見た。堀ほりに囲まれたゼルニア城からは城下町が一望できる。この町をはじめとするゼルニア王国を守るために、この城があるのだ。なのに今、爆発事件の犯人はここにいるかもしれない。

　雑誌によってフウトの人気は脅おびやかされているが、もしもペシェの言葉が本当なら城の威い信しんが脅かされようとしているのだ。

「……すみません、心当たりがありません」

　座ったまま深々と頭を下げるアナスタシア。

「私は毎日ここで働いていますが、不ふ審しん者や怪あやしいものを見かけた事はありません」

「そっか」

　彼女がそう言うなら間違いないだろう。そこまで付き合いは長くないが、彼女が嘘うそを言うとは考えにくい。

「それに……今は自分の事で手て一いつ杯ぱいでして」

「ああ、そうだった」

　アナスタシアはつきまとい犯──いや、今はもう窃せつ盗とう犯──に悩なやまされている。

　さすがに爆発事件と同一犯ではないだろう。町中で爆発させるような犯罪者がコソ泥どろのような真ま似ねをするとは考えにくい。

「お役に立てなくて申し訳ありません」

「いや、こっちの都合だ。こちらこそすまない」

　フウトも頭を下げる。

「できれば君につきまとっている窃盗犯も捕つかまえてやりたいが──」

「あ、もうこんな時間」

　テラスから見える時計塔とうを見て、フィオーレが呟く。

「私、行かなきゃ」

「行くって、どこに？」

「さっきの雑誌社。ペシェとの打ち合わせが終わってないんだよ」

「雑誌社……？」

　フィオーレは席を立って、大きく伸のびをしている。

「ちょっと待てフィオーレ。アナスタシアの件はどうするんだ？」

「だって、今私たちにできる事なんてないでしょ？」

「それはそうかもしれないけど、薄はく情じようだろう！」

「薄情って何よ」

　フィオーレも少しカチンときたのか、フウトに向き直る。

「アナスタシアは心配だけど、それとこれとは別でしょ？　何でも首突つっ込めばいいってものじゃないんだよ？」

「だけど同どう僚りようが困っているなら、助けてあげたいだろ！」

「助けられるんだったら助けてるよ！」

　フィオーレも声が荒あらくなる。

「だけど人の心配ばっかしてる場合じゃないじゃん！　自分の事も考えなよ！」

「自分の事……？」

　言わんとしている事が分からないフウト。

　フィオーレは小さくため息をつき、こう尋ねた。

「フウトはさ、目の前に困っている人がいたらその場で全員助けちゃうつもり？」

「それのどこが悪いんだよ」

「自分の手に余るくらいたくさん人がいても、全部助けるつもりなんでしょ？」

「だから、それの何がいけないんだ！」

　勇者なんだから、当然ではないか。

　今だってアナスタシアは困っているし、他ほかにも色々な問題で困っている人がいる。

　助けたいと思う事の、何がいけないのか。

「……もういいよ。フウトはそうやって『イイ人』やってればいいんだよ」

　そう言い残して、フィオーレは去ってしまう。

「おいフィオーレ！　待てよ！」

　フウトの制止も聞かず、フィオーレはそのままテラスから出ていってしまう。

　かと思いきや、

「ば─────かっ！」

　そう叫さけんで走っていった。

「なんだよ、アイツ……」

　頭を掻かいて、今のフィオーレの言葉を思い出す。

　困っている人を助けて何がいけないのだ。

「フィオーレさんの言葉、なんとなく分かります」

　アナスタシアが、ぽつりとそう言った。

「え？」

「自分の心配もするべきです。行きすぎたファンであれば、私だけでなく全ての勇者にいる可能性はあります。フウトさんやフィオーレさんも例外ではありません」

　言われて、少し納なつ得とくした。

　露ろ見けんしていないだけで、過激なファンは自分たちにもいるかもしれない。

　もしかして、フィオーレにも──？

「フウトさんも、少しはご自分を大切にしてください」

「……はい」

　フィオーレの真意は分からないが、無視するわけにもいかない。

「そして、こんな事を言った後で、非常に恐きよう縮しゆくなのですが……」

「うん？」

「その、フウトさんを勇者と見込んでお願いがあるのです」

「……？」




　　　　＊




　アナスタシアと別れた後、フウトがまず最初にやった事は、勇者課への全力ダッシュだった。

　勇者課で働く魔ま導どう士しへの挨あい拶さつもそこそこに、どこかに勇者がいないか探すと、幸いな事に廊ろう下かのベンチで二人ほど談だん笑しようしていた。

「だから四百万ガッツ以下はありえないって！　それ以下で済ませるなら、他の安い鍛か冶じ屋やに任せた方がいいよ！」

「ううん、しかしだな、こんな膝ひざ当あて程度にそんな大金をかけるというのは」

「バカだなぁ！　膝が一番大事なんだよ！　走れなくなったら勇者の仕事できないだろ！」

「そういうものか……よし、分かった、金は近日中に払はらおう」

　勇者の中でもっとも年長であり巨きよ漢かんであるダイナミック・スーパー・ディンゴと、もっとも年少で小こ柄がらなセシルの組み合わせだった。

　フウトもこの二人がどんな話をするのか気になったが、会話の断だん片ぺんから察するに商売の話に違いない。なるほど、こういう共通点があるのかと納得してしまった。

　が、今のフウトにそんな事は関係ない。

「二人とも！　ちょっといいか！」

　ベンチに駆かけ寄ると、フウトは有う無むを言わさず会話に潜もぐり込む。

「おう、どうした少年。なにやら焦あせっているようだが」

「ああ、焦ってるんだ。こんなにどうしていいか分からないのは初めてで」

「落ち着きなよフウト。どうしたのさ」

　セシルに諭さとされ、フウトは大きく深呼吸をする。

「じ、実は……」

　黙だまって話を聞いてくれる優やさしい二人に感謝しつつ、フウトは事情を説明した。




「今度の休日、アナスタシアにデートに誘さそわれた」




　沈ちん黙もくが廊下に訪おとずれた。

　ディンゴとセシルは発言の意味を考え、そして首をかしげる。おそらく二度考えているのだろう。

「あー、すまん少年」

　ディンゴが手を挙げる。

「ゼルニア共通語で話してくれないだろうか」

「最初から話してるよ！　アナスタシアにデートに誘われたんだよ！」

「うーむ、それが本当なら由々しき事態だ」

　真しん剣けんな顔で考え込むディンゴ。

「鉄の女と呼ばれるアナスタシアが男とデートだと？　それは私が魅み力りよく的な女性を見てもスルーするようなものだぞ」

「すっごくわかりやすい例えだね」

　セシルが深く頷うなずく。

「アナスタシアがデート……そんなにフウトの事、好きそうなそぶり見せなかったよね」

　さすがはセシル、冷静な分ぶん析せきだ。フウトもそう思う。

「異性に興味がないというか、剣の修しゆ業ぎよう以外に興味がない娘むすめだとは思っていたが」

「それが、なんでフウトに？」

「……だよなぁ」

　二人に言われて、フウトも落ち着いて考えられる。やっぱりおかしな話だ。

　あのアナスタシアが、なぜフウトを誘ったのか。

「まぁ、人は見かけによらないからな。ああ見えて実は少年にデレデレだったという事もあり得るさ」

「そうなの？」

「女性の心はモンスターよりも謎なぞが多い。そう思うだろセシル！」

「あー……う、うん」

　目をそらして答えるセシル。

　セシルが実は女だという事をディンゴは知っているのだろうか。脳天気な彼の事だから、どちらでも構わないような気がする。

「ところで少年、それを我々に話してどうするつもりだったんだ？」

「ああ、それなんだが」
















　ようやく本題に入る事ができる。フウトは咳せき払ばらいをして二人に質問した。

「実は僕もデートをした事がないんだが、デートってどうやってするものなんだ？」

「なんだ、そんな事か！」

　ディンゴは簡単そうに笑ってみせた。

「たいした事はない！　豪ごう華かな服を着て、豪華な食事、そして豪華なデートスポットに豪華な宿を取り、豪華な一夜を過ごせばいい！　普ふ通つうのデートだ！」

「全然普通じゃないし、もっと具体的に話してくれよ！」

「そうは言うがなぁ、私は少年少女のデートには疎うとくてな。勇者なんだから金はあるのだろう？　金にものを言わせれば、若い女はイチコロなんだが」

「相手も勇者で金持ちだろ！」

　役に立ちそうで役に立たないアドバイスばかりだ。

「ならば若い者同士、セシルの意見聞いてはどうかね」

「えっ、ボク!?」

　急に話を振ふられて動どう揺ようするセシル。

「え、えっと、ボク、別にそんな、デートとか良く分からないし……ホント」

「なんだ。別に体験談でなくても、どこに行きたいとか、何をしたいかとかあるだろう」

「ええっ、そんな、ボ、ボク……わかんないよ」

　俯うつむいて顔を赤らめるセシル。

　膝のあたりで手をもじもじさせて、声がどんどん小さくなっていく。

「なんでそんなに照れるんだ？　デートするのはセシルではなく少年なんだぞ？」

「あ、う、うん、そうだよね！　アハハ」

　真っ赤な顔でぎこちない笑え顔がおになるセシル。こういう時、ディンゴの指し摘てきは的確だ。本当は分かってて、わざとやっているのではないか。

「で、でも、こういう時は、普通はおしゃれな服屋とか、おいしい食事とかが定番じゃないかな？　あとは……そうだね、公園で散歩とか」

「ほう！　なかなか的確だな！　女の子の気持ちになって考えられるとは、セシルもやるじゃないか！　まるで本物の女の子のようだ！」

「え、うん、も、もちろんだよ！　あ、あは、あははははは……」

　どんどん汗あせが流れているセシル。そろそろ止めた方がいいだろうか。

　とはいえ、二人から有益な情報は得られそうにない。

「うーん、困ったな」

「困りましたね」

　腕うでを組むフウトと、その隣となりであごに手を触ふれて考えこむアナスタシア。

「って、なんで君がここにいるんだよ！」

「はぁ、私もデートというのをした事がないので、参考になればと」

「相手の僕が目の前にいるのにか……」

　やはり不思議な勇者である。ディンゴやセシルも分かりにくい部分はあるが、アナスタシアほどではない。

「アナスタシアは別にいいじゃん。アン・フラン騎き士し団のみんなに相談すれば」

「ああ、なるほど」

　セシルの助言に手を叩たたくアナスタシア。フウト以外の相談なら正しく答えられるのか。

「ていうか、フウトもそうだよ。相方がいるんだからさぁ」

「フィオーレか……」

　セシルの言う通り、彼女なら遊ぶ場所をたくさん知っている。こと遊びにかけては彼女の右に出る者はゼルニア王国でも少ないのではないか。

「彼女は……ダメだ」

　目の前で困っている仲間より、雑誌の取材を取る女だ。

　真実を追う事より、嘘うそで人を楽しませる事が好きな奴やつに、今はどうしても頼たよる気になれないのだ。

「仕方ない、自分で調べよう……」

　そうは言うものの、勇者がデートコースを調べるために本屋に行くわけにもいかず、結局悶もん々もんとしたまま帰宅し、妹と義あ姉ねに泣きついたのだった。
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　そしてやってきた、次の休日。

　白いワンピースに同色の帽ぼう子しでキメているフィオーレは、せっかくのおしゃれも台無しになるほどのふくれっ面つらをしていた。

　城下町でもっとも広い市場通りのど真ん中で、フィオーレはペシェと一いつ緒しよに朝から歩いている。

「なんでそんなに怒おこってるんですか？」

　写真機を構えたまま、ペシェが困こん惑わくしている。

「べっつにー」

「またフウトさんとケンカしたんですか？」

「ケンカじゃないよ。ただのフウトの理解不足だもん」

「またそんな事言って。立派なケンカじゃないですかー」

　なだめようとするペシェを置いて、フィオーレはどんどん先に行ってしまう。

　せっかくの休日だから、せめて好きな事をやって心を落ち着けたかった。おいしいものを食べて、可愛かわいいアクセサリでも見れば、フウトと話す心の余よ裕ゆうもできるだろう。

　言葉足らずだった点はあるかもしれないが、フウトも話せば理解してくれるはず。

　だけど今はダメだ。あの石頭と会う気にはなれない。

　ちょっと悪く書かれたくらいで、雑誌が悪いものと決めつけるあの態度。雑誌の良い面も見ようとはしないで、ただ罵ば倒とうするだけ。

　アナスタシアが困っているのを助けたいという気持ちは分かる。けど、フウトはアナスタシアを助けなかった事ではなく、彼が嫌きらいな雑誌の手伝いをしようとした事に怒っているのだ。

　今ごろ彼が何をしているのかは知らないし、知った事ではない。

「まぁまぁ、フウトさんも悪い人じゃないですから」

「知ってるよそんな事」

　別にフウトが嫌いなわけではない。

　だからこそ意見の違ちがいに腹が立つのだ。

「……あ、ほら、フィオーレさん」

　重い空気に耐たえられなくなったのか、ペシェが前方を指さした。

「あそこのジェラート！　すっごくおいしいんです！　経費で出しますから、ね！」

「ホント!?」

　休日だからか、ジェラートの屋台には人が群がっている。その人たちを一気にさばく店員は、スキルでも持っているんじゃないかと疑うほど的確で素す早ばやい。

「ほい、お待ちどう！　合わせて八百ガッツね！」

　並んでから数秒で買えてしまった。

「わー、本当においしそう！　いただきまーす！」

　すでにフウトの事など頭から抜ぬけ落ちているフィオーレ、大きく口を開けてジェラートにかぶりつこうとする。

「あれっ？」

　口を開けたまま、フィオーレは視線を上げる。

　屋台の前はジェラートを買った客でごった返しており、その中にいた知り合いと目が合ったのだ。

「バーナードとギョクレン！」

「よう、フィオーレ！」

「ホントだ、フィオーレだ」

　並んでジェラートを食べていたのは、旋せん律りつの魔ま導どう士しとして名高い勇者バーナードと、東方のニンジャと呼ばれる勇者ギョクレン。

　二人は幼なじみだというが、こうして休日に遊ぶほどの仲だったのか。

「ねぇペシェ、これはスキャンダルじゃないの？」

「いえ、別に。珍めずらしい光景じゃありませんから」

　ペシェはよく見る二人より、こぼれそうなジェラートの方が心配なようだ。つまりそれほど日常的に二人は遊んでいるのか。

　なんだか、ひどく羨うらやましく感じる。

　理由は分からない。

「そっちの子、写真機持ってるけど、記者さん？」

　ギョクレンがペシェをのぞき込む。

「うん。『週刊ゼルニア』のペシェって言うの」

「変な組み合わせだな。フウトも一緒じゃないのか？」

「アイツの事はどうでもいいの。今もどうせ変な事件とか追ってるもん」
















　フィオーレとて爆ばく発はつ事件は気になるが、今はこちらの方が先決なのだ。

「変な事件って、町中で爆発って奴？　あれデマじゃなかったの？」

「デマじゃありませんっ！」

　ギョクレンに噛かみつくペシェ。ジェラートが落ちそうになって、慌あわてて口で押さえる。そのまま一口で全部食べきってから、改めてこう言った。

「爆発は実際に起きてるんですっ！　その証しよう拠こに、この近くにも現場があるんですよ！」

「そうなの？」

　全員がペシェを見る。

　そう言われては、気になるではないか。







　市場通りから裏通りに進み、そのまままっすぐ進むと住宅街に出る。前の時空振しん動どうによって出現したモンスターに壊こわされた家屋が並んでおり、勇者の力不足を痛感させられる。

　平たくなった住宅街をさらに進むと、畑が見えた。

　畑、だと思う。

　なぜ畑と確信できなかったのかというと、黒いクレーターのようなものがあったからだ。大きなそれがひとつ、あとは余波のような穴がいくつか点在していた。

「本当にあったんだ……」

　フィオーレの呟つぶやきに、バーナードとギョクレンも頷うなずく。

「なんで爆発したんだろうね」

　フィオーレが畑に入り、クレーターを調べる。

　黒ずんだ土に触れてみるが、特に変わった点はない。

「火薬の匂においもしないね」

　ギョクレンが鼻を動かすが、フィオーレに火薬の匂いは嗅かぎ分けられない。

　ただ、分かった事がひとつ。

「これ、普ふ通つうに殴なぐって開けた穴じゃないかなぁ」

「そうなんですか？」

　ペシェが尋たずねると、

「いやほら、私のスキルってそういう感じだからさ、似たような事件起こした経験があるんだよ」

　力の加減ができなかった頃ころ、地面をはじめとする様々なものに穴を穿うがった。

　その時のクレーターによく似ていると思ったのだ。

「じゃあ犯人はフィオーレさんと同じスキルを持った人間って事ですか？」

「かもしれないね」

　スキル犯罪者だとしたら、勇者の仕事だ。

　だったら騎き士し団や勇者課が動かないのは不思議だが──

「あ、勇者だ！」

「ほんとだー」

　無む邪じや気きな声が飛んできた。畑の外に小さな男女がいる。兄妹きようだいだろうか。

「ウチの畑に何か用？」

「ごめんね勝手に入って。この穴を調べてたんだよ」

　その場にしゃがみ込んで、子供と同じ目線になるフィオーレ。

「じゃあ、父ちゃんの仇かたきを討うってくれんの？」

「仇……？」

　まさか爆発事故で死者が出たのか。

「畑が使い物にならないって、父ちゃん悲しんでたんだ」

「ああ、そういう意味か。そうだよね、悲しいよね」

　たとえ死に繋つながらないとしても、畑がダメになったら商売にならない。農家にとっての畑とは、勇者にとってのスキルに等しい。生命線だ。

「騎士団も『調査する』っていって、それっきりだし……犯人見つかっても、畑が直らないんじゃ意味ないよ」

「大だい丈じよう夫ぶ！　お姉ちゃんが仇をとったげる！」

　胸をドンと叩たたいて励はげますフィオーレ。

　勇者の仕事は面めん倒どうくさいが、こういう子供を目の前にすれば別だ。

　しかし、子供は正直だ。

「えー、お姉ちゃんがー？」

「サボってばっかのフィオーレがー？」

　兄妹揃そろって怪け訝げんな顔をする。

　よくテレビを観みているようだ。フィオーレに対する評価は間ま違ちがっていない。

　が、それでもフィオーレは嫌いやな顔一つせず、

「本当に大丈夫だよ。お姉ちゃんの相棒がやってくれるから！」

「相棒って、フウトの方？」

「そうだよ。お姉ちゃんと違って、フウトは働き者で強いからね。畑を荒あらした犯人も絶対に捕つかまえるよ。ついでにモンスターも倒たおしちゃうもんね」

「うん！」

　元気に頷く兄妹。

　彼らが去った後も、フィオーレは畑を眺ながめていた。

「いいの、フィオーレ？　あんな風に言われて」

　小声で尋ねるギョクレンに、

「だって本当の事だもん。働くのはフウトだよ。私はのんびり遊ぶからね」

「でも──」

「フウトが人気者になってくれれば、私や学園の人気も上がるから。それでいいんだよ」

　結果的に祖母の学園経営がうまくいけば問題ないのだ。

　フィオーレ自身がどのような評価をされても、フウトとフィオーレというコンビの人気とは関係ない。

「きっと今も、事件を調べてるよ。事件を解決すれば、人気上じよう昇しよう間違いなしってね」

「え、えっと、その件なんですが……」

　笑うフィオーレに、言いにくそうにペシェが答える。

「どしたのペシェ」

「実は、今フウトさんは──」




　　　　＊




　時刻は正午。ちょうど昼食にふさわしい時間だ。

　ゼルニア城下町の中央通りにある噴ふん水すい広場で、フウトは待ち合わせをしていた。

　妹にも義あ姉ねにも、デートである事は言わなかった。ただ女の子の友人と遊びに行くとはどういう事なのか尋ねただけだ。家族も察してくれたのか、様々なアドバイスをしてくれたのだが、

「どーでもいいよ。普通にしてればいいって」

　という妹の投げやりな指し摘てきが一番役に立った。

　私服のフウトは、非常に目立たない格好だ。

　無地のシャツにズボン。ゼルニア王国の一いつ般ぱん的な男子の服装だ。特に外見的に目立つ点がないフウトが、さらに目立たない服を着ているため、城下町の人間は誰だれひとりとして気づかない。制服を着て登校している時は、毎日色々な人に声をかけられるのだが。

「さて──」

　正午に待ち合わせをしていたが、少し過ぎている。

　アナスタシアはどこで何をしているのか。フィオーレならともかく、彼女が遅ち刻こくをするとは考えにくいのだが──

「うおっ！　なんだ!?」

「騎士!?」

　噴水広場にいる人々があるものを見ていた。

　なんだか嫌な予感がしたが、外れていて欲しいという願望をこめてそちらを向く。

　誰かが叫さけんだ通り、そこに騎士がいた。




　全身を金属鎧プレートメイルで包み込んだ人間がこちらに向かって歩いてくる。




　それは悪い予想通り、フウトの目の前で止まった。

「……お待たせしました」

　くぐもった声はまさしくアナスタシアのもの。

　頭を下げているようだが、小さく胴どうが動いているようにしか見えない。

　以前、似たような事件があった。あの時はフィオーレが箱を着てきたのだが、まさか似たような考えの人間が二人いるとは思わなかった。

　が、フィオーレとは違い、彼女に目立つ理由はない。

　何か深い事情があるのかもしれない。

「……アナスタシア。その格好は何だ？」

　一いち縷るの望みをかけて、フウトは尋ねる。

「はい、先日、騎士団のみんなにデートでの服装を教えてもらったのです。男はみんなオオカミだから、最初のデートはスキのない格好で行くのが望ましいと」

「スキがないって、そういう意味じゃないからな！」

　頭を抱かかえる。

　アナスタシアなら大丈夫だと思ったのに。

　どうして勇者というのは、悪い意味で一いち途ずな人間が多いのだ。

「そんな格好で何をするつもりだったんだ……？」

「でも、万が一戦せん闘とうになった時の事も考えて」

「戦闘になるわけないだろ！　今日は何をするつもりだったんだ！」

「何って…………あ」

「なんだ今の『あ』は」

「すみません、肝かん心じんの目的を伝えるのを忘れていました」

　まぁ、そんな事だろうと思っていた。

　あのアナスタシアが、いきなり普通のデートに誘さそうわけがない。何か裏があるとは思っていたが、それにしたって鎧よろいを着てくるとは。

　さっそく今日のデートの真意を聞きたいところだが、周囲の注目もあるし、これからどうするべきか。

　──普通にしてればいいって。

　ここでまた妹の助言が役に立った。

　まずは普通にする所から始めよう。







「すみません、具体的な策もお話しできず。ですが私も詳くわしい話を聞くまでは何の事だか分からなくて」

「僕はまだ良く分からない」

　カーテン越ごしにアナスタシアの話を聞くフウト。

　噴水広場から一番近くにあった服屋に飛び込んで、店員に事情を話したのだ。すぐに店員が新しい服を見み繕つくろってくれ、アナスタシアを試着室に押し込んだのである。

「ではお話ししましょう」

　カーテンが開き、上半身が下着姿のアナスタシアが現れる。

「着てからでいいっ！」

「そうですか」

　まったくの無表情でカーテンを閉めるアナスタシア。

　フィオーレ以上に男性を前にした時の反応が薄うすすぎる。

「発案者はエリィ……シスター・エリュシオンでした」

「またあの人は変な事を……」

　カーテン越しのアナスタシアの姿を想像して、それを振ふり払はらおうとする。割とふくよかなフィオーレと違い、アナスタシアの腕うでと胴は細かった。

「要はつきまとい犯をあぶり出す作戦です。私とフウトさんが一いつ緒しよに歩いている姿が雑誌に載のった事で犯人の行動が過激になったのだとしたら、もっと怒おこらせてやろうというのが今回の目的だそうです」

「それ、アン・フラン騎士団の人たちは怒らないのか？」

「問題ありません」

　アナスタシアのいつもの口くち癖ぐせだ。

「彼女たちもノリノリでした」

「あの人たち、本当に心配しているのか……？」

　つきまとい犯をあぶり出す作戦だけではないだろう。絶対に彼女たちは楽しんでいる。我々がこうして右往左往しているのを見て笑っているに違いない。

　この時点で帰ろうかとも思ったが、それはそれでアナスタシアに失礼だ。

「すみません、私も不慣れでして」

　彼女も、彼女なりに一いつ生しよう懸けん命めいなのだ。あの鎧も今日のために準備してきたのだろう。

「なので、もし至らない点があれば、指摘してください」

　カーテンが開いた。

　ゼルニア王国では珍めずらしい服だった。淡あわいブルーのブラウスに、チェックのストール。下は身体からだのラインが見えるほど細いズボン。そしてパンプス。

　細身の身体がキュッと引き締しまるようなデザインで、普ふ段だんのアナスタシアのもっさりした私服とは違う、というか別人になったようだ。

　まじまじと上から下まで見てしまった。

「……変、ですか？」

「いやいやいやいや！」

　思わず全力で否定してしまうほど。
















　まるで別人のようなアナスタシアに、つい見とれてしまった。

「いかがですか、勇者様？」

　店員のお姉さんが尋たずねるまでもない。

　元がいいせいか、深しん窓そうの令れい嬢じようにも見えるし、活動的な戦士にも見える。ただ、どちらにせよニュースでは見られなかったアナスタシアの一面が垣かい間ま見みえた気がする。

　すっかり忘れるところだったが、今日はデートなのだ。

　こんなに美しい女性をエスコートしなければならないのだ。

　──いや、大だい丈じよう夫ぶ。昨日あれほど勉強したのだから。

「素す晴ばらしいです。どうもありがとうございます！」

　店員に深々と頭を下げるフウト。

「そんなに素晴らしいんですか、これ……」

　いまいちピンと来ていないアナスタシア。普段こういう服装を着ないせいだろう。

「お客様、よくお似合いですよ！　こういう服で市場通りとか歩けば、みんなから注目間ま違ちがいなしですよ！」

「いや、注目されても困るんですが」

「そうですか！　お忍しのびデートですね！　それなら楽器通りなんかオススメです！　人通りも少ないし、おいしいお店もいっぱいあります！」

「そ、そうですか。ありがとうございます」

　物わかりの良すぎる店員のお姉さんに、フウトはもう一度感謝する。

　お姉さんは満面の笑えみを浮うかべて、

「九万五千ガッツになりま～す！」

　本日の予算の半分以上の額を提示したのだった。







　服屋を出た後、店員のお姉さんに言われた通り楽器通りを訪おとずれた。

　狭せまい路地ながら、人通りも少なく、酒場が多い。ランチをやっている酒場もあるので、そこで軽食をとる人が多いのだろう。

「アナスタシア、何か食べたいものはあるか？」

　振り向くと、美女が無む邪じや気きな目でこちらを見ていた。

「……どうしました、フウトさん？」

「いや、何でもない」

　服屋であれほど見たはずなのに、いまだアナスタシアの格好に慣れない自分がいる。

　美しい外見である事は、前から知っているのに。

　なぜか胸がドキドキする。

　これは作戦行動であり、実際にアナスタシアがフウトに好意を抱いだいているわけではないのだ。そうと分かっているのに、なんだかひどくストレスが溜たまるのだ。

「ところで昼食なのですが」

「ん？　何か提案があるのか？」

「はい。実は騎き士し団のみんなからのアドバイスで、こういう時は女子がお弁当を作ってくるものだと言われまして──」

「作ってきたのか？」

「はい。ですが酒場で食事をするなら無む駄だになってしまいます」

「なんだ、それを早く言ってくれよ！　わざわざありがとう！」

　せっかく作ってくれたのだ。酒場で食事をするより、ずっと安上がりで有意義ではないか。渡わたりに船である。

　さっそく楽器通りを出て、最初に待ち合わせた噴ふん水すい広場に戻もどる。あそこはベンチも多く、近くの屋台で買った物を食べる人も多いのだ。

　まだ空いているベンチを探して、アナスタシアと並んで座る。

「少々お待ちください」

　アナスタシアは荷物の中から弁当の入った包みを取り出す。今までその荷物はどうしたのか尋ねると、鎧よろいの中に入れていたのだという。

「普段、料理をしないものですから、あまり上手ではありませんが」

「いや、その気持ちが嬉うれしいんだ」

　本心だ。

　こんな嘘うそのデートにわざわざ料理をしてくれた事、それ自体が嬉しい。

「ありがとうございます。では──」

　しかしアナスタシアの料理の腕はどれくらいなのか。

　いつもは歩き慣れた城内でも壁かべに頭をぶつけるくらいのドジな娘むすめに、料理の腕を期待するのは間違っているだろうか。こういう時、恋れん愛あい戯ぎ曲きよくなどでは死ぬほどマズイ弁当を食わされるのがオチではないか。

　そんなフウトの予想は、変な形で裏切られた。

「どうぞ」

　弁当箱に入っていたのは、パンだった。

　雲のように膨ふくらんでいて、焦こげ目がついているが、どう見てもパンだ。

「……これ、君が焼いたのか？」

「はい。私はスキルの関係上、刃は物ものが使えないのです。ですから、こういうものしか作れなかったのです」

「い、いや、全く問題ないんじゃないか？　──いただきます」

　果たして味の方はどうかと思ったが、まず匂においが良い。食しよく欲よくを刺し激げきするパンの匂いだ。これなら美お味いしいのではないかと期待しつつ食べたら、

「……うまい」

　この世で最高に美味、とまではいかないが、少なくとも顔がほころぶくらいには美味しかった。

　フウトの表情を見て、アナスタシアが微笑ほほえむ。

「よかった」

「……あ、ありがとう」

　思わず目を伏ふせてしまうフウト。

　そんな顔で見つめられると、どうしていいか分からない。

　幸い、噴水広場には大勢の人がおり、誰だれもこちらには気づかない。他ほかの勇者にも言われたのだが、一いつ般ぱんの人はそう簡単に勇者だと分からないらしい。みんな勇者がこんな場所にいるはずがない、と思うからだそうな。

　だからフウトは、今アナスタシアしか見ていない。

　なんだかひどく落ち着かない。

　これがフィオーレだったら、と考えてしまう。きっとひとりでパンをバクバク食べて、食べかすをこぼしながら笑っているのだ。

　口の周りを汚よごしたフィオーレの顔を思い出すと、なぜかアナスタシアの顔を見られなくなる。どういう心理がはたらいたのか、今のフウトにはまだ分からない。

「まだありますからね」

　そう言ってアナスタシアは別の弁当箱を取り出した。さらにもうひとつの弁当箱も。合計三つの弁当箱だが──

「もしかして、それ全部パンか？」

「はい」

「……飲み物はないのか」

「ありません」

　なかなかハードな昼食になってきた。

　しばらく、二人で黙もく々もくとパンを食べる。近くに飲み物の屋台がないか探したのだが、こういう時に限ってない。そもそもフウトはあまり外で飲み物を買う習慣がない。

　いつも飲み物は水だ。

　山に流れている川から──

「あ、そうか」

　ふと、ある考えが浮かんだ。

　デートとは、お互たがいが楽しめなければ意味がない。

　だったら二人に共通する趣しゆ味みを追求すれば良いのだ。

「アナスタシア。この後、予定はあるか？」

「いいえ、決めていませんが」

「ついて来て欲しい。いい場所を思い出したんだ」

「あの、でもパンがまだ残って」

「それも包んでくれ。後で役に立つ」

　フウトは早さつ速そく残ったパンを弁当箱に戻し、ベンチを立った。







　昼食もそこそこにフウトとアナスタシアが訪れたのは、城下町の外だった。

　城下町の東には草原を分割するように街道が延びており、その街道を少し歩けば小さな山が見えてくる。城下町を出るまでは三十分ほどかかるが、そこからは徒歩でも三十分かからずに行ける山だ。

　何を隠かくそう、フウトの家はその山の麓ふもとにある。

　言ってみれば、フウトのもっとも歩き慣れた山である。

　そこで何をするのかと言えば──

「行ったぞアナスタシア！」

「はいっ！」

　フウトの指示通り、アナスタシアは獣けもの道みちの出口で息を殺して待ち構えている。そこへフウトが追い込んだ大イノシシが飛び込んできた。

　イノシシの高さは二メートルを下らない。全長は五メートルを超こえている。まさにモンスターのような猛もう獣じゆうだ。

　数週間前からこの山に移動してきた暴れイノシシで、山のヌシである大鳥と争った形けい跡せきがよく見つかっていた。フウトは修しゆ行ぎようがてら、この大イノシシを狩かろうとずっと走り回っていたのだが、狡こう猾かつで素早いためなかなか仕留められなかったのだ。

　本当に森の生態系を荒あらしていたのは、このイノシシなのだ。

　ひとりなら無理かもしれないが、アナスタシアと一いつ緒しよなら。

　大イノシシは獣道をまっすぐに走り、山を下る。

　アナスタシアが待ち構えている事にも気づいているだろう。

「いきます」

　走るイノシシの前に、アナスタシアが躍おどり出た。

　が、イノシシは歩みを止めない。アナスタシアのように小こ柄がらな人間ごとき、簡単に吹ふき飛ばせると思っているからだ。

　地面を揺ゆるがす足音がアナスタシアに迫せまる。

　が、イノシシは知らない。

　アナスタシアに刃物を持たせたら最後、どんなものでも断ち切る事ができるのだ。

「っ！」

　アナスタシアは軽く跳ちよう躍やくし、大イノシシとすれ違ちがう。

　轢ひき殺そうとしたイノシシは目もく論ろ見みが外れ、アナスタシアを恨うらめしそうに睨にらむ。

　次の瞬しゆん間かん、イノシシの首が落ちた。

　それでも突とつ進しんを止めず、イノシシは鮮せん血けつをまき散らしながら地面を滑すべり、やがて巨きよ木ぼくにぶつかって動かなくなった。

「ナイスだ、アナスタシア！」

「はい」

　剣けんを鞘さやに戻し、アナスタシアは微笑む。

「これで山も平和になるのですか？」

「ああ。君のおかげだ」

「それは良かったです」

　大きく息を吐はき、アナスタシアは微笑む。

「身体からだを動かしたせいか、なんだかスッキリしました」

「僕もだ」

　これが、彼らの「普ふ通つう」なのだ。

　フウトとアナスタシアの共通点といえば、戦いしかない。

　一般の男女が楽しむような場所よりも、こうして剣を振ふっていた方がお互い楽しいと思ったのだ。そしてその考えは大成功だった。

　剣を握にぎっていれば、お互い言葉は少なくて済む。喋しやべらなくても意思の疎そ通つうができるから、ぎこちない会話も必要ない。目標があれば、こんなにやりやすくなるのだ。

　ぎこちなかった最初と比べて、かなり話しやすくなった気がする。

「フウトさん、この死体はどうしますか？」

「ああ、そうだな」

　フウトは大イノシシの死体に駆かけ寄った。

　まだ血が流れているが、すでに死し臭しゆうがする。

　このまま放置すれば動物や虫が食べてくれるだろうが、跡あと形かたもなく消えるまではかなりの時間がかかるだろう。

「よし、また城下町に戻もどろう」

「えっ……はい」

　短たん剣けんを手に、フウトはイノシシに近寄った。







　大イノシシの足だけ頂いた。それでも五十キロ近い重量になったので、家にあった馬を使った。おかげで徒歩なら一時間ほどかかる距きよ離りも、半分以下の時間で戻る事ができた。

　それでも狩りでだいぶ時間を使ってしまったせいで、フウトとアナスタシアが目的の場所にたどり着く頃ころには日が傾かたむき始めていた。

「おう、フウトじゃねーか！　よく来たな！」

　フウトが案内したのは、城下町の肉屋だった。城門に近い場所に建っているのは、こうして外から肉を持ってくる人間が多いからだ。この肉屋はそれを買い取ったり、別の肉と交こう換かんしてくれるのだ。

「今日は女連れでどうしたんだフウト？」

「デートしてるんだ。裏を借りていいかな？」

「いいけど……デート？　イノシシ狩かりながら？」

　店主に答えつつ、そこでフウトはデートをしていた事を思い出す。

　これは果たしてデートなのだろうか。だが、狩りをしている時はフウトもアナスタシアも楽しかった。

「ま、いいか」

　肉屋の裏でフウトが何をしたのかと言うと、肉の調理だった。

　まだ死んで間もないイノシシの肉ならば、臭くさみも少ない。店の店主に頼たのんでハーブを分けてもらい、さばいた肉を調理場で焼く。

　調理場といっても、店の裏手の空き地だ。竈かまどと網あみと燻くん製せい用の装置があるだけ。肉を焼くにはそれで充じゆう分ぶんだ。

　網の上で肉が焼ける匂いがすると、フウトは満足そうに頷うなずいた。

「フウトさんは、この店で調理をするのは慣れているのですか？」

「ああ。昔から父と一緒に、狩った獣の肉を売ったり調理したりしてたんだ。だから店の主人とも顔見知りさ」

「そうだったんですか……」

　フウトの隣となりで焼ける肉を眺ながめるアナスタシア。

「意外と野生児なんですね、フウトさん」

「山育ちだからね」

「今日はフウトさんの事が、色々分かった気がします」

　それはこちらも同じだ。

　綺き麗れいな服を着たアナスタシアも可愛かわいかったのだが、やはり剣を振るう姿が一番似合っていると思った。イノシシを斬きる時のアナスタシアは、冷たい表情をしつつも生き生きとしていた。

　人間、ひとつの顔だけではない。

　様々な顔を併あわせ持って、ひとりの人間になるのだ。

「よし、そろそろいいかな」

　焼けた肉を取り上げ、さらに薄うすく切り、用意していた香こう辛しん料りようをまぶす。

　そして最後に、アナスタシアが持ってきたパンに挟はさんで、

「どうぞ」

　お手製のサンドイッチをアナスタシアに差し出した。

「野菜がないのが残念だけど……」

「いいえ、いただきます」

　肉屋の裏のベンチに座り、アナスタシアはそれを食べた。フウトも作業で疲つかれたので、自分のサンドイッチを作って食べる。

「……美お味いしい」

　頬ほおに手を当てるアナスタシア。

「これ、本当にさっき狩ったイノシシの肉なんですか？」

「ああ。動物をさばくのには慣れてるからな」

「本当に美味しいです」

「良いパンを使ってるからな」

　すでにアナスタシアの手に、サンドイッチはなかった。たったこれだけの会話の間に、全すべて食べ尽つくしてしまったのだ。

「はい、おかわり」

　用意していた次のサンドイッチを渡わたすと、アナスタシアは小さく礼をして受け取った。そしてまた食べ始める。

　一口かじるごとに、彼女の表情が和やわらいでいるのが見て取れた。

「ほら、口の周り」

　肉のカスがついているアナスタシアにハンカチを渡す。

「す、すみません。あまりに美味しくて……」

　顔を赤らめながら口を拭ふくアナスタシア。

　そんな彼女の遠い向こう側に、太陽が見えた。そろそろ日が暮れようとしている。

「昼食のつもりが、すっかり遅おそくなっちゃったな」

「いいえ。とても楽しかったです」

「僕もだ」

　最初は義務感でやったデートだが、今ではすっかり楽しくなってしまった。

　できるなら、もっと遊びたいくらいである。

　しかしそういうわけにはいかない。

　まだ終わっていない事があるのだ。

「フウトさん、聞こえました？」

「ああ」

　サンドイッチを全て食べ終えると、フウトは立ち上がる。

「アナスタシアはここにいてくれ。僕がやる」

「はい」

　そう言うと、フウトはその場から跳躍した。

　肉屋の庭の柵さくを飛び越こえて、隣の家の屋根に飛び乗る。

　身体が重く感じる。

　前回の勇者テレビより、スキルが弱まっているのだ。

　しかし今はこれでも充分すぎる。

「はっ！」

　屋根を蹴けり、フウトはさらに隣の家の屋根に飛び乗る。三軒げん隣の家の屋根に、その男たちは伏ふせていた。

「げっ！」

　黒い服を着た男性──それが、二人。

「おとなしくしろ！」

　すぐにフウトは寝ねそべっていた片方の背中に飛び乗り、もう片方の喉のどに肉をさばいた短剣を突つきつける。

「お前たちがアナスタシアにつきまとっていた男だな！」

「な、なんでここが分かった……？」

「そろそろ疲れるだろうと思ってな」

　昼からずっと歩いて、しかも山に登ってまた戻ってきた。

　フウトたちは勇者だから疲れ知らずだが、彼らはそうではないだろう。どれほど鍛きたえていようが、どこかで気の緩ゆるむ瞬しゆん間かんがある。

　いい匂においのする肉が決め手だろう。さぞや空腹だったに違ちがいない。

　しかも驚おどろいたのは、この犯人たち、気配をほぼ殺す事ができた。かなり鍛えており、なんらかの機関に所属している可能性が──

「ん？」

　拘こう束そくした二人の顔を改めて見たのだが、どこかで会った記き憶おくがある。

　いや、彼らだけではない。

「まだいるのか!?」

　二人ではなかった。

　フウトが周囲を観察すると、この家だけでなく、他ほかの家の屋根にもいるではないか。

「出てこい！」

　居場所がばれたので観念したのか、男たちが死角から出てきた。

　屋根だけではなかった。庭や路地裏などからゾロゾロと──

　その数、三十人以上。

「ええええええ!?　こんなにいたのか!?」

　全員、非常に体格の良い男たちだった。

　とりあえず短剣をしまい、組み伏せた男たちを解放する。ふたりともおとなしく立ち上がると、おもむろに路地に飛び降りた。フウトもそれを追って屋根から降りる。

　路地に集まった黒い男たちの集団──

　それを見て、フウトは疑問を口にする。

「あんたたち──騎き士し団か？」

　正体がばれたつきまとい犯──騎士たちは、一歩だけ下がる。

「すいませんでしたっ！」

　三十人近い男が野太い声をあげつつ、一いつ斉せいに頭を下げた。

「迷めい惑わくをかけた！　申し訳ないっ！」

　その先頭にいたのは、なんと騎士長オーガストではないか。

　厳格で有名な騎士長までもが、この犯行に荷か担たんしていたのか。

「騎士長……!?」

　フウトの背後から、アナスタシアが駆かけ寄ってきた。

「いったい、どういう事なんですか？」

「そ、それは……」

　アナスタシアに純じゆん粋すいな目で見つめられ、騎士長オーガストは冷ひや汗あせを流す。

「本当に全員でアナスタシアをつけ回していたんですか？」

　フウトが尋たずねると、

「と、とんでもない！」

　オーガストは慌あわてて否定する。

「ただ我々はアナスタシアが悪い男にひっかからないように、交代で見張っていたのだ」

「あんたたちが悪い男になってどうするんですか！」

　全力で説教するフウトに、騎士団の男たちがたじろぐ。

「まさか彼女がデビューした時から？」

「いや、その時はここまでではなかった。しかしアナスタシアに声をかけようとする騎士が後を絶たなくなり、自然と自警団のようなものができあがったのだ」

　つまりファンクラブというわけか。

「正直、悪いとは思っている。しかし、君も分かるだろう？」

　縋すがるような目で見つめてくる騎士長オーガスト。

「アナスタシアは危なっかしくて、我々はとても心配なのだ」

「……分かります」

　やっている事はアン・フラン騎士団と何も変わらない。

　ただおおっぴらにやるかコソコソやるかの違いだ。

「夜につけ回していたのも？」

「夜道は暗くて危険ですから、石につまずいて転ばないよう、我々が見守ってました！」

　黒い服を着た騎士数名が、改めて頭を下げる。

　そんな馬ば鹿かな、と笑えない。アナスタシアなら平地でも転ぶ可能性がある。

「じゃあアナスタシアの私物を盗ぬすんだ人は……？」

「それについては、現在アナスタシア親衛隊の中で捜そう索さく中だ。まだ犯人は分からないが、隊規を破った者には厳げん罰ばつを処すつもりだ」

「我ら親衛隊、アナスタシアを応おう援えんする者！　アナスタシアに迷惑をかける行こう為いは、隊の存在意義に反する！　盟約によって死より重い罰を！」

　野太い声を上げて吠ほえ猛たける男たち。アナスタシア親衛隊という名前まであるのか。こうして並んでいると、騎士団とほぼ変わらない結束力ではないか。

「改めて、すまなかった──許して欲しい」

　騎士長オーガストが代表して頭を下げると、騎士たちもまた頭を下げる。

　さすがに三十人を超こえる男が謝罪している姿は人目を引くらしく、休日という事もあってどんどん見物客が集まってきた。

「どうする、アナスタシア？」

　アナスタシアは少し困ったような顔をして、やがて意を決して前に出る。

「あの、頭を上げてください」

　彼女のお願いに反応して、騎士たちが直立不動の姿勢をとる。

「……正直、みなさんには嫌きらわれていると思っていました」

「どうして？」

　騎士たちを代弁してフウトが尋ねる。

「あまり話してくれませんでしたし、避さけられていると思って」

　おそらくそれは隊規とやらのせいだろう。抜ぬけ駆け禁止と言われて、彼らもわざと身を引くしかなかったのだ。

「でも、そうじゃなかったんですね」

「……ああ。我々は、ただお前が心配だったんだ」

　弱々しい声のオーガスト。城内ではけして見られなかった彼の顔。他の屈くつ強きような騎士たちも捨てられた子犬のような表情をしていた。

　そんな彼らに、アナスタシアはこう言った。

「それが好意から来るものでしたら、私は嬉うれしいと思います。でも──次からは隠かくれて見るのはやめてください。私も、私を応援してくれる人をこの目で見たいです」

「おぉ、アナスタシア……」

　オーガストの目に涙なみだが浮うかぶ。

「うおおおおっ、アナスタシア！　やっぱり俺たちの女め神がみだ！」

　騎士たちも男泣きしているではないか。

　集団で男たちが叫さけんだせいで、また人が集まってくる。

　アナスタシアはオーガストの手をとって頷うなずき合っているし、騎士たちは泣いているしで、なんだかいたたまれない気持ちになるフウト。

　自分がここにいる意味を考えていると、ふと、人混みの中に見知った顔を見つけた。

　その人物はフウトと目が合うと、失敗したと言いたげに苦い顔をする。

「何やってるんだフィオーレ」

　フウトが呼びかけて、ようやくその人物はこちらに歩いてきた。

「どうしたんだ、そんな顔して？」

「え？　私、そんなに変な顔だった？」

「ああ。なんだか……表現しにくいが、元気とは言い難がたい顔だぞ」

　怒おこっているとも苦しんでいるとも言えない、微び妙みような表情だった。

「フ、フウトこそ、何やってたの？」

「え、僕は──その」

　何な故ぜだろう、素す直なおにデートをしていたと言いにくい。

　いつものフィオーレなら、簡単に説明すれば理解してもらえるはずだ。だけど今日のフィオーレは、何か違う。

「アナスタシアと一いつ緒しよだったんでしょ？」

　見れば分かる事を指し摘てきされただけでも、汗が出てきた。

「そう──そうなんだ。アナスタシアと遊んでた」

「ふーん」

　爪つめをいじりながら返事をするフィオーレ。

「……なんだよ、尋ねておいてその態度は」

「別に。フウトが女の子と二人きりって、珍めずらしいと思って」

「それは、もちろん作戦があって」

「分かってるよ」

　なぜフィオーレはこんなにピリピリしているのか。

　フウトにやましい事はないし、フィオーレに怒られるような事はしていない。

「なぁ、怒ってるのかフィオーレ」

「怒ってないよ。なんで私が怒るの？」

　どう見ても怒っているが、あまり追つい及きゆうすると余計に怒られそうなので、フウトはそれ以上言わなかった。

「そういう君は何をしていたんだ？」

「え、私は──ペシェと、取材しながら歩いてたよ」

　ちらりと横を見ると、人混みに紛まぎれて小さな少女がこちらを見て小さくお辞じ儀ぎをしている。その隣となりにいるのはバーナードとギョクレンか。

「よほど雑誌に載のるのが好きなようだな」

「……別にいいじゃん。そっちだって似たようなもんだし」

「だから言ってるだろ。僕は作戦で仕方なく──」

「だったら私だって作戦だよっ！」

　ムキになって言い返すフィオーレ。

「なんでそんなに怒るんだ？　僕は何か悪い事をしたのか？」

「そんなの──」

　フィオーレはくせっ毛を掻かき毟むしり、首を振ふり続ける。




「私にだってわかんないよ……！」




　絞しぼり出すような声のフィオーレ。その苦く悶もんの表情は彼女には相応ふさわしくない。いつもヘラヘラと笑っている彼女からは想像もできないほど苦しんでいた。

「フウトさん」

　アナスタシアの声に振り返る。

「今日は本当にありがとうございました」

「ご迷めい惑わくをおかけしましたっ！」

「あ、ああ」

　親衛隊と称しようする騎き士したちと一緒に礼をするアナスタシアに、フウトも返事をする。

　その後でフィオーレに向き直るのだが、すでにそこに彼女はいなかった。その場で高くジャンプして、屋根から屋根に飛び移り、遠くに去っていってしまった。

「なんだよアイツ……」

　残されたのは、小さな苛いら立だちと大きな疑問。

　なぜフィオーレにあんな態度を取られたのだか、全然分からない。

「フウト」

　バーナードとギョクレンがこちらに駆かけ寄ってきた。

「悪い、口を挟はさむつもりはなかったんだが──フィオーレの事、そんなに責めないでやってくれ。アイツ、別に遊んでたわけじゃないんだ」

「遊んでない……？　まぁ、取材が遊びじゃないって言うのなら、そうなんだろうけど」

「いや取材の他ほかにも、例の爆ばく発はつ事件の現場に行ってたんだ。そこで色々と調べてたぜ」

　あのフィオーレが、そんな事を。

　てっきり興味がないと思っていたのに。

「そうだったのか……」

「私たちから見れば、フウトの方が遊んでいるように見えるよ」

　事情を知らないギョクレンが、フウトを責めるように見つめる。

「僕も事情があったんだ。実は──」

　これまでの経けい緯いをバーナードとギョクレンに話す。

「なるほどな。で、あぶり出した結果がアレか」

　アナスタシアを中心に、手を取って泣き叫んでいる騎士団を見るバーナード。

「フウトも遊んでたわけじゃないんだね」

　ギョクレンがそう言うのも無理はない。

「けど、フィオーレだって遊んでたわけじゃないのか」

　どちらも真ま面じ目めにやっていた。

　けど、知らなければ互たがいに遊んでいるように見える。だから怒ったのだ。

　つい忘れがちだが、フィオーレも勇者として不真面目なわけではない。

　勇者としての在あり方がフウトと違ちがうだけなのだ。

　そう考えると、フィオーレの行動も見えてくる。

　彼女は彼女なりに考えて、雑誌の取材を受けていたのだろう。

「けど、あそこまで怒るなんて……そんなに僕は彼女に対してひどい事をしたのか」

「うーん」

　少しだけ考えた後、ギョクレンはこう言った。

「ひどい事って言えば、そうかも。雑誌とか関係なくね」

「……？」

　その発言の意味が分からず、フウトはさらに困こん惑わくしてしまう。

「で、どうするフウト？」

「……とりあえず、本屋に行ってくる」

　確か今日、フィオーレが載った「週刊ゼルニア」が発売されたはずだ。

　読んでみない事には、何も始まらない。




　　　　＊




　男たちに囲まれて、アナスタシアが微笑ほほえんでいる。

　全すべて解決したように安あん堵どした顔をしながら。

　それは大きな間違いだ。

　──ここに、いる。

　最初からアナスタシアを見つめ続けていた人間が、まだここにいる。

　誰だれも気づいていない。

　勇者フウトですら気づかない──いや、もしかしたらバレていたかもしれないが、あの肉の塊かたまりどもが身代わりになってくれた。

　なんという強運。

　これは神が告げているのだ。

　アナスタシアを見続けろと。

　消しよう耗もうさせ、衰すい弱じやくさせ、やがて──

　勇者などできなくしてやる。

　殺すのでは足りない。

　徹てつ底てい的てきに弱らせ、腐くさらせ、いたぶって、地じ獄ごくの底まで追い込んでやる。

　それまで、ここで見続ける。

　勇者アナスタシアの隅すみから隅まで──

『ほう、これはすごいわね』

　暗い。

　誰だ、視界を遮さえぎったのは。

『魔ま導どう器ね。遠とお眼鏡めがねを改良し、遥はるか数キロ先からも視し認にんできるようにしたのかしら』

　誰だ。

　目の前に立つな。アナスタシアが見られないだろう。

『まぁそう言わずに。私はあなたの味方よ』

　お前は──

『あなた、アナスタシアに暗い想おもいを抱いだいてるのね』

　…………。

『そう怖こわい顔しないで。大だい丈じよう夫ぶ。味方って言ったでしょ』

　…………。

『想いを遂とげる手伝いをしてあげる。さぁ、これをどうぞ』

　なんだ、これは──

　お前は何を持っている？

　光──

　暗い光が──

『これはあなたの「力」になるのよ』

　力……？

『そう、この「力」があれば何でもできる』

　なンでも……。

『今までできなかった事も、できるの』

　できナカった、コと……。

　やリタかっタ、コト……。

　アナスタシア……。

　アナスタシア……。

『さぁ、この「力」があれば──』

　ア──

　アナ──

『モンスターのような「力」を、あなたに──』







　すっかり日も暮れたゼルニア城下町の住宅街を、屈くつ強きような男たちが歩いていた。町の住民はその光景に驚おどろくが、先頭を歩いている騎士長オーガストと、その隣となりにいる勇者アナスタシアを見て安心する。

　夜道を騎士が歩いているならば、何も怖い事はない。

　ゼルニア王国の騎士団は、統率力、個人の強さ、装備、それらを他国と比ひ較かくしても抜ぬきんでて評価が高い。彼らが束になれば、少なくとも対人であれば負ける事はないと言われている。

　そんな強者どもが、今は泣きながら夜道を歩いている。

「もうすぐアナスタシアの家──というか、騎士団寮りように着くぞ」

　騎士長オーガストの言葉に、騎士たちは全員立ち止まった。

　彼らは謝罪を兼かねて、アナスタシアを夕食に誘さそった。

　騎士たちと仲良くしたかったアナスタシアにとっても嬉うれしい誘いで、その時に城に残っていたアン・フラン騎士団の女性騎士も誘い、大宴えん会かいになった。誤解は打ち解けたが、女性騎士から白い目で見られたのは言うまでもない。

「いいですか、これからは正面からアナスタシアの応おう援えんをしてくださいよ」

「……ウス、面めん目ぼくない」

　アナスタシアと同じ寮に住む女性騎士が念を押すと、男たちは肩かたを丸めて謝罪する。

「遅おそくまで付き合わせて済まなかったな、アナスタシア」

　代表して、騎士長オーガストがもう一度謝罪する。

「いいえ、ありがとうございました」

　アナスタシアも一礼する。

　彼女の顔は晴れ晴れとしており、もはや怖いものは何もなかった。

　唯ゆい一いつの気がかりは泥どろ棒ぼうだが、それも彼らが見つけてくれるだろう。泥棒を咎とがめるつもりはないが、今後このような真ま似ねをしないよう、お願いをするつもりだ。

「じゃ、アナスタシア、帰ろうか」

「はい」

「それでは、解散！」

　騎き士したちは各おの々おの帰宅し、アナスタシアが寮へ向かおうとする。

　──その時だった。

「おい、なんだアレ？」

　帰ろうとした騎士のひとりが、空を見上げる。

　その声にアナスタシアや他の騎士も上を見た。

　夜空。

　その端はしに見える、雲で遮られた月。

　それらを隠かくすカーテンのような、住宅街の屋根。

　何かが赤く光っている。

　屋根の縁ふちにいる〝何か〟の目だ。

　黒い塊のような──まるでモンスターのような異形。

　それが、ゼルニア王国騎士団の群れに飛び込んでいく。

　アナスタシアは空気が振しん動どうするのを感じた。

「これ、は──！」

　その正体に気づいた時には、巨きよ大だいな爆ばく風ふうが視界の全てを奪うばい去っていた。







　第三章　緊急速報




　翌日の朝、知らせを受けたフウトはすぐに教会まで走った。ファティマ学園にも連れん絡らくが行っているだろう。きっとゼルニア王国の勇者全員に知らせが届いているに違ちがいない。

　フウトが教会の礼拝堂に飛び込むと、何人か勇者が集まっていた。

　本日の教会は非常事態なので関係者以外立ち入り禁止になっている。こういう場合、国民もだいたい何があったのか察するので、あまり入ろうとしない。

「フウト！」

　珍めずらしくフィオーレの方が早く来ていた。

　昨日ケンカ別れをしたばかりだが、今はそれどころではない。

「フィオーレ、みんなは無事なのか？」

「うん。今、シスターが治ち療りようしてる。死んだ人もいないみたい」

「誰も死んでないなら安心だな」

　とりあえずホッとした。

「まったくもー……疲つかれたわよぉ……」

　礼拝堂のイスに寝ね転ころがって、ぐったりとしているシスター・エリュシオン。さすがに今は淫いん靡びな服装ではなく、普ふ通つうの修道服を着ていた。

「昨晩から徹てつ夜やで治療したのよぉ……少し休ませて……」

「おつかれさまです、シスター」

　敬意を込こめて、一礼するフウト。

「三十人以上の患かん者じやを一度に診みるなんて、久しぶりだったわ……」

　シスター・エリュシオンの治ち癒ゆ魔ま法ほうはゼルニア王国一だ。彼女さえいれば医者など必要ないとまで言われているが、そんな事はない。

　まず死者を生き返らせる事はできないし、病気の治療もできない。そして自分の傷はスキルで瞬しゆん時じに治す事ができるが、他者に関してはスキルの効果が弱まる。何人も治療すれば消耗するのだ。

「三十人……てことは、騎士団全員が？」

「昨日の夜、全員やられたんだって。アナスタシアを送った騎士たちみんな」

「アナスタシアも？」

「うん……」

　まさかあのアナスタシアまでやられるなんて、と思ったが、

「あ、そうか。昨日のアナスタシアは丸まる腰ごしだった」

　彼女のスキルは剣けんを握にぎっていないと発動しない。休日の彼女はまったくの無防備だ。

　犯人はそこを狙ねらったのだろうか。

「いったい誰だれがやったんだ？」

「私に訊きかれてもねー。騎士に訊いた方が早いんじゃない？」

　フィオーレが見ているのは、医い療りよう道具を持って礼拝堂を走り回っている男たち。軽傷だった騎士たちが手伝いにかり出されているのだろう。

　騎士たちの行く先を目で追うと、子供たちが見えた。おそらく教会に隣りん接せつしている孤こ児じ院いんの子供だろう。彼らはなぜかディンゴの足あし下もとに集まって、楽しそうに遊んでいた。話を聞くと、よく孤児院に遊びに来るそうだ。意外である。

「……みなさん」

　声に振ふり向くと、アナスタシアがいた。

　見た限りではケガをしていないように見えるが、それはエリュシオンの力だろう。アナスタシア自身はひどく衰すい弱じやくしているようだ。きっと血を流したせいだろう。

「すみません、情けない姿を」

「いや、無事で良かった」

　アナスタシアに駆かけ寄るフウト。

　なぜかフィオーレは一歩遅おくれてやってきた。

「油断していました。まさか町中にあんな──」

　悔くやしそうに顔を伏ふせるアナスタシア。

「そうだ、君をやったのはどこの誰なんだ？　これだけの人数を攻こう撃げきしてきたって事は、犯人は複数なのか？」

「いえ、単独でした。ですが恐おそろしい力でした。我々がなすすべもなくやられるなんて」

「てことは、スキル犯罪者？」

「いいえ」

　単独で、スキル犯罪者でもない。

　だとすると猛もう獣じゆうくらいしか思いつかないが──

「犯人は……モンスターのよう、でした」

「モンスター？」

「のよう？」

　フウトとフィオーレが眉み間けんにしわを寄せる。

「モンスター……じゃないのか？」

　そもそも大きな時空振動から集団で出現するはずのモンスターが、町中を単独で暴れていれば大事件だ。すぐに勇者に出動がかかるだろう。

「黒い姿で、ものすごい力で──それはモンスターのようだったのですが──」

　少し迷ってから、アナスタシアはこう答えた。




「モンスターのような力を持っていながら、人間の姿をしていました」




　人型のモンスターとは戦った事がある。城下町に出現した、巨大な鉄のようなモンスターだった。新型だったので記き憶おくに残っている。

　しかしアナスタシアの発言を汲くみ取るに、そういう事ではないだろう。

「私たちと同じような背格好で、でもモンスターのように黒くて強かったです」

「新型モンスター……？」

　いや、変だ。

　仮にそれがモンスターだったとして、必ず起きる前フリである時空振動がない。

　それにモンスターなら理性がない。アナスタシアたちを襲おそった後、その場に残って全すべてを破は壊かいし尽つくすまで暴れ回っていなければおかしいのだ。

「……なんだか、全然分からないぞ」

　結局それは人なのかモンスターなのか。

　なぜアナスタシアたちを狙ったのか。

　考えようにも、情報が少なすぎるのだ。







　情報が少なければ集めればいい。

　フウトは教会を後にすると、アナスタシアが襲われたという現場までやってきた。そこではすでに騎士団が調査を開始しており、鎧よろいを着た騎士たちが並んで輪を作り、人ひと払ばらいをしていた。

　そんな騎士たちの隙すき間まから現場を見ようと、多くの野次馬がごった返している。フウトも現場を調べたかったが、これでは入れそうもない。

「フウト、こっちこっち」

　現場にはひとりで来たはずなのに、いつの間にかフィオーレがいた。彼女は野次馬から離はなれた場所から手招きしている。

　そんな彼女の隣となりには、ペシェがいた。

「フウトさん！」

「君か……」

　彼女も現場を調べにきたのだろう。フウトを見ると、生き生きした顔で近寄ってきた。

　なんという足の速さ。スキルでいち早く現場に駆けつけたというわけか。

「やっぱり前回と同じですよ、これ！」

「前回？」

　はて、ペシェは何の話をしているのか。

「え……フウトさん、爆ばく発はつ事件の調査に来たんじゃないんですか？」

「爆発事件？　僕はアナスタシアを襲った犯人の手がかりを掴つかもうと──」

「アナスタシアさんが襲われた!?」

　ペシェも知らなかったのか。話がかみ合わないはずだ。

「待て、君の言う事が正しければ、現場は爆発事件のようだったんだな？」

「は、はい……前回と同じく、黒いクレーターのような穴が」

　という事は、アナスタシアたちはその爆発に巻き込まれてケガをしたのか。三十人近い人間を一度にケガさせるとしたら、合理的な攻撃方法だ。

　黒いモンスターのような人間。

　そういえば、ペシェの雑誌では「謎なぞの黒い生物」を追っていた。

　その黒い生物が、人型モンスターだとしたら。

「フウトさん？」

　どうやら認めなければならない。

　自分が大きな過あやまちをおかしていた事に。

「ペシェ、すまなかった！」

　直立不動の姿勢から、ほぼ直角に頭を下げるフウト。

「君の言っていた事は全て本当だったみたいだ。爆発事件も、黒い生物も。僕は君たちの書く記事は全て嘘うそだと思っていた。申し訳ない！」

「い、いいえ、嘘も書きますけど……でも、信じてもらえてよかったです」

　少なくともこの事件に関しては、ペシェは全て真実を言っていた。

　爆発事件の犯人は、黒い謎の生物。

　そしてそれはアナスタシアを狙った人間らしき存在。

　少なくとも自然現象ではない。誰かの意志によるものだ。

　それも──とびきりの悪意。
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　城から緊きん急きゆうの招集がかけられた。

　アナスタシアとエリュシオンを除く全ての勇者が集合し、騎き士し団からの説明を受ける事になった。

　曰いわく、アナスタシアを狙った敵──敵とはっきり発言した──は、人型の新種モンスターであり、ゼルニア城下町に潜ひそんでいる可能性が高い。そして姿を隠かくせるほどの知能を併あわせ持ち、なおかつ爆発を自在に起こせるという。

　平和が脅おびやかされている今、勇者の力で排はい除じよして欲しい。それが騎士団の言い分だった。

　もちろんそれで納なつ得とくするわけがなく、まずフウトが尋たずねた。爆発事件は今までも起きていたのに、どうして今まで隠いん蔽ぺいしていたのかと。

　それに対して、騎士団は「事態を軽かろんじていた」と謝罪するだけだった。

　畑や家か畜ちくに被ひ害がいが出るほどの事件を軽んじるとは、どういう神経をしているのか。さらに追つい及きゆうしたい所だったが、説明をした騎士も事情を知らないようだったので、フウトはあきらめるしかなかった。

　今は原因の追及よりも、町の安全が優先される。

　全ての勇者は気を引き締しめ、各団体が城下町の捜そう索さくにあたった。

　そして一週間が過ぎ──







「あ、兄さん」

　朝、食しよく卓たくで妹に呼び止められた。

「今日も早く出かけるの？」

「ああ、最近は物ぶつ騒そうだからな。早く登校して、調査に協力しないといけないんだ。何か用だったのか、フミ？」

「いいえ。ただ、最近はがんばってるみたいだから」

「……？」

　あの妹が珍めずらしく兄を褒ほめた。

　怪け訝げんな顔をして見ている事に気がついたのか、妹は兄から目をそらす。

「別に、普ふ段だんからがんばっていたのなら、それでいいのよ」

　そんな事を言ってスープを飲んでいた。

　何か心境の変化でもあったのかと思いつつ、フウトは先に家を出た。







「……出ないな」

　ファティマ学園の学園長室で、フウトは城下町の地図を眺ながめていた。

　ここ一週間、爆発事件はまったく起きなかった。

　当然かもしれない。

　フウトが犯人だとしたら、勇者を襲うという大犯罪をやらかした後に城下町に留とどまろうとは思わない。仮に犯人が城下町にいなければならない理由があったとしても、目立った犯行は避さける。

　最強と呼ばれるゼルニア騎士団に匹ひつ敵てきする、各勇者のスポンサーたちが全力を挙げて町を捜索していると知ったら、爆発事件の犯人でなくとも悪事を控ひかえようという気になるだろう。防犯という名目であれば、効果は上々だ。

　しかし肝かん心じんの人型モンスターの足取りは掴めないまま。

　もしかして城下町の外、あるいは他国へ逃にげたのだろうか。

　それなら二度と犯罪が起きないので、良い事ではあるのだが。

「ほらフィオーレ！　部屋を散らかさないでください！」

　ソファに寝ね転ころんでいるフィオーレに説教する学園長。見慣れた光景だ。

　あれから一週間、フウトはフィオーレに話すのをためらっていた。

　お互たがい遊んでいるわけではない。

　だが今いま更さらフィオーレに、なんと言うべきか。

　ペシェも真ま面じ目めに取材をしている事は理解できた。

　しかし──納得がいかない部分もある。

　分かっているのだ。フウトとフィオーレの勇者という仕事に対する考えが違ちがう事は。

　だが、どう違うのか、いまだに掴めない。

　アナスタシアの危機も放ほうって雑誌の取材に行く意味、デート日に見せた怒いかり、その他、フウトの理解の範はん疇ちゆうを超こえた行動が多すぎる。

「こんなに手紙もほっぽって！　片付けなさい！」

「ほっぽってないよー！　ちゃんと全部目を通してるんだよー！」

　子供のような言い訳をするフィオーレ。

「まったく──ファンレターなら家で読めばいいでしょうに」

「んー、ファンレターとも違うよ」

　フィオーレを見ると、届いた大量の手紙を読んでいた。一枚を読むのに十秒かかっておらず、しかしちゃんと目は通しているようで、たまに一部の手紙を分けている。

　やがて全ての手紙を読み終えると、フィオーレは大きく身体からだを伸のばして立ち上がった。

「ねぇフウト。その地図、いい？」

「ん？　これか？」

　ゼルニア城下町の地図を渡わたすと、フィオーレはそれを学園長の机に広げた。

　そして手紙を参照しつつ、持っていたクッキーを地図に置いていく。

「何してるんだフィオーレ？」

「犯行現場のチェック」

「犯行って、何の？」

「爆発事件だよ。ほら、どいて。邪じや魔ま」

　フィオーレの尻しりに押されて脇わきへ避よけるフウト。

　ちょうど彼女宛あての手紙が目に入ったので、悪いとは思いつつ目を通してみた。

『──同どう封ふうした地図の通り、金物屋の裏で爆発がありました。小さな爆発だったので騎士団も来てくれませんでした。フィオーレさん、お役に立てたでしょうか？』

　これはファンからの手紙とは、少し違うようだ。

「なんだこれ……目もく撃げき情報？」

「やっぱり何かを探すんだったら、みんなに協力を仰あおがないとねー」

「いつ協力を仰いだんだ？」

「先週、かな？」

「先週って──まさか、『週刊ゼルニア』か!?」

　フウトも買って読んでみたが、フィオーレはインタビューの中で確かにそんな事を言っていたのだ。

『──最近、城下町で爆発が起きてるんだって？　怖こわいよね。犯人を早く捕つかまえたいから、事件の情報を知ってる人がいたら、私に教えてね！』

　たったそれだけの文章だ。

　フウトは爆発事件を知っているから特に何も思わなかったが、ファンからすれば勇者フィオーレの役に立てるチャンスなのだ。ファンでなくとも、事件を解決するきっかけになればいいと、親切な人が立ち上がるかもしれない。

「ファンのみんなには、本当に感謝だよー」

　嬉うれしそうにクッキーを置いていくフィオーレ。

「まさか……それを狙ねらって取材に？」

「どうフウト？　たまには雑誌も役に立つでしょ？」

　そこまで考えて取材を受けていたのか。

　顎あごを上げ、満面の笑えみを浮うかべるフィオーレに、フウトは何も言えなかった。

　悔くやしいが、雑誌の効果を認めざるを得ない。

　情報の真しん偽ぎはともかく、多くの人の目に留まるという事実にずっと気づかなかった。

　そしてフィオーレはいち早く気づいていたのだ。

「あれ？　でも、事件を知ったのは最初の取材の前だよな？」

「そうだけど、ペシェから爆ばく発はつ事件の事を聞いたら思いついちゃって」

　学園長の言葉を思い出す。

　フィオーレは楽をするために全力を出すのだ。

　フウトがさんざん悩なやまされた雑誌すらも利用するとは、本当に恐おそろしい女である。

「よし、できたっ」

　クッキーの設置が完かん了りようしたようだ。

　フウトもクッキーまみれの地図を見る。

「これは……！」

　クッキーは地図の北側に集中していた。

　北──つまりゼルニア城の周辺だ。

「やっぱりお城に何かあるんだよ。黒幕が城の人間とか」

「……そうとも限らない」

　クッキーで埋うまった城。

「城の人間に恨うらみを持った人間の犯行という可能性もあるさ」

　まるでクッキーの兵隊が城を囲んでいるようだった。
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　親切なファンの情報に感謝しつつ、フウトとフィオーレはゼルニア城へ向かった。目撃したという爆発事件の手がかりを掴つかむために。

　勇者を襲おそえるほどの強さを持った何かが徘はい徊かいしていると聞けば、フウトやフィオーレが動かない理由はどこにもない。

　とはいえ──

「勇者フウトさんですか。申し訳ないが、ここは騎士団に任せてもらおう」

　目撃情報があった場所には、すでに騎士がうろついていた。

「ええーっ、勇者課からも命令が来てるんですけどぉ？」

　フィオーレがしなを作って頼たのみ込んでも、

「事情は分かるが、すまない。仲間がやられたとあっては黙だまっていられないんだ。騎き士し団のメンツにかけても、まずは我々に任せて欲しい」

　頭を下げる騎士は、どう説得しても動きそうになかった。

　このようなやりとりを、すでに三回している。

　どの現場でも騎士が躍やつ起きになって手がかりを掴もうとしていた。彼らの目は徐じよ々じよに険しくなり、現場に近づこうとする一いつ般ぱん人を威い嚇かくする始末。これでは騎士団の評判はさらに悪くなってしまう。

「ペシェの気持ちが少し分かったね」

「……そうだな」

　認めたくないが、フィオーレに同意する。

　知りたいと思う気持ちを遮さえぎられるのは、なかなかストレスが溜たまるものだ。

「ま、しょーがない。次の現場にいってみよー」

「まだ行くのか？」

「騎士団がまだ知らない場所があるかもしれないでしょ？」

「なるほど、君に手紙を出した人だけが知っている場所か」

　騎士団も独自の情じよう報ほう網もうがあるだろうが、こちらも負けてはいない。

　根気よく探せば、誰だれも知らない事件現場があるだろう。そこで手がかりが見つかればラッキーだ。

　それから数回、騎士団と鉢はち合あわせた後、ようやくフウトとフィオーレは誰もいない事件現場を発見した。

「うわ、ここは分からないな！」

　そこは城下町の北西にある、炭焼き小屋だった。

　高く積まれた薪まきは無事で、竈かまども被ひ害がいはない。

　木材を取り扱あつかう場所で爆発が起きれば大惨さん事じになるが、正確にはここが現場ではなく、この裏手にある森だった。

　もともと草で覆おおわれている上、土も黒いので爆発の痕こん跡せきが分からないのだ。

　この炭焼き小屋を管理している男が、たまたま深夜にそこをうろついていた時に爆発を見たという。もし彼がそこにいなければ、誰も気づかなかったかもしれない。

「よし、調べてみよう」

「がんばれフウト！」

　そう言ってフィオーレは薪の山に座る。

　いつもなら文句の一つも言ってやる所なのだが、今回は情報提供という重大な仕事をしてくれたのだ。フウトは黙って現場を調べた。

　よく目を凝こらせば、土の色が違う場所がある。ここが爆発の跡あとか。

　黒い部分は火薬だろうか──いや、違う。魔ま力りよくの痕跡とも違う。

　物事の本質を理解できるスキルを持ったセシルなら分かるだろうか。

　実際に爆発するところを見れば、何か分かるかもしれない──

　そう考えていたフウトの耳が、小さな風の振しん動どうを感じた。

　殺気を孕はらんだ風。

「フィオーレ！」

　目の前にあった石を拾い、立ち上がる。

　まさにフィオーレに襲いかかろうとした黒い影かげに向かってその石を全力で投げつけた。

　石が命中すると、黒い影は吹ふき飛んで転がった。

「な、何!?　なんなの!?」

　薪の山から飛び降りたフィオーレも、慌あわてて周囲を見る。

　とっさの事だったので、手加減を忘れた。もしも人間だったら骨折どころでは済まないケガを負わせていた。そのくらいの速度で石を投げた。

　が、そいつは平然と立ち上がる。




　黒い──人型モンスター。




　アナスタシアの証言通りだった。

　姿形は人間そのままだ。フウトやフィオーレと変わらない身長。体格は中肉中背で、身体からだの凹おう凸とつは乏とぼしく、性別は分からない。

　しかし身体の表面に見える黒い肌はだ。

　ずっとそれを殺し続けてきたフウトには分かる。

　あれはモンスターの皮ひ膚ふだ。

　見た瞬しゆん間かん、フウトの全身が戦いの準備を始める。

　スキルが発動し、心臓の鼓こ動どうが早くなるのを感じる。

　まず人型モンスターの手を見た。仮にあれが攻こう撃げきしてくるのだとしたら、何らかの武装を持っているはずだ。爪つめか、牙きばか。

「はっ！」

　まだ薪になっていない木材の山から、フウトは手になじむものを引っ張り出し、棍こんのように振ふり回す。刃は物ものがついていない武器で、あの人型を倒たおせるか分からない。しかし今はこれで精せい一いつ杯ぱいだ。使えるものは何でも使う。

「さぁ、来いっ！」

　棍を肩かたに担かつぎ、手招きする。

　が、人型モンスターはバネのような脚きやく力りよくで飛び上がり、フィオーレを狙った。

「っ！」

　フィオーレもスキルを発動する。「花道スター・ロード」と呼ばれる、全すべての力を強化するスキルがオーラとなって、全身を包みこむ。

　人型モンスターの拳こぶしが、フィオーレのキックとぶつかった。

　次の瞬間、大爆発がフィオーレごと周囲の木材を吹き飛ばした。

　あの拳が爆発を生じさせていたのか。

「フィオーレ！」

「だいじょぶっ！」

　爆発の寸前、フィオーレは蹴けりの反動で下がっていた。爆風の影えい響きようはゼロだ。安あん堵どすると同時に、その速さに驚おどろいた。

「はああああああっ！」

　フウトは自分の力を確かく認にんしながらモンスターに走る。

　全ぜん盛せい期より、まだ遅おそい。せいぜい常人の五十倍くらい。

　それでも普ふ通つうのモンスター相手なら充じゆう分ぶんすぎるほどの力だ。

　棍を振り回し、人型モンスターの脳天から振り下ろす。が、やはり木材、モンスターの頭に叩たたきつけただけで折れてしまった。

「くっ！」

　すぐに次の武器を探すが、遅い。

　モンスターはフウト──ではなく、彼の背後にいたフィオーレに向かって走る。

「えっ!?」

「私？」

　フィオーレはきょとんとした顔をしている。

　そんな彼女を待つはずもなく、モンスターは爆発する拳をフィオーレに突つきだした。

「よっ、と」

　フィオーレの手がモンスターの腕うでを掴んだ。

　勢いを利用して、背後に投げ飛ばす。宙を舞まったモンスターは自分の速度によって激しく地面に叩きつけられた。

　拳に当たると爆発するなら、当たらなければ良い。

　単純な解法だが、実じつ践せんするのは難しい。それを一度見ただけで理解するとは、やはりフィオーレのセンスは並ではない。

「だぁっ！」

　フウトはようやく見つけた薪割り用の斧おのを、倒れた人型モンスターに投げつける。

　が、素す早ばやく起き上がったモンスターはその斧を避よけると、高く跳ちよう躍やくした。

　炭焼き小屋の裏手の森の枝まで一気に飛び移り──

　そして、そのまま逃にげ去っていった。

「あいつ！」

　追おうとするが、フウトはある事に気づく。




　身体の中のスキルが、反応している。




　フウトの中の希望が動いている。

　今までにもこういう事はあった。フウトが活かつ躍やくして大量の希望が流れ込んできた時や、逆に失敗して希望が消えていく時。

　大切にしているこのスキルの感覚。

　それが今、また沸わき上がっている。

「フウト、追いかけないの!?　見失っちゃうよ！」

　逃げていく人型モンスターを指さすフィオーレ。

「いや、大だい丈じよう夫ぶだ」

　地面に刺ささった斧を引き抜ぬき、フウトは元の場所に戻もどす。爆ばく発はつに巻き込まれた木材が燃えていないか心配だったが、火がついている様子はない。

　それよりも、気になる事がある。

「……フィオーレ」

「なに？」

「ありがとう。君のおかげで助かった」

　自分の身体の変化を感じたら、全て理解できた。

　それと同時に、自分が恥はずかしくなる。

「多分、今までの僕なら負けていた。スキルのおかげで身体が強化されていたから、なんとか撃げき退たいできたんだ」

「そっか。良かったじゃん」

「君のおかげだ」

　今までフウトは何もしていなかった。

　いや、あわよくば爆発事件やアナスタシアのつきまとい犯を解決すれば、少しは人気が出るかもしれないと思った事がある。

　しかしそれは国民に知らせる媒ばい体たいがあってこそ。

　フィオーレは、ずっとそれをやってきたのだ。

「今週号の『週刊ゼルニア』も読んだよ。君はインタビューに答えていたな」

　おそらくその時、フウトはアナスタシアとデートをしていたはずだ。その時と同じ服を着て歩いている写真が載のっていた。

「君は自分だけじゃなく、僕の事も話していた──二人揃そろって勇者だと、答えていた」

　自分本位で、適当な気持ちでインタビューを受けていたら、そんな言葉は出てこない。

　フィオーレは、常にフウトの事も意識していた。

　国民からは、二人揃って「七人目」だと言われている。

　だから雑誌に載ったフィオーレの言葉は、そのままフウトの言葉でもあった。




「君が雑誌に出ていたから、人気が上がった──いや、君は僕たちの人気を上げるために雑誌に出たんだ」




　前に彼女に言われたのを思い出す。

　フウトは目の前の事件にすぐ飛びついてしまうと。

　そんな彼女に、それの何が悪い、と言った。

　──悪いどころか、最悪だ。

　どんな事件だろうと、それを解決する「力」がなければ意味がない。

　フィオーレはそのための「力」を作ってくれていたのだ。

「自分の立ち位置も知らずに、君に勝手な事を言った。許して欲しい」

「べ、別にそんなつもりじゃないよ」

　手を振って否定するフィオーレ。

「ただ私は、楽して人気が取れればそれでいいんだよ。ついでにフウトも強くなれたらラッキーじゃん」

「それでも、僕は助かった」

　力があると勘かん違ちがいしていた。

　それがフィオーレの努力によるものだと知りもしないで。

「ただ……ひとつだけ言わせて欲しい」

「ん？」

　様々な想おもいを込こめて、フウトはこう言った。

「君のやる事は、回りくどい！」

「ええーっ！」

「君の行動に何らかの事情があるのは分かったから、少しは僕に分かるように説明してくれ！　でないと目的が分からない！」

「そんなの、フウトの頭が固いだけじゃん！　もっと柔じゆう軟なんな思考で私の行動を見守ってくれれば、ストレスも溜たまらないんだけどなー」

「君の頭は柔軟すぎるんだよ！」

　フウトの頭が悪いと言われればそれまでだ。雑誌に対する偏へん見けんがあったのも事実だ。

　フィオーレにとって雑誌は悪印象もないし、むしろ人気を得る手段として見られたというだけの話。

　だからこそ、気づかなかった自分が恥ずかしい。

　フウトは、もう一度頭を下げる。

「すまない。そして、ありがとうフィオーレ」

　謝罪よりも、感謝の気持ちが強かった。

　フウトの知らない所で、彼女もがんばっていたのだ。

「いいよ、もう。そうやって改まってお礼言われると、恥ずかしいよ」

「恥ずかしいと言えば、フィオーレ。今週号の『週刊ゼルニア』」

「え？」

「君は『来月は水着の写真で出るかも』とか言っていたな。あれは何なんだ」

「い、いや、それはね、出るかもって言っておけば、次の号の売り上げが伸のびるかなーって思ってさ」

「普通の格好でいいだろう！　そうやってどんどん際きわどい衣い装しようを着て、国民に変な目で見られたらどうするんだ！」

「なんでよー、別に見せるだけならいいじゃん」

「ダメだ！」

「そんなに心配しなくても平気だって、水着くらい」

「心配に決まってるだろう！」

　強い口調でフウトは反論する。

「相棒なんだから！」

　フウトの声に驚いて、フィオーレは一歩下がる。

　目を丸くしたかと思うと、何な故ぜかニヤニヤと笑いだした。

「……相棒、か」

　その言葉を噛かみしめるように呟つぶやく。

「そっか」

「なんだよ」

「別にー。えへへ」

　何が嬉うれしいのか、クルクルと回りだすフィオーレ。

　なぜ笑っているのか、フウトには分からなかった。

「ていうかフウト、『ひとつだけ言わせて』って言ったのに、二つ言ったよ」

「う──すまない」

　これは謝罪するしかない。

「ところでフウト、本当にいいの？　モンスター逃がしちゃって」

「ああ、問題ない」

　モンスターの居場所は、だいたい分かる。

　先ほど、フウトが自分の身体からだの変化に気づいたのがヒントになった。

　フウトの身体は希望を糧かてとする。
















　だから変な話だが、希望に敏びん感かんな身体なのだ。

「……あの時、僕の身体に希望が流れ込んだんだ」

「希望？　私の？」

「いや──」

　フウトは目を細めて、それが遠ざかっていった方向を見る。

「あのモンスターからだ」




　　　　＊




「失礼します！」

　いつものように城に入り、いつものように廊ろう下かを歩く。

　ほぼ見知った顔の文官や騎き士しとすれ違いながら、フウトとフィオーレは目的の場所までたどり着いた。

　フウト自身、その目的の場所を知らなかった。

　ただ身体が──スキルが思うままに歩いただけだ。

「フウト……さん？」

　そこは訓練所Ｂと書かれた部屋。

　アン・フラン騎士団が毎日鍛たん錬れんしている場所だった。

　木ぼつ剣けんを持って戦っている女性騎士に混じって、アナスタシアがいた。訓練用の身軽な服に着き替がえている彼女は、どこにも外傷はない。

「……アナスタシア。もう身体は平気なのか？」

「はい。おかげさまで」

「そうか。良かった」

　さすがエリュシオンと言うべきか。彼女の治ち癒ゆ魔ま法ほうがなければ、アナスタシアも騎士団も寝ね込こんだままだろう。

「フウトくん、今日はどうしたの？　お見み舞まい？」

　女性騎士たちも訓練を止めてこちらを見る。

　フウトはそんな彼女たちを見回した。

「すみません、時間は取らせません」

　と言っても、何も知らない女性騎士たちにとっては訳が分からないだろう。勝手に押しかけてきて、それは失礼すぎる。

　言葉を選びつつ、フウトは説明する事にした。

「ええと、一連の事件について分かった事があるんです」

「一連の事件……って、アナスタシアのつきまとい犯？」

「か、どうかは分からないんですけどね」

　首をかしげるフウトに、女性騎士たちも困こん惑わくする。

「ただ、アナスタシアを襲おそった人型モンスターについては分かりました。そいつが爆ばく発はつ事件を起こしていた事も」

「本当に!?」

　ざわめく女性騎士たち。

「……多分、です」

「なんで自信なさげなの!?　いつもみたいにビシッと言ってやりなよ！」

　フィオーレに背中を叩たたかれてしまった。

「仕方ないだろ、全部僕のスキル頼だよりなんだから！」

　気を取り直して、フウトは説明を続けた。

「僕のスキル『偶像守護者アイドルセイバー』は、人の希望を力に変えるスキルです。人の希望が流れ込んでくるのを感じる事ができるんです」

　静まりかえる女性騎士たち。

「ついさっき、そこで人型モンスターに襲われました。アナスタシアを襲ったのと、同じやつだと思います」

「モンスターに!?」

「問題はそこではないんです。その人型モンスターから、僕は希望を受け取ったんです」

　女性騎士たちが驚おどろくが、アナスタシアだけは冷静だった。

「つまりモンスターはフウトさんに希望を抱いだいていた……のですか？」

「ああ」

　頷うなずくフウト。

「今まで爆発しか起こさなかった人型モンスターが、どうしてアナスタシアたちを狙ねらったのか、なんとなく分かったんだ」

「どうして私は襲われたんですか？」

「犯人の狙いは君じゃない。僕なんだよ」

　フウトの説明に、全員また黙だまり込む。

　今度は意味が分からなかったようだ。

「えーと、つまりこういう事？」

　道すがら簡単に説明しただけだが、フィオーレは全部理解できたようだ。

「あの人型モンスターはフウトの事が好きで、アナスタシアはフウトと仲がいいから襲われたってわけ？」

「そう、そういう事だ！」

　噛み砕くだいて説明してくれるフィオーレに感謝するが、女性騎士たちの動どう揺ようはさらに強まったようだ。

「つまり、自分で言うのもなんですが、そのモンスターはアナスタシアに対して──」

　フウトはアナスタシアを見ながら、こう結論づける。

「──嫉しつ妬との感情を抱いたんです」

　女性騎士たちの反応はまちまちだった。

　驚いて声も出ない者もいれば、笑う者もいる。

「え、だってモンスターが嫉妬って……」

「はい、そうです」

　モンスターには感情がない。

　ただ暴れ、壊こわすのみ。

　だがあの人型モンスターは嫉妬した。フウトに希望を抱いた。

「つまりあれはモンスターではなく、人間が何らかの形で変化したものです」

　そう考えれば納なつ得とくがいく。

　アナスタシアが狙われたのは、フウトとのデートの直後だった。それ以前にもニュースの日の夜に起きたスキャンダルが雑誌に掲けい載さいされてから、つきまとい犯の動きが活発になった。

　アナスタシアに恨うらみを抱いていたのは、フウトへの好意の裏返しだったのだ。

「……むむむ、なんだか納得いかない」

　考え込むフィオーレ。

「なんで私は狙われなかったの!?　相棒なのに！」

「うーん、それは普ふ段だんの行いじゃないかな」

　フウトとフィオーレの関係は、雑誌にも書かれている通り、非常に悪い。前回もケンカの末に家を破は壊かいしたなどと書かれたし、勇者テレビでも口ゲンカをしている姿ばかり映されている。

　誤解は解けたが、ついさっきまで仲なか違たがいをしていたくらいだ。

　普通のファンが見れば、嫉妬しようもない。

　だが──

「今週の『週刊ゼルニア』で、見方が変わった人もいるかもな」

　フィオーレのインタビューを読んで、何かを思った読者もいるだろう。

　やはり二人は仲が良いと思い込み、嫉妬した読者もいるかもしれない。

「炭焼き小屋で襲われた時の事、覚えてるか？」

「何かあったっけ？」

「あの時、人型モンスターは君しか狙っていなかった」

「そっか──」

「週刊ゼルニア」が発売されたせいで、人型モンスターがフィオーレに嫉妬したのだとしたら、全すべて説明がつく。

　フウトのファンによる犯行だったのだ。

　そして、その犯人はここにいる。

「フィオーレを襲った人型モンスターからもらった希望を辿たどって、僕たちはここまで来たんです」

「てことは、この中に人型モンスターがいるって事？」

「おそらく」

　女性騎士に頷きつつ、フウトは部屋を見回す。

　あとは推測でしかない。

　フウトのスキルが感じる希望という、本当にかすかな頼りのみ。

　──だが、それ以上詮せん索さくする必要はなかった。

　女性騎士たちの視線が動き、ある人物で留まる。

　何故かというと、先ほどから彼女はずっと震ふるえていたからだ。それはもう、誰だれが見ても明らかに動揺していると見て取れるほど。

　フウトも覚えている。

　確か、打ち上げの時にフウトの隣となりに座っていた──

「アムさん……でしたね」

　髪かみの長い、美しい騎士。

　アナスタシアが騎士長に𠮟しかられた時、真っ先に駆かけつけてくれた女性。

　打ち上げの時の楽しそうな笑え顔がおはどこへ消えたのか、ずっと身体からだを押さえて震えている。唇くちびるが青ざめ、目に涙なみだが浮うかんでいる。

「わ、私──」

　そしてアムは、その場に膝ひざをついた。

「ごめんなさいっ！」

　両手で顔を覆おおうアムに、他ほかの騎士たちが声をかけようとするが、何も言葉が見つからないようだ。

　アムはしばらく泣いた後、かすれるような声でこう告げた。

「フウトくんの言う通りです……私が、アナスタシアを襲ったの……」

　彼女が、フウトのせいで。

　フウトですら知らなかった。彼が気づいたのは、受け取った希望を辿ったらここまで来たというだけで、アムが自分から喋しやべらなければいつまでも分からないままだった。

　その潔いさぎよさは、騎き士し道どうから来るものか。

「アナスタシアの事は好きだった。それは本当よ。でも、フウトくんと仲良くしているのを見ていたら、どうしても気持ちが抑おさえられなくて──本当にごめんなさい！」

「アム……」

　アナスタシアも辛つらそうな表情だ。仲間が自分に刃やいばを向ける事が、どれだけ苦しいか。

「……でもアム、あなたどうやってアナスタシアを？　あなた本当に人間なの？」

　女性騎士がアムを警けい戒かいする。

　彼女がアナスタシアを襲った人型モンスターだとしたら……？

「わ、私は、もらった力で」

「もらった力？」

「そう──フウトくんと、アナスタシアがデートをしているのを見て、それで感情が抑えきれなくて、そこに──黒い、人が、私に──」

　嗚お咽えつ混じりに説明するアムだが、その発言には不可解な点があった。

「アムさん、誰かがあなたに力とやらを渡わたしたんですか？」

「そ、そう、黒い、人が──あなたたちのデートの作戦の時に……」

　うなだれて話す気力すら失われているアム。

　しかし、彼女が本当の事を話しているのだとしたら、おかしい。

「デートの時に力をもらったって……じゃあデートの前の爆発事件は誰がやったんだ？」

「そりゃ、アムさんに力をあげたって人でしょ？」

「てことは、この力っていうのは、簡単に譲じよう渡とできるようなものなのか？」

　もしそうだとしたら、爆発事件どころの騒さわぎではない。

　爆発事件を簡単に起こせるような力を、誰かが操あやつっている。

　ただの破は壊かい衝しよう動どうではなく、何者かの陰いん謀ぼうだとしたら、それはゼルニア王国を揺ゆるがす大事件になるはずだ。

　騎士団が隠いん蔽ぺいした理由は、まさか──

　そこまで考えた時、フウトの頭の中が真っ白になった。

　轟ごう音おんと激しい衝しよう撃げきが空間と地面と身体を揺らした。

　訓練室の壁かべが砕け散り、破は片へんが飛び散る。

　巨きよ大だいな爆ばく発はつが鼓こ膜まくを刺し激げきし、それによって生じる煙けむりに前後不覚になる。

「きゃああああああっ！」

　誰かの悲鳴。

　それに気づいた時には、もう遅おそかった。

　黒い影かげがいた。

　外から壁を爆発させた人型モンスターが、アムに襲おそいかかっている。

　フィオーレがスキルを発動させるが、間に合わない。

「くっ！」

　フウトの目が捉とらえたのは、人型モンスターの爆発する拳こぶしがアムに直撃する寸前、アナスタシアが振ふるった木ぼつ剣けんがそれをまっすぐ切り払はらった瞬しゆん間かんだった。

　アナスタシアのスキルが人型モンスターの拳を正面から切断し、だが、爆発までは殺せなかった。拳から生まれた爆発が、木剣ごとアナスタシアを吹ふき飛ばす。

「アナスタシア！　アムさん！」

　フウトが呼びかけるが、アナスタシアは倒たおれてぐったりとしている。

　が、人型モンスターもそれ以上追撃しようとはしなかった。アナスタシアの木剣によって拳が傷ついているからだ。正しい刃は物ものではないから、傷をつける程度しかスキルが発動しなかったのだ。

　人型モンスターは自らが開けた壁の穴から飛び出し、逃にげていく。

　追うべきか迷ったが、今はアナスタシアたちだ。

「しっかりしろ！」

　アナスタシアはアムをかばうように倒れていた。アムは無傷だが、アナスタシアは爆発に巻き込まれて血に塗まみれていた。

「アナスタシア……私を、かばって……！」

　身を起こしたアムが、アナスタシアを抱だき起こす。

　出血はひどいが、生きている。すぐにエリュシオンに診みせれば大だい丈じよう夫ぶだ。

「私、勇者課に知らせてきます！」

　ひとりの女性騎士が飛び出していった。勇者課から呼び出しがあれば、どの勇者も五分以内に駆けつけるだろう。

「アナスタシア、どうして……！　私、あなたを……！」

「関係ありません」

　倒れたまま、いつものように冷静にアナスタシアは答えた。




「私はあなたが好きです。だから助けました」




「……！」

　口元を押さえるアムの目に、また涙が溜たまる。

「あなたがフウトさんの活かつ躍やくに元気づけられているように、私もあなたによって助けられているんです。だから、守りたいと思うのは当然です」

「……アナスタシア…………！」

　アムはアナスタシアを抱きしめ、何度も何度も「ごめん」と呟つぶやいた。アナスタシアは大ケガをしていながら、それでもアムの腕うでに抱だかれて安らいだ表情をしている。

　彼女たちの感情に嘘うそ偽いつわりはない。

　アムのアナスタシアに対する気持ちも、フウトに対する気持ちも。

「……同じ『好き』って感情にも、色々あるんだな」

「そだね」

　フウトの言葉に、フィオーレも神しん妙みように頷うなずく。

　勇者として、その感情をあまりにも軽視しすぎた。

　こうしたファンの感情、雑誌を読んだ読者の感想、勇者テレビを観みる視し聴ちよう者の気持ち、実際に会って話す人の想おもい──

　同じ色でも違ちがって見えるように、感情にも様々な形がある。

　もしかしたらフィオーレはそれを知っているかもしれない。だとしたらフウトはまだ彼女に追いつけそうもない。

　しかし、いつかは必ず。

「フィオーレ、追いかけるぞ！」

　逃げた人型モンスターを追って、二人は壁の穴から飛び出した。







　モンスターと同じように、血液のような黒い霧きりが流れていた。アナスタシアが作った傷から生まれた黒い跡あとを追いかけ、人型モンスターを追い詰つめる。

　城じよう壁へきの上に、それはいた。

　あのモンスターの脚きやく力りよくならばもっと逃げられたはずだが、まるでフウトたちを待ち構えているようにそこに立っている。

　城壁と言っても、見張りの兵隊が行き来できるほどの広さはある。城の四よ隅すみには見張り塔とうが立っており、そこに勤めている兵士が慌あわてて逃げているのが見えた。

　外は堀ほりだ。水が張ってあるが、普ふ通つうの人が飛び降りたら死ぬだろう。逆にモンスターがあそこに飛び込んだら、水路に逃げられる可能性もある。

　今ここで仕留めなければ。

「よしフウト、私が囮おとりになるから、攻こう撃げきよろしく！」

　拳を構えるフィオーレ。

「それって実質、僕だけが働いてるよな？」

　騎士団から拝借した槍やりを構えるフウト。いつも使っている槍と比べて強度は落ちるが、魔ま法ほうによる洗礼が施ほどこされているため、市し販はんの槍よりずっとよく刺ささる。

　サイレンの音が聞こえる。

　モンスター出現の時とは少し違う。これは避ひ難なん勧かん告こくよりワンランク下がる、警告を知らせる音。スキル犯罪者などが現れた時に聞こえるサイレンだ。

　あの人型がスキル犯罪者と認められたようだ。

　意思を持って人を襲うモンスター、そして人に譲渡できる能力。

　考えられるとすれば、スキル犯罪者しかない。

「おとなしく投降しろ！　君に逃げ場はないぞ！」

　槍を突つきつけて、フウトは宣告する。

　サイレンが鳴ったという事は、勇者に緊きん急きゆう招集がかかったという事。

　あと五分もしないうちに、勇者がここに揃そろう。

　人型モンスターが何をしようが、八人の勇者を相手に勝てるはずがない。

　そう考えた矢先──

「え!?」

　人型モンスターの手が、真上に伸のびた。

　すると、空に小さな穴が生まれた。

　穴の向こうは、闇やみだ。

　あの闇には見覚えがある。

「まさか──あいつ」

　人型モンスターを見る。

　笑っていた。

　黒い顔で表情は見えないが、確かに笑って──

　そして、上げた手を振り下ろした。

　その動きに合わせて、空に生まれた謎なぞの穴が、まるで何かに切り取られたかのように下に伸びていく。

　縦に広がった空間の穴。それは──




　時空振しん動どうの穴。




　空に生まれた闇の中から、黒い手が伸びる。

　百を超こえる、無数の手が。

　モンスターの手が。

　ゼルニア城の真上に、突とつ如じよとして出現したのだった。







　第四章　勇者テレビ（ゼルニア城から中ちゆう継けい）




　サイレンが鳴り響ひびくゼルニア城。

　その城壁で、フウトは激しく動どう揺ようする。

　完全な失態だ。

　ゼルニア王国で一番重要な場所。他ほかにどんな犠ぎ牲せいを払ってでも守らなければならなかったゼルニア城にモンスターの侵しん入にゆうを許してしまった。

　責任の所在を問われるとしたら、誰だれのせいでもない。

　これまでモンスターは時空振動によって生まれる次元の裂さけ目から現れていた。つまり予告が必ずあるので、勇者たちにも準備をする期間が与あたえられていた。

　だが、今回は人型モンスターによって意図的に産み出された裂け目だ。予告もなければ猶ゆう予よもない。

　問題は今までそんな芸当ができる存在がいなかった事。

　新種の脅きよう威いに、今、フウトたちが対処しなければならないのだ。

「フィオーレ！　今回ばっかりはきちんと働いてもらうぞ！」

「わ、わかってるよっ！」

　城壁の上で槍を構え、フウトは周囲を観察する。

　頭上の裂け目から生まれたモンスターは、二十ほど。中型モンスターばかりなのが幸いだ。猛もう獣じゆうより大きなモンスターであれば、城内に侵入しても発見しやすい。これがウサギサイズの小型モンスターばかりだったら、国王をはじめとする重じゆう鎮ちんの命が危なかった。

「イヤァァァァァァァッ！」

　気合いを込こめて槍を突く。

　まずはもっとも厄やつ介かいな、目の前の人型。

　渾こん身しんの力を入れて突き出した槍を、人型は真上に跳とんで避よけた。

　が、空中にいれば格好の的だ。

「もらった！」

　すぐに槍を引き、空中の人型を狙ねらう。

　が、空には誰もいなかった。

「え？」

　視界に入るのは、モンスターを産み出す次元の裂け目のみ。

　あの人型モンスターはどこにもいない。

「フウト、下だよ！」

　フィオーレの指し摘てきした通り、城壁から下を見ると、堀に大きな水柱ができた。空中にいたはずなのに、どうやってあそこに移動したのか。

　いや、原因よりも、これからの問題だ。

　あの人型モンスターを追うべきか。

「だめだ、人型は後だ！」

　城には大勢の人間がいる。人型モンスターを追っている間に、別のモンスターが人間を食い殺すに違いない。

「フィオーレ！　小さい奴やつから狙え！」

「オッケー！」

　すると何を思ったのか、フィオーレはキックで城壁を砕くだいた。

「そぉれっ！」

　何をするのか問う前に、彼女は砕けた城壁の破は片へんを持ってモンスターに投げつけたではないか。あれは炭焼き小屋でフウトがやったのと同じだ。ただしフィオーレの場合、パワーが違いすぎる。

　投げつけた石は城壁を飛び降りて中庭に侵入した小型モンスターの胴どう体たいを貫つらぬき、衝しよう撃げきで周辺の花や道を粉々に粉ふん砕さいした。その周囲にいたモンスターまでも吹ふき飛ばし、動けなくしてしまう。

　ものすごい威い力りよくだ。

　しかし、重要な欠点がある。

「城を壊こわすな！　君の家じゃないんだぞ！」

「そんなこと言ったって、モンスターに暴れられたらもっとお城壊れちゃうよ！」

　言い訳をするフィオーレの頭上から、激しい光が降り注いだ。

「俺もフィオーレに賛成だぜっ！」

　激しい魔法の光がゼルニア城の中庭にいたモンスターを殲せん滅めつする。色とりどりの美しい光線は、まるで糸のように城の上空を埋うめ尽つくしていた。

　その美び麗れいな魔法の使い手は、フウトたちの側そばに降り立つ。

「バーナード！」

　旋せん律りつの魔ま導どう士しバーナードは、魔法を打つ手を休めることなくフウトの背中を叩たたく。

「お前らは城の中に行け！」

「けど、ここは」

「中にはまだ人がいる！　そいつらの避ひ難なんは任せた！　俺のスキルは室内で戦うのには向いてないんだよ！」

「右に同じく！　キミたちに頼たのんだ！」

　見張り塔の上に立っているのはセシル。

　確かに大規模の魔法を連発するバーナードや、巨きよ大だいな矢を連射するセシルの戦い方は室内では危険だ。

「すでにディンゴのおっさんやギョクレンも城に入った！　お前らも手伝ってくれ！」

「わかった！」

　フウトとフィオーレは城内に戻もどるため、城じよう壁へきを降りようとするが、

「バーナード。敵は時空振動のように、モンスターを呼び出す能力を持っている」

「んだと？」

「もしかしたら、さらに敵の増ぞう援えんが来るかもしれない。気を付けてくれ」

　そう言って、フウトは城壁を降りた。

「おい待てよフウト！」

　バーナードの声がかかるが、今はそれどころではない。

「モンスターを呼ぶって、それって」

　彼が言いたいことは分かる。

　敵の正体を気にしつつ、フウトとフィオーレは中庭の土を踏ふんだ。







『大変な事になりました！　なんとモンスターが城の中に侵入しました！　前代未聞！　ゼルニア王国の歴史でもこんな事は初めてですっ！　でーすーがー、視し聴ちよう者のみなさんご安心を！　すでに勇者がやってきました！　人を襲おそうモンスターなんて、ものの数分で片付きますよっ！』

　聞き慣れたオリーブお姉さんの声を背景に、フウトたちが城内へ飛び込むと、すでにそこは地じ獄ごくのような光景だった。

　人を襲うモンスター──ではなく、モンスターを襲う動物たちがいる。オオカミやクマ、獅し子しなどの猛獣が小型モンスターに集団で食らい付いている。

　あれはディンゴが操あやつる動物たちだ。彼のスキルによって意のままになった動物たちは、その潜せん在ざい能力も上がる。オオカミ一いつ匹ぴきだけでも小型モンスターを倒たおせるほどだ。しかし今、動物たちはモンスター相手に苦戦している。

　さらにカメラ妖よう精せいがあちこちに飛んでいるため、混こん沌とんに磨みがきがかかっていた。

「はっ！」

　フウトは手近な獣けもの型モンスターに槍やりを突つき刺さし、消しよう滅めつさせる。すぐに核かくを破は壊かいし、モンスターは消滅したが、今までより手て応ごたえが強い。フウトが弱いのではなく、モンスターが強くなっているのだ。

「ハッハッハァ！　行くぞ諸君！　我が必殺のダイナミック・スーパー・エクスプロージョン！　とぉりぁやーーーっ！」

　しかし動物たちと一いつ緒しよになってモンスターに投げ技わざを繰くり出すディンゴを見ていると、確かに安心する。城の床ゆかに叩きつけられたモンスターの心臓を抉えぐる猛獣を褒ほめつつ、次のモンスターに掴つかみかかっている。

　強さの他にも、ああいう余よ裕ゆうが大切なのだと、こんな時ながら知ったフウト。

「負けていられない──と思うけど、今は違ちがう」

「そだね。誰か殺されてるかもしれないしね」

　フィオーレも同意する。

　なにしろ急な襲しゆう来らいだ。避難が遅おくれて殺される文官がいても不思議ではない。

「おい、勇者フウト！」

　そこへ走ってきたのは、騎き士し長オーガストだった。いつもの簡素な鎧よろいではなく、全身を鋼鉄の鎧で覆おおっている。デートの時のアナスタシアとまったく同じ装備だ。

「よかった、無事だったんですね！」

　正確には、無事とは言い難がたい。彼の鎧はあちこちが傷ついている。頭からも出血しており、呼吸も荒あらくなっている。

「うむ、騎士団が総力を挙げて地下通路に誘ゆう導どうしている」

「逃にげ遅れた人は!?」

「この周辺にはいない。陛下も姫ひめも避難あそばされた。しかし大臣と文官の避難がまだ完かん了りようしていないのだ。君たちも救きゆう援えんに向かって欲しい」

　ならば、まずは彼らの安全を確保すべきか。

「おそらく逃げ遅れた大臣たちは二階におられる。すでに他の勇者も行っているとは思うが、君たちも向かってくれたまえ」

「はい！　ですが他の人は」

「心配するな。我々騎士団がいる限り、この城の人間は守ってみせる」

　鎧の胸を叩くオーガスト。

「なにしろ我々は勇者が生まれる前からゼルニア王国を守ってきたのだからな」

　老人の力強い言葉に、なぜかフウトも元気づけられた。

　ここで戦っているのは勇者だけではない。

　こんなに頼もしい味方が、あちこちにいるのだ。

「よろしくね、おじさん！」

「おじ──！」

　フィオーレが投げキッスをしながら走っていく。

　何度も頭を下げつつ、フウトは彼女を追って走った。すでに廊ろう下かのモンスターはディンゴがあらかた片付けてくれているようで、フウトたちが武器を振ふるう事はなかった。きっと他の場所でも別の勇者が敵の数を減らしてくれているだろう。

『フウトくん！　フィオーレちゃん！』

　近くを浮ふ遊ゆうしていたカメラ妖精から、オリーブお姉さんの声が聞こえた。

「オリーブさん！　大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

『私は平気だけど、戦えない人を守って！　そこ、そこから左上！』

「左……上？」

　言われた通りに視線を左上に向ける。

　窓から中庭を挟はさんで二階の窓が見えるが、大勢の人が集まっているのが見えた。どれくらい偉えらい人がいるのか分からないが、少なくとも非戦せん闘とう員がいる事には違いない。

「行くぞ！」

「そぉれっ！」

　身体からだを曲げると、フウトとフィオーレは現場へ跳とんだ。廊下から跳ちよう躍やくして、そのまま二階の窓に飛び込んだのである。ガラスが砕け、その下にいたモンスターに降り注ぐ。

「うおおおおおおおおおおっ！」

　フウトは周囲の確かく認にんもせず、モンスターに槍を突き刺した。

　黒い霧きりになって消滅するモンスター。その霧の向こうに二体のモンスターが見えた。それぞれ虎とらのように大きな獣型だが、片方はフィオーレが壁かべに叩きつけ、もう片方は見えない何かによって胴体を貫かれている。

　やったのはフィオーレと──

「助かったでゴザルよ！」

　守るべき人たちの向こう側に、ギョクレンがいた。東方の装しよう束ぞくに身を包んだ彼女は、両手で糸のようなものを手た繰ぐっている。

　その糸が通路に壁のようなものを作り、モンスターの侵しん入にゆうを阻はばんでいたようだが、その糸も限界だったようだ。モンスターが糸の結界を破ったところにフウトたちが飛び込んだのである。

「おお、勇者フウトと勇者フィオーレ！」

　一度に複数の希望がフウトに流れ込んだ。

　会議中だった大臣たちと、その付き人たち。侍じ従じゆうもいる。彼らが逃げ遅れた全員のようだが、ケガ人はいないようだ。

「逃げ遅れた人は、これで全員ですか？」

「ああ、そうだ。あとはそこの階段から地下に下りられればいいんだが……」

　大臣のひとりが指さすのは、廊下の端はしににある階段。が、複数の獣型モンスターが前後から走ってくるのが見えた。

　逆に考えれば、あれを蹴け散ちらせれば大臣たちは地下通路に逃げられるのだ。

　たかが数匹ひきのモンスター、恐おそれる必要はない。

「オッケー。おじさんたち、危ないから伏ふせててね！」

　拳こぶしを打ち鳴らし、フィオーレが前に出る。

「フィオーレ！　さすがにこの人たちにおじさんはないだろうが！」

　いくらなんでも国の重じゆう鎮ちんの前だぞ。騎士長もそうだが。

「まぁ、おじいさんと言われないだけマシか……」

　そしてそんなフィオーレをフォローする大臣のひとり。フウトの全身から脂あぶら汗あせが流れ出るのを感じた。これが原因で勇者をクビになったりしないだろうか。

　いや、考えている場合ではない。

　態度が不ふ遜そんでも、ここで全員を守りきれば良いのだ。

　廊下にいるモンスターくらい──

「ギョクレン！　外！」

「っ！」

　フィオーレの命令にいち早く反応したギョクレン。

　腕うでを振ると、無数の糸が窓に格こう子し状の壁を作った。次の瞬しゆん間かん、鳥型モンスターが黒いくちばしを格子の隙すき間まに突き刺している。まるで黒い雨が降ったかのようだ。

　外からやってきたのか。

　だとすると、モンスターの増援──？

　思考の前に、悪い予感が去来した。

「ダメだ！　ギョクレン！」

「え!?」

　窓に網あみを作ったギョクレンだが、それでは足りない。

　そう説明しようとした次の瞬間、窓ではなく、城の壁を突き破って鳥型モンスターが侵入してきた。砕くだけ散った壁の破は片へんが降り注ぎ、天てん井じようまで亀き裂れつが伸のびる。

「急いで避ひ難なんさせるぞ！」

「うん！」

　フウトは槍を構え、獣のように飛びだした。

　壁から侵入した鳥型モンスターを全力で突き、消滅したところで振り返る。すでに背後の壁も破られており、そこから獣型モンスターが走ってきている。それをギョクレンが短刀を投げて倒す頃ころには、別のモンスターがやってくる。

　奴やつらにとって、魔ま法ほうで強化されているはずの城ですら紙同然なのだ。

「た、助けてくれぇっ！」

　瓦が礫れきから身を守るために、勇者以外の全員が伏せる。こういう時の避難方法は騎士だろうと文官だろうと変わらない。常にモンスターの襲来に備えて訓練しているのである。

「助けます！」

　フウトは槍を手に、入ってきたモンスターを全すべて刺し殺す。

「そうだよ！　だから安心して！」

　フィオーレは壁の穴から侵入しようとするモンスターに向かって瓦礫を投げつけ、穴から押し返す。

「守ってみせるでゴザルよ！」

　そこへギョクレンがさらに糸で穴を塞ふさぐと、二度とモンスターは入ってこられない。

「……君たちは人気低いのに、実戦になると頼たのもしいな」

「前半は余計です！」

　太った大臣の言葉にツッコミを入れつつ、フウトは彼らを階段まで連れて行った。ここまで行けば、あとは階段を下って地下通路へ行けばいい。

　安心したのも束の間、

「きゃっ！」

　階段の下からもモンスターが駆かけ上がってくる。

　フウトがそれを殺そうと槍を構えたが、

「そぉれっ！」

　真上から振り下ろされたメイスがモンスターの背中を叩たたき潰つぶした。

「ケガ人はいるかしらぁ？　いたらお姉さんに任せなさい」

　重量感のある武器と胸が自じ慢まんのシスター・エリュシオンが階下から上ってくる。モンスターで溢あふれる城内だというのに、彼女の顔は常に余裕だ。

「シスター！　下は!?」

「大丈夫よぉ。ディンゴがほとんどやってくれたからぁ」
















　さすがディンゴだ。前に彼自身が言っていたが、大きいモンスターは苦手らしい。その代わり小型のモンスターに対しては無類の強さを振ふるう。彼の友達である猛もう獣じゆうたちはガンガンポイントを稼かせいでくれるのだ。

　勇者四人に先導され、要人たちは二階から一階、そして地下への階段を下る。地下通路への道は頑がん丈じような扉とびらで塞がれている。もう大だい丈じよう夫ぶだろう。

「助かった……本当にありがとう」

　階段を下りながら、大臣と付き人たちが揃そろって一礼する。

　一度はヒヤッとしたが、ようやく肩かたの荷が下りた。

　あとは残るモンスターを倒たおし尽つくせばいい。

「しかし──あの人型モンスター」

　槍やりを下ろし、フウトはようやく考える事ができるようになった頭を動かす。

「モンスターを召しよう喚かんしていたな」

「すっごいスキルだったね」

　フウトの独り言を聞いたフィオーレが返事をする。

「過去にモンスターを使し役えきするスキルを持った人間が、ひとりいた」

「……そういや、そうだったね」

　名前を出すまでもない。

　ゼルニア王国民、いや、この世界に生きる人間なら誰だれでも知っている。子供ですら絵本で知っている。

　二十五年前、フウトの父が倒した男。




　──魔ま王おうという名の、スキル犯罪者。




　あれに匹ひつ敵てきするスキル犯罪者が現れたのだとしたら、ゼルニア王国どころか世界を揺ゆるがす大事件になる。

　騎き士し団が情報を隠いん蔽ぺいしたのは、まさかそれに気づいていたからなのか。

　それだけの重要性が、あの人型モンスターにはある。

　なんとしても捕つかまえたかったが、今は人々の安全確保を優先しなければ。

『フウトくん、フィオーレちゃん！　大変よ！』

　カメラ妖よう精せいから聞こえるオリーブお姉さんの悲鳴。

『さらに敵の増ぞう援えんが接近してるの！』

「どこですか!?」

『上よ！』

　オリーブお姉さんの指示通り、一階の廊ろう下かの窓から外を見た。

　すると、上──つまり空にモンスターがいるではないか。

「ん？」

　ただ、よく判別できない。

　距きよ離り感かんが掴つかめないというか、大きさが分からないというか、とにかく違い和わ感かんがある。その正体を確かめるために、フウトは砕けた壁かべから中庭に飛び出した。

　改めて上空を見上げると、ようやくモンスターの正体が分かった。

　それはクジラによく似ていた。

　ゼルニア城の真上を浮ふ遊ゆうしており、スピードはかなり遅おそい。しかしその巨きよ大だいな身体からだから小さなモンスターが生まれており、それが城に降ってきている。いわば戦せん艦かんのようなモンスターだ。

「オリーブさん、あのモンスター、どのくらいの大きさなんですか？」

『ええっと、ジャッジからの情報によると、およそ三百メートル──三百メートル!?』

　返答したオリーブお姉さん自身が驚おどろいている。

　通常、大型モンスターに分類されるのは全長が十五メートル以上のものだ。十五メートルもあれば、家一いつ軒けんをそのまま相手しているのと変わりはない。

　三百メートル──

　かつて隣となりの大陸と周辺の島々を制した海洋国家の伝説級の船がそのくらいの大きさだ。それは数千人の人間を収容できる大きさだったという。

　今はモンスターを落としているだけだが、もしもあのモンスターがそのまま地上に落下したら、その衝しよう撃げきだけでゼルニア城下町は壊かい滅めつするだろう。

『全勇者に告げる！　最優先目標は、超ちよう巨大モンスターです！　全ての力を振り絞しぼって、あのモンスターを撃げき墜ついしてくださいっ！』

　テレビやカメラ妖精から聞こえるオリーブお姉さんの声。

「んな事言ってもよぉ！」

　真っ先にぼやいたのは、城じよう壁へきからモンスターを撃うち落としているバーナード。五本の指から伸びる光の帯は、超巨大モンスターから落ちてくる小型モンスターを的確に殺しているものの、本体であるクジラ型には傷一つつけられていない。

「あんなデカイの、どうやって倒せばいいんだよ！」

「……さすがに規格外だね」

　同じく城壁で戦っていたセシル。

　おそらく即そく席せきで用意したのだろう、巨大な弓を使って上空のモンスターを狙そ撃げきしている。槍というより丸太のように太い矢を使っているのだが、それでも超巨大モンスターの核かくまで届かないようだ。

「君たちでも無理なのか!?」

　中庭から声をかけるフウト。返事はうめき声だけだ。

　バーナードもセシルも、大型モンスターの討とう伐ばつに向いているスキルを持っている。

　その二人が弱音を吐はくなんて。

「ふーむ、あのクジラを倒さない限り終わりそうにないな」

　気がつけばディンゴをはじめ、他ほかの勇者たちも中庭に集まり、落ちてきたモンスターを倒している。小型モンスターを倒せばポイントは入るが、終わらなければ意味がない。

「そういえば、私たち今ポイントどれくらいだろ？」

　フィオーレの呟つぶやきに、ついフウトは計算してしまう。

　こういうピンチでもポイントの事を考えなければならないのが勇者の辛つらい所だ。

「ええと、小型を十匹ぴきに中型を四匹ひきで……少なくとも三百はいってると思うんだけど」

「ええー、それじゃ足りないよ」

　まずスタート地点からして、フウトたちは大きく遅おくれている。累るい計けいポイントではいまだに最下位。六位のギョクレンに追いつくためには、五百ポイント以上の得点が要いる。

　で、なぜフィオーレがこんな事を言い出したのか、フウトにはだいたい想像がつく。

「オリーブおねーさーん！　あれ、どれくらいのポイントもらえるのー？」

　カメラ妖精に話しかけるフィオーレ。

　フウトも気になるところだ。ポイントが欲ほしいのもあるが、要はあのモンスターがどれほど価値のある、つまり強力なモンスターか知りたい。厄やつ介かいなモンスターであれば、それだけポイントが高いのだ。

『ジャッジの判断だと、七百ですって。つまり大型モンスター十匹以上ね』

　実際には大型モンスターにも様々な種類がいて、中には五十ポイントも入る強力な種類もいる。それでも七百という数字は破格だ。

「よっし、やる気でた！　あのクジラもらおうよフウト！」

　空を指さすフィオーレ。

「君がそう言うんだから、倒し方を思いついたんだろうな？」

「うん！」

「しかも君が提案するくらいだから、楽な方法なんだろうな。僕にだけ働かせるのはナシだぞ」

「そんな事ないよー。私も働くもん」

「よし、聞こうじゃないか」

「うん！」

　元気に頷うなずくフィオーレ。

　その様子だと、本当に楽な方法のようだ。

「では、私たちは降ってくる小型モンスターでポイントを稼ぐとしよう。君たちに賭かけるとするかな！　ハッハッハ！」

　作戦内容も聞かず、モンスターたちに突つっ込んでいくディンゴと獣けものたち。

「ウフフフ、とりあえずやってみなさいな」

「なんでもチャレンジが大事だよね！　失敗したら次の作戦を考えようね！」

　エリュシオンやギョクレンも笑いながら小型モンスターの処理を始める。フウトたちに期待してはいるものの、フィオーレの突とつ飛ぴな作戦を楽しみにしているふしがある。

　不安半分にフィオーレの作戦を聞くと、

「見た感じ、あのクジラって遅く飛んでるよね。つまりモンスターの核まで届く武器で攻こう撃げきすればいいんだよ」

「……まぁ、理論上はそうだな」

　しかしバーナードの魔法やセシルの大矢でも届かない、分厚い肉を持ったモンスターの核まで届く武器があるだろうか。

「だからさ、そこらへんの木を切って、槍にするの。ダメかな？」

「なるほど」

　なにも槍にこだわる必要はない。

　フウトとフィオーレのパワーであれば、木の一本くらい投げ飛ばせる。耐たい久きゆう力に難があるが、超大型モンスターの核さえ壊こわせばいいのだ。

　ところが、

「無理無理」

　城壁の上からセシルの声が聞こえた。

「木でも小さすぎるよ。もっと大きなものじゃないとダメだよ」

「大きなものって、どれくらい？」

「少なくとも長さ二十メートル。太さ五メートル。重さも欲しいな」

「そんなに大きな木、あったかな」

「城の周辺にはないよ。あそこは暗殺者が潜ひそまないように、高い木は切られてる」

　さすがは職人のセシル。木材にも詳くわしい。

　しかしセシルの言葉通りなら、槍やりに適した木が近くにない。

「長いだけじゃなくて太さや重さも必要なのか……うーん、想像つかないなぁ。どれくらいの大きさなんだろう」

「そうだねぇ」

　セシルが周囲を見る。

「あ、あれくらいの大きさだね」

　それは城壁の四よ隅すみにある見張り塔とうだった。

　城壁の下から頂上まで、ちょうど二十メートルほど。頂には破かれたゼルニア王国の国旗がはためいている。見張り番も避ひ難なんしており、殺風景な石の建物になっていた。

　なるほど、あれくらいの──

「つーかさ」

　フィオーレが見張り塔を見上げる。




「あれ、そのまま使えばいいんじゃない？」




　フウトの頭の中で、二つの返事が浮うかんだ。どちらを言うべきか一いつ瞬しゆんだけ迷った末、結局両方とも言う事にした。

「すごくいいアイデアだと思うけど、誰だれが責任取るんだよ！」

「もちろん私たちだよ」

「やっぱり僕もカウントされるのか！」

「しょうがないよ。相棒だもんね」

　邪じや気きのない笑え顔がおで言われてもまったく嬉うれしくない。

　が、現状それしか手段がないのも事実。今から槍になる木を探しにいく間に、あの超巨大モンスターが落下してこない保証はどこにもないのだ。

「絶対に怒おこられるぞこれ……いや怒られるというか、犯罪だよなこれ……」

　まだ別の手段が残っていないか、死ぬ気で考えるフウト。

　この塔を破は壊かいしたら、どれほどの損害になるのか考える気すら起きない。しかしここでやらなければ城下町全すべてが滅ほろびるかもしれない。

「責任はキミたちで取るんだね？」

「うん！　任せて！」

　いつの間にかセシルが工具を片手に見張り塔の屋根に上っていた。かと思うとガリガリと何かを削けずる音や貼はり付ける音が聞こえてくる。塔の先せん端たんをさらに鋭えい利りな武器に改造しているのだろう。

「問題はこの塔をどうやって持ち上げるか、だよね……」

　顎あごに手を当てて考えるフィオーレ。

　そう、見張り塔は城壁に隣りん接せつしている。これを切り離はなすには、城壁を砕くだくしかない。フィオーレの怪かい力りきとフウトのスキルなら、やってやれない事はないだろうが。

　が、ここまで来たらフウトも覚かく悟ごを決めるしかない。

　槍では不足だろうから、あの城壁を斬きれる武器を探そうとした時。




「問題ありません」




　風が、二つ。

　その風の間に降り立ったのは、二刀流の騎き士し。

「アナスタシア！」

　華きや奢しやな身体からだが生み出した斬ざん撃げきは、見張り塔にまっすぐな切れ目を作った。

　たった一瞬で、城壁を斬ったのだ。

　切り離された見張り塔が、わずかに揺ゆらぐ。

　二十メートルを超こす建築物を、たった一撃で。

「今までどこに行ってたんだ？」

「私は城のみんなを逃にがしていました」

　髪かみをかき上げ、平然と告げるアナスタシア。

「それじゃ君にはポイントは入らないし──」

　なにより、彼女のその傷。

　まだ腕うでや肩かたにケガをしている。アムを守った時にできたものだろう。シスター・エリュシオンに治してもらわなかったのか。

「私は騎士です。城の人間を守るのが、私の一番の仕事ですから」

　勇者である前に、騎士。

　守るために生きるのが、その在あり方なのだ。

「それに私の仕事は、あれだけで充じゆう分ぶんなようですね」

「ああ、充分すぎる」

　切断された見張り塔の真下に立つフィオーレ。

　彼女が触ふれるだけで、塔がグラグラ揺れている。

「ありがとね！　アナスタシア！」

「ああ、ありがとう！」

　ぶんぶん手を振ふるフィオーレの元へ、フウトも走る。

　ちょうどセシルの改造も終わったようだ。見張り塔からいち早く脱だつ出しゆつしている。

　あとは無人になった見張り塔──もとい、巨きよ大だいな槍を超ちよう巨大モンスターの土手っ腹に突き刺させばいい。

　それを誰がやるのか──

　もちろんフウトたちだ。

「行くぞフィオーレ！」

「うん！」

　スキルによって強化された肉体を最大限まで鼓こ舞ぶし、指を見張り塔の壁かべのくぼみに突き入れた。

「せーのっ！」

　全身にみなぎる希望を力に変え、フウトは勢いよく巨大な塔を持ち上げた。

　土が盛り上がり、地下の基き礎そが地面に露ろ出しゆつし、城じよう壁へきをさらに破壊する。まるでモンスターに破壊されたように砕け散った城壁の石が、次々に中庭と堀ほりに落ちていく。

　尖せん塔とうの影かげがフウトを覆おおい隠かくし、時折降ってくる小石が頭にあたる。

　力が溢あふれる。

　常人の数百倍の力を得たフウトと、数千倍の力を持つフィオーレが、見張り塔を斜ななめに構かまえ、空中の超大型モンスターに狙ねらいをつける。

『こ、こ、これはいったい何が起きたのでしょうかっ！　城壁が崩くずれ、見張り塔が倒たおれています！　モンスターの攻撃でしょうか!?　城にいる勇者は何をしているの!?　ねぇちょっと、みんな大だい丈じよう夫ぶなの!?』

　途と中ちゆうから素すの声に戻もどっているオリーブお姉さんに心の中で謝りつつ、フウトは隣となりの相棒を気にする。パワー型のスキルを持った二人がかりだが、重い事は重い。

「フウト、だいじょぶ？　重くない？」

「君に心配されるほどヤワじゃない！」

　国民の希望──人気がなかったら、とっくに潰つぶされていた。

　雑誌に載のって人気をもらってくれたフィオーレのおかげだ。

　彼女がいたからこそ、今、こうして国民に恩返しができる。

「フィオーレ！　ひとつだけ頼たのみがある！」

「なに？」

「後で絶対に弁明する機会があるだろうから、うまい言い訳を考えてくれ！　そういうの得意だろ!?」

「オッケー！　任せてぇっ！」

　そしてフウトとフィオーレは、打ち合わせもせず、互たがいの力加減を確かく認にんし、巨大な塔をゆっくりと押し出していく。

　塔を支える石の柱が揺らぐ音がするが、もはや気にしていられない。

「いくぞぉぉぉぉぉっ！」

「それぇぇぇぇぇぇっ！」

　全ての希望を腕の力に集中させ、二人は全長二十メートルの槍を投げ飛ばした。

　おそらくテレビを観みている全国民が目撃しただろう。




　高速で空を飛ぶ、塔を。




『あああ────っ！　塔が！　塔が！』

　オリーブお姉さんの他ほかに、あちこちから人の悲鳴のようなものが聞こえた。テレビを観ていた国民の声がここまで届いているのだ。

　二人の力が均等ではなかったのが功を奏したのか、見張り塔はきりもみ状に回転しながらまっすぐに空へ飛んでいった。
















　時間にして二秒ほどの浮ふ遊ゆう。

　勇者のスキルによって投げ飛ばされた見張り塔は、クジラの形をした超巨大モンスターの胸のあたりに突つき刺さり、身体を抉えぐった。

　その背中まで、一直線。

　三百メートルはあるというモンスターが串くし刺ざしになった。

『抜ぬけたぁ！　塔が見事にモンスターを刺しました！　これはひとたまりもない！　まさに一撃必殺！』

　超巨大モンスターはビクッと身体を震ふるわせつつ、その背中まで塔が突き抜けると即そく座ざに動作を停止する。

　核かくを貫つらぬかれた超巨大モンスターは空中で黒い霧きりになる。それはまるで雨雲のようにゼルニア城下町に広がっていった。

　黒い霧が黒い影となって周囲を暗くする。

「やったぁ！」

　超巨大モンスターが消しよう滅めつしたのを見て、フィオーレがガッツポーズをとる。

　そして大量に発生していた小型モンスターまでもが消滅していた。おそらく時空振しん動どうによって発生したのではなく、超巨大モンスターが直接生み出していたのだろう。

　だから、空に残るのは黒い霧と──瓦が礫れきのみ。

「お前らぁ！　アレどーすんだよ！」

　すでに魔ま法ほうで瓦礫を収集しているバーナードに怒ど鳴なられてしまった。

「えへへ、ごめーん！」

「ったく、本当に後先考えねーなお前らは！」

　バーナードの魔法は空中に散らばった瓦礫を破は壊かいするのではなく、まるで見えない口に吸い込まれるかのように石の塊かたまりが一か所に集められている。塔だった石は、今や球体のような形になって、城から離れた広場にゆっくりと着地した。

　空を覆っていた黒い雲も、風に吹ふかれて散っていく。

　やがていつもと変わらない、平和な青空のみが残った。

『ただいまジャッジの判断により、全すべての脅きよう威いが去った事を確認いたしました！　勇者のみなさん、本日もおつかれさまですっ！』

　オリーブお姉さんの声が聞こえると、城壁の向こうから国民の歓かん声せいが聞こえてきた。各家庭で勇者テレビを観ていた人たちが外に飛び出して喜んでいるのだ。

　終しゆう了りよう宣言を聞いた途と端たん、フウトたちの身体からだから力が抜けた。

「おつかれさまでした、フウトさん」

　座り込むフウトの顔を、アナスタシアがのぞく。

「あぁ……本当に助かった。ありがとう」

「いえ。私は何もしていません」

「そういえば、アナさんは？」

「……おそらくこの後、騎き士し団と勇者課による取り調べを受けるでしょう」

　アナスタシアは辛つらそうに唇くちびるを噛かむ。

　爆ばく発はつ事件に関かかわっている上、騎士を襲おそったのだ。相応の罰ばつが待っているだろう。

「でも、私は団長としてできる限りの事をするつもりです。アナはアン・フラン騎士団にとって必要な人ですから」

「ああ」

「彼女を救ってくださって、ありがとうございました」

　アナスタシアの手が差し伸のべられる。

　フウトは無言でその手をとった。

　戦友として、友人として、彼女のためになる事をしたまでだ。

　手を引かれて立ち上がると、フウトは相棒を見た。

　モンスターを倒したというのに、不ふ機き嫌げんに見える。

「んー……ま、いいや」

　よく分からないが、フィオーレはひとりで納なつ得とくしている。

　かと思うと急に笑え顔がおになり、こちらに向けて手を挙げた。

　フウトも手を挙げ、互いの手をパンと打ち鳴らす。

「へへ。相棒だもんね」

「？」

　その通りだが、なぜそれを今言うのか。

　そして、それだけでフィオーレは上機嫌になっている。

　相変わらず、何を考えているのか分からない女だ。

「ンフフ～……少年、まだまだ修しゆ行ぎようが足りないぞぉ」

「？？？」

　そんなフウトに腕うでを絡からませるのは、シスター・エリュシオン。なぜかディンゴのような上から目線の口調でフウトをバカにしている。なぜ彼女にまでそんな事を言われなければならないのか、フウトにはまったく分からなかった。

『さて！　今回の勇者テレビはこれにて終了です！　みなさん、応おう援えんありがとうございました！　また次回をお楽しみに！』

　カメラ妖よう精せいから、テレビ中ちゆう継けいを締しめくくる声。

　それが終わったかと思うと、

『あー、フウトくんとフィオーレちゃん。すぐに勇者課まで来なさい』

　事務的な声のオリーブお姉さんから、速そつ攻こうで呼び出しがかかったのだった。




　　　　＊




「……以上が今回の事件の概がい要ようです。勇者課では『人型モンスター』という呼こ称しようで指名手配をかけております」

「尻尾しつぽは捕つかまれていないのか？」

「問題ありません。あの弐に型スーツは研究施し設せつごと破は棄きしますので、勇者の調査が及およぶ事はないでしょう」

「弐型が召しよう喚かんしたモンスターによって、城を破壊されましたからな。研究施設ごと壊こわしてくれて助かりました」

「……正直、危ない橋だったと思いますぞ。陛下の身に何かあったら」

「私は大だい丈じよう夫ぶですよ。それよりも次の報告をお願いします」

「はっ。では弐型の破棄による、今後の研究についてお話しします。モンスターの表皮と核を使った新魔法兵器のうち、長時間の映像の保存──我々は『録画』と呼称しておりますが、これが可能になりました」

「これにより、見せたくないテレビ中継に別の映像をかぶせる事ができます」

「ほう、それは良いですね」

「さらに弐型の技術を応用して、スーツではなく武器や防具にモンスターの素材を使う事ができます。これによって、適正はありますが勇者と同等の力を得る事ができるようになるでしょう」

「なるほど。相変わらず優ゆう秀しゆうな仕事ですが、勇者の力は武具によるものだけではありません。その強い心に勝まさるほどの装備が生まれなければ、まだまだ勇者は安あん泰たいですね」

「おっしゃる通りです、陛下──」




　　　　＊




「はい、ではフウトさん、お願いします！」

「よ、よろしくお願いします」

　編集部のイスに座ったまま、ペシェに一礼するフウト。

「そんなに緊きん張ちようしなくていいんですよ。ただの質問ですから。カメラが回ってるわけでもないんですよ」

「あ、うん。そうだけど……なんか変な気分だ」

「じゃあ緊張をほぐすために質問しますね。一週間前の勇者テレビなんですけど」

　メモを片手に笑うペシェ。

「うふふふふ、緊張しすぎですなぁフウトくん」

　そんな二人を眺ながめてクスクス笑っているフィオーレ。

　事件解決のお礼とはいえ、変な依い頼らいを引き受けてしまったと後こう悔かいする。

　ただのインタビューとはいえ、こういう場で人に質問されるのはテレビに出演する時と同じくらい緊張するものだったと、今日初めて知った。

　それに今回の件で、フウトも考え方を改めた。

　嘘うそばかりつく雑誌が嫌きらいなら、その在あり方を自分で変えていけばいいのだ。

　人気はどこからか降ってくるものではなく、自らの手で掴つかみ取るものだ。

「ええと、勇者テレビの件では、城の皆みなさんに大きな迷めい惑わくをおかけしました。改めて謝罪します」

　インタビューなのに、ペシェに頭を下げるフウト。

「でもフウトさん、なぜ塔とうを斬きったんですか？」

「それは作戦に必要だったからです。あの超ちよう大型モンスターを倒たおすためには、大きな杭くいのような武器でないと効果がなかったんです」

「ふむふむ、作戦のために必要だった……と」

　アナスタシアの名は出さず、全部自分がやった事にした。

　最初から責任を取るのは我々だと、フィオーレも言っていたのだから。

「なぁペシェ。これ、僕が言った事は全部雑誌に載のるのか？」

「いいえ。こう言ってはアレですけど、どうでもいい繋つなぎの会話や、削さく除じよして欲しいという希望があった部分は削けずりますよ」

「じゃあ逆に、希望すれば残してもらえる文面もあるんだな？」

「……何を言おうとしてるんです、フウトさん？　犯罪の告白や、反社会的な発言はダメですからね」

「大丈夫だよ」

　咳せき払ばらいをしてから、フウトはメモをとるペシェにこう告げた。

「今回の件で僕とフィオーレに対して、国民の皆さんは色々思うでしょう。嫌いになった人もいるかもしれません。それは仕方ないと思います」

　なにしろ国のシンボルとも呼べる城を破壊したのだ。𠮟しかられるどころか人気が下がっても不思議ではない。特に老人など、昔から城に通っていた人にとっては。

「それで、もし僕らに対して言いたい事があるなら──僕はちゃんと聞きます」

「フウトさん……」

「応援の言葉も、罵ば詈り雑ぞう言ごんも、世間話でも、言いたい事は全部聞きます。そして皆さんの声をしっかりと受け止めます。だから手紙でもいいし、直接言いに来てもいい、僕はいつでも受け付けますから」

　フウトの言葉を、ペシェは一言一句逃のがさずに書き写す。

　今回の事件で一番大切な事が分かった。

　誰だれかが誰かを想おもう気持ちとは、時として凄すごい力を生む。しかしその方向までは分からない。良い想いが悪い結果を生む場合もあるし、その逆もある。

　それでも、誰が何を考えているのか、勇者は知る必要があるのだ。

「もちろんファンレターだけじゃなくて、プレゼントも受け付けるよ！」

　フウトの後ろからフィオーレも宣言する。

「おいフィオーレ！　僕のインタビューだぞ！」

「いいじゃん、私たちのインタビューでしょ？」

　強引にフウトの隣となりに座るフィオーレ。

「僕は真実をみんなに伝えるために、今日のインタビューに臨んだんだぞ！　君が割り込んだら一気にネタ記事になってしまうだろう！」

「私はいつだって真ま面じ目めだよー」

「じゃあ塔を投げ飛ばした謝罪のひとつでもしろよ！」

「えへへ、ケガ人がいなくてよかったです！」

「それはそうなんだけど、もっと真面目に謝れ！」

「えー、でも次も同じようなモンスターが現れたら、たぶんまた同じ事すると思うよ？　だからその時は、また許してくださーい」

「なんで人気が下がるような事をわざわざ言うんだ！」

「あ、あとそれから中央広場にできた新しいジェラート屋さんなんだけど、あれ支店なのに本店よりも美お味いしいから試ためしてみて」

「関係ないだろそれ！」

　唾つばを飛ばしながら言い合う二人をよそに、ずっとメモを取っているペシェ。

　もちろん翌週の「週刊ゼルニア」には、この口くち汚ぎたない言い争いが全文掲けい載さいされた。フウトは抗こう議ぎしたが、「嘘は何ひとつ書いていない」というペシェの反論にはどうしても言い返す事が出来なかった。

　しかし、この記事が掲載されてから、どういうわけかフウトとフィオーレの人気が急きゆう上じよう昇しようしたらしい。

　結果的には良かったものの、理由が分からず頭を抱かかえるフウトだった。







　エピローグ




　最後の勇者テレビから、二週間が過ぎた。

　それでもフウトとフィオーレの戦いはまだ終わっていなかった。

　ブッ壊した見張り塔とうと城じよう壁へきは、およそ二億ガッツほどの損害になった。これは騎き士しひとりの生しよう涯がい年収に匹ひつ敵てきする額だ。

　それを全額ファティマ学園が払はらうかと言うと、そうでもない。

　修復に必要なものは、時間と資材と労力。

　この内、労力だけは確保できた。

　つまりフウトとフィオーレを働かせているのである。

「そぉれっ！」

　およそ五トンほどの重量がある石材をひとつひとつ積み上げていくフィオーレ。ゼルニア城の見張り塔があった場所にはぽっかりと穴が空き、城下町が一望できた。

「はー、疲つかれたー。休きゆう憩けいしていいよね」

「まだ一個目だろうが！」

　石材の上に座り込むフィオーレに怒ど鳴なると、フウトも石材を積み上げる。砕くだけ散った城壁にひとつひとつ石を積み、そして魔ま法ほうで接着する。二人とも土木には疎うといので、建築家の指示通りに動くだけだ。

　基き礎そから壊こわしてしまったが、現代の建築世界でも魔ま導どう具ぐが活かつ躍やくしているらしく、壊れた部分から石を継つぎ足していく形でも修復できるらしい。となれば、あとは力ちから自じ慢まんの勇者が石を運べばいいのだ。

　とはいうものの、尋じん常じようではない数だ。

　城壁だけでも、高さ十五メートル。加えて見張り塔がひとつ。これらの再建築に必要な石材を全すべて運ばなければならない。

　それでも二週間で工程の半分をこなせたのだから、勇者の力は人間数百人に匹敵するというのは嘘ではないだろう。本当なら基礎工事すら終わっていない。

　それだけの期間を働けば、精神的に疲れるのも仕方ない。

　だがこれを壊したのは自分たちだ。責任は取らねばならない。

「ねーフウトも休憩しよーよー。こんなにいい天気なんだからさー」

　石材の上に寝ねっ転がっているフィオーレ。そんな彼女を見て人足たちが笑っている。彼らにとって、勇者はイレギュラーな存在だ。とんでもない作業量をする珍ちん妙みような機械扱あつかいされているようだ。

　フィオーレのように奔ほん放ぽうな人間は、いるだけで場を和なごませる。それもまた勇者として作業を手伝っている事になるのだろうか。

　空を見ると、確かに晴れている。

　あそこを飛んでいたクジラのようなモンスターは、今は存在しない。

　まさに平和の象しよう徴ちようのような空だが、下を見れば破は壊かいの痕こん跡せきは残っている。

　そう、まだあの人型モンスターは捕とらえられていない。

　全ての事件の元げん凶きようであるあの人型の足取りを追わなくては、ゼルニア王国に真の平和は戻もどってこない。

　勇者としてできる事は少ないが、国民の安心のためにはできる限りの事をするつもりだ。この作業もその一部だと思えば苦ではない。少なくともフウトにとっては。

「フウトさん」

　石を積み上げたフウトを呼ぶのは、アナスタシアだった。

　彼女がいても不思議ではない。ここはゼルニア城、つまり騎士団の職場なのだから。

「やぁアナスタシア！　どうしたんだ？」

　作業を止め、中庭に降りるフウト。

「ご報告に来ました」

「報告？」

「はい。アムの件ですが、厳正な裁判の結果、三か月の謹きん慎しんを命じられました」

　謹慎か。つまり罪が認められたというわけか。

「それは……喜んでいいものなのか？」

「はい。副団長の任も解かれましたが、謹慎が解けた後はまたアン・フラン騎士団に復帰できるそうです」

「そうか。よかった」

　間接的にとはいえ、自分が蒔まいた種でもある。真の黒幕にそそのかされたアムの罪が軽くなって、本当に安心した。

「なにそれ？　お弁当？」

　アナスタシアが持っている箱のようなものを目め敏ざとく発見したフィオーレは、素す早ばやくこちらに走ってくる。

「はい。そろそろお昼ですので、昼食をと」

　無礼なフィオーレにも気にせず、アナスタシアは箱を開ける。

　予想はしていたが、やはり中身はパンだった。

「わぁ！　おいしそうなパン！　食べていいの？」

「もちろんです。あちらに全員分用意してありますから」

　アナスタシアが近くに置かれた大量の弁当箱を見る。およそ五十はあろうか。フウトとフィオーレだけでなく、今この現場で作業している全員分のパンがあるのか。

「おかげですっかりパンを焼くのが上手になりました」

　なぜか清すが々すがしい表情のアナスタシア。

　そして実際にフィオーレが食べてみると、

「うわっ！　本当に美味しい！」

　口を押さえて驚おどろいている。

「前からアナスタシアのパンはうまかったからな。さらに上達したのか」

　まだ食べていないが、口の中に涎よだれが出てきた。

「デートの時よりも遥はるかに美味しいです。ぜひフウトさんも」

「ああ、ありがとう」

　そう言われては食べないわけにはいかない。箱の中のパンに手を伸のばすフウトだが、

「…………」

　またフィオーレに睨にらまれた。

　だんだん読めてきたが、アナスタシアとのデートの話をすると不ふ機き嫌げんになるようだ。

「フィオーレ。言いたい事があるなら、はっきり言えよ」

「……じゃあ言うよ。ていうかフウトじゃなくてアナスタシアに聞きたかったんだけど」

「私、ですか？」

　驚くアナスタシアに、フィオーレはこう質問する。

「なんでフウトとデートしたの？」

「それは私を狙ねらっている人をあぶりだすためです」

「でもさ、それってバーナードでもディンゴでもセシルくんでも、騎士団の男の人だっていいわけでしょ？　なんでフウトなの？」

「それは──」

　言われてみれば、その通りだ。

　別にフウトじゃなくても良かったのだ。

　アナスタシアは迷っている風もなく、ただ唇くちびるに指を当て、

「秘密です」

　と、小さく笑った。

　あの正直者のアナスタシアには、あるまじき態度。

　これにはさすがのフィオーレも口を開けて硬こう直ちよくしてしまう。

　しばらく三人の間に沈ちん黙もくが流れるが、それを破ったのもフィオーレだった。

「あははははははは！　面おも白しろいねアナスタシアって！　パンもっとちょうだい！」

「どうぞ」

　微笑ほほえんだままパンを勧すすめるアナスタシア。

「ねぇアナスタシア。今度はパンじゃなくて美お味いしいスイーツの店に行かない？　中央広場にすっごい美味しいジェラートのお店があるんだよ！」

「いいですね。是ぜ非ひお願いします」

　フウトを差し置いて会話が弾はずむ二人。

　そんな二人に挟はさまれながら、フウトはアナスタシアが作ったパンを食べる。やはり前より美味しくなっていた。修しゆ業ぎようしたのだろうか。

「あっ!?」

　などと考えている間に、アナスタシアが持っていた弁当箱のパンが空っぽになっていた。

「フィオーレ！　全部食べたのか!?」

「らって、おいひかったんらもん」

　口の中にパンを頬ほお張ばる相棒に、頭を抱かかえるフウト。

「まだ一個しか食べてないのに……」

　仕方ないので手に持ったパンを大事に大事に食べる事にする。

　が、その光景をずっと見ていたのだろう。

「おいコラァ！　アナスタシアがテメーのために作ってきたパンをひとつしか食べないってのはどういう了りよう見けんだ!?」

　中庭にゾロゾロとやってくる男たち。総勢三十人ほど。

　ここは城内で戦せん闘とうなど起きないのに、全員が金属鎧プレートメイルを身につけている。その鎧よろいのあちこちにアナスタシアをデフォルメしたイラストが描えがかれていた。

「えええ、騎き士しの皆みなさん、いつから!?」

「我々はアナスタシアをずっと見ている！　アナスタシアが貴様を見ているように！」

「なのに貴様はアナスタシアに見向きもせず、相棒のフィオーレばかり！」

　鎧姿の男たちが徐じよ々じよに距きよ離りを詰つめてくる。

「ちょ、アナスタシア、止めてくれ！」

「みなさん、少し落ち着いてください」

　ようやくアナスタシアが仲ちゆう裁さいに入るが、

「いいや、黙だまってはおれん！」

　騎士たちの前に出るのは、騎士長オーガスト。

「我々がアナスタシア以外に唯ゆい一いつ認めた勇者である貴様が、こんな態度では示しがつかぬ！　彼女にふさわしい勇者になってもらうよう、我々が教育し直してやるのだ！」

「待ってください騎士長！　ていうかあなたまで!?」

　そもそもアナスタシアにふさわしい勇者って何だ。

　騎士団の中でフウトはどういう位置づけなのだ。これではまるで娘むすめを嫁よめにやる父親が三十人集まったようではないか。

「さぁ、教育してやる！　かかれ！」

「ウォォォォォ！　行くぞ！　アナスタシアのために！」

　鎧を着た三十人ほどの男がいきなり襲おそいかかってきた。パンをまだ飲み込んでいないフウトは大きく喉のどを鳴らすと、スキルを発動させてその手をかいくぐる。

　しかし攻こう撃げきするわけにもいかず、やがてひとりの騎士に掴つかまれると、そのまま引き倒たおされて殴なぐられた。さすがに黙ってやられていたら死ぬので、スキルを駆く使しして騎士たちをはね除のける。

「なんで僕がこんな目に!?」

　悲痛な叫さけびを聞き届けたのは、手てつ甲こうでフウトの襟えりを掴んでいる騎士長オーガスト。

「貴様がインタビューで答えたんだろうが！　言いたい事があるなら、直接来いと！『週刊ゼルニア』に載のっていたぞ！」

「その通りだけど、何か違ちがうっ！」

　結局この騒さわぎは三十分ほど続き、最後にはアナスタシアが全員の鎧のみを断ち切って収束したのだが、積み上げた石材がバラバラになってしまい、フウト以外にも騎士団総出で元通りにする事になった。騒そう動どうの間、パンを食べて満腹になったフィオーレはずっと眠ねむっていたのにはフウトも舌を巻いた。

　さらに間の悪い事に現在は城じよう壁へきが壊こわされており、城下町から城の中庭が丸見えになっており、偶ぐう然ぜんそこにいたペシェが、偶然持っていた写真機で中の様子を撮さつ影えいする事に成功。

　翌週に発行された「週刊ゼルニア」は、「勇者フウトと騎士団の大乱らん闘とう」という見出しが大きく書かれる事になり、この一件でフウトの人気はまた下降していったという。




　それでも、勇者フウトの戦いは続く。

　この世界に危険がある限り。

　全すべての国民に安心を──

　その信条を掲かかげて、今日も勇者は戦い続けるのだ。







　あとがき







　どうもこんにちは。田た口ぐち仙せん年ねん堂どうです。

　このたびは「ご覧の勇者の提供でお送りします２」を手にとっていただき、ありがとうございます。




　残念ながら、この話はここで一いつ旦たん閉じさせていただきます。

　作者としては自らの至らなさを痛感すると共に、読者のみなさんに対して申し訳ない気持ちでいっぱいです。できればもうちょっと続けたかった……そうすれば、あのキャラのあんなシーンやこんなシーンが書けたのに！

　とまぁ、そういう心残りはどの作品でもあります。

　この業界、何かとやったもん勝ちな風潮があるので一巻に全すべてを込こめたつもりだったんですが、それでもやりたい事の半分も出し切れてません。いや、このシリーズに限らず、いつでもそうなんです。

　もちろん、まだまだ書きたい事はたくさんあります。三十五歳ともなれば普ふ通つうはオッサンと呼ばれ、この業界ではジジイと呼ばれてもおかしくないですが、まだまだ若いモンには負けられん！

　これからもガンガン書いていきますので、どうぞよろしくお願いします。




　最後に、このシリーズに関わった全ての方へ、最大の感謝を！

　みなさん、本当にありがとうございました！

　それではまた次回作でお会いしましょう！





二○一四年六月　田口　仙年堂
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